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　　　プロローグ







　初恋の話をしよう。

　舞台は、とある病院の特別病びよう棟とう。建物の八階。治る見込みのほとんどない患かん者じやたちが、すり減っていく命を自覚しつつ、諦てい観かんと静せい穏おんの入り交じった余生を送る──

　そんな寂しい場所だ。

　登場するのは、重い病に冒おかされた、少年と少女。

　同室に割り当てられた二人は、狭せま苦くるしい閉ざされた世界で、ほんのわずかなひととき、幼おさなく淡い恋をする。物語としては実に陳ちん腐ぷで、ありふれたお話だ。

　だけど少女にとっては、それは本当に大事なもので。

　残り少ない命なんかよりも、ずっとずっと大切なもので。

　だからこそ、綺き麗れいなままで終わらせたかった。

　少女の家は貧しくて、彼女が入院しているだけで、少しずつ家族が壊こわれていく。

　病状の進行を止め苦痛を緩かん和わする特別高価な薬。もちろんそんなものは買えなくて、これからずっと、苦しんで苦しんで、苦しみぬいて死ぬのが分かり切っていた。

　だから彼女は自分の手で幕を下ろそうと思ったのだ。

　陳ちん腐ぷでありふれた、ちょっぴり哀かなしい物語に、ほんの少しの幸せがくすぶっているうちに。

　そうして。

　よく晴れた風のない日、少女は死ぬことにした。

　病院という狭せまい世界の中では、あまり手段は選べなかった。

　屋上からの飛び降り自殺。

　消去法で選ぶしかなかったそれは、けれど、なかなか冴さえたやり方に思えた。

　ふと見上げた青空に、眩まぶしい陽光を受けて翔とぶ、白い鳥の姿があったからかもしれない。

　屋上の柵さくはけっこう高くて、乗り越えるのは難しかった。

　なので少女は仕方なく、病室の窓から飛ぶことにした。

　少年と少女が暮らしている、この部屋から。

　一緒にいこうとは言えなかった。だって知っていたから。彼は、心臓の提供者ドナーが見つかって、近いうちに手術をするってことを。

　治る見込みは薄うすいらしいけど、きっと成功するに決まってる──少女はそう信じた。

　だから、一人で旅立とう。彼の病気が治って、幸せに暮らして、そして自分のことをたまにでもいいから思い出してくれれば……ほんの少しだけ救われるから。

　笑ってしまう。なんてよくある話だろう。なんてよくある想いだろう。

　でも、だからこそ、噓うそじゃない。

　本当は部屋に彼がいないときを見計らって、飛ぶつもりだった。

　だけど少年は、いつも少女の隣となりにいた。

「もうすぐおれは死んじゃうかもしれないからさ、だから……そばにいたいんだ。……おれのこと、できれば忘れないでくれよ。自分勝手で、ごめん」

　少女は窓に腰こし掛かけて、最後に微笑わらった。

「いいえ、それはこっちの台詞せりふですよ」

「……え？」

「自分勝手でごめんなさい。大好きです。貴方あなたに逢あえてよかったです」




「──さようなら」




　目を瞑つむり、ふわりと、後ろに倒れる。

　身体からだを支えているものがなくなって、す────っと、落ちていく。

　これでおしまい。

　綺き麗れいでもの哀がなしい、物語の結末トウルーエンド。

　だけど……そうはならなかった。落ちながら、ふっと目を開けたとき、少女は少年に庇かばわれていて、ぎゅっと抱だき締められていて、護まもられていて──彼はとても頼もしい顔をしていた。

　奇き跡せき的てきに、少女は死ななかった。

　当然のように、少年は死んだ。

　少女は少年と片かた眼めを永遠に喪うしなって、物語は最悪の結末バツドエンドに到達して、けれども終わってはくれなかった。物語が終幕しても、心が呪のろいに囚とらわれても、人生はずっとずっと続いていく。

　もう終わった、ある初恋の話。

　いまも少女は生きていて、いつか、呪い殺される日を願っている。







　　　第一章　青の楽園







　夏休み。

　鬼おに百合ゆり三み月つきは短期海外研修スクールステイという学校行事で、南の島『ブルーエデン』へとやって来ていた。

　三月は少女のような容よう貌ぼうの、黒髪かみの少年である。半袖そでの学生服に、ウエストポーチを巻いた恰かつ好こうだ。ほどよく焼けた小麦色の肌はだが、南国の景色に映えていた。

　旅行一日目の昼。

　三月が仲間とともに立っているのは、リゾートホテル『セントラル・ブルー』の前。

　青──。目の前には、海と空がどこまでも広がっている。爽さわやかなそよ風が吹いて、椰や子しの葉っぱがカサカサと揺れた。陽光はカラリとしていて、気温ほどの暑さを感じない。

「素す敵てきですわ──ねえ、三月さま？」

　と、左隣となりから話しかけてきたのは、リリス・グラム。ウェービーロングの銀ぎん髪ぱつと、赤い瞳ひとみの、見み目め麗うるわしい少女である。先月転校してきたばかりだが、もうすっかりクラスの人気者だ。

　今日のリリスの服装は、白いワンピースの腰こしに水玉リボンを巻いたもので、お嬢じよう様さまらしい上品な印象がある。きっと見み惚とれない人なんていないと思う。

　天使の笑顔に、三み月つきは微笑ほほえみ返した。

「あはっ、さっきからずっと楽しそうだね、リリス？」

　浮かれ切っている、と言ってもいいくらい。

　落ち着いた雰ふん囲い気きを持つ彼女にしては、少し意外だった。

「あら、やっぱり分かります？　だって、夢のようなのですもの」

「夢？」

「ええ、こんなふうに、お友達と旅行にいけるなんて」

「……そっか」

　深い事情は聞いていないが、彼女はいままで学校に行ったことがなかったらしい。

　それなら、こんななんでもない光景にも、感かん慨がい深いものがあるのかもしれない。

（リリス、か）

　アリス以上に非の打ち所がない彼女が、自分に好意を向けてくれている。

　それを三月は、遅まきながら少しずつ実感しはじめていた。ごく最近、恋愛というものについて、改めて考え込む機会があったせいだろう。

　少し前の自分では、とうてい気付けなかったはずだ。いや、気付いていたとしても、気のせいだと深く考えず流してしまっていたろう。

　好意。それがどういう種類のものであるのか──そこまでは分からない。少なくとも恋愛感情ではないだろうとは思う。あんなに凄すごい女の子が、何の取り柄えもない、それもほとんど初対面に近かった自分に恋愛感情を抱いだいているなんて、とても思えなかった。

　幼おさな馴な染じみとして、そして婚こん約やく者として十年以上の月日を積み重ねてきたアリスとは、状況が違うのだから。

　三月は、彼女の横顔を見ながら思う。

　この旅行が、彼女にとって、いい想い出になってくれればいいな、と。

　長い時間が経たったあと、いつか思い返して、

『ああ、あの時は楽しかったな』と、懐なつかしめるような。そんな想い出になればいい。

　ふと、リリスがこちらを向いて、照れたように頰ほおへ片手を当てる。

「あら、三月さま……そんなにわたくしの顔を見詰めて、どうなさいましたの？」

「え⁉　あっああ、ごめんねっ」

「謝ることなんてありませんわ。それよりも、いま何を考えていたのか、教えてくださいます？」

　慌あわてる三月の様子を見て、悪戯いたずらっぽく問いかけてくる。

「ええと……」と、口ごもり迷った末、頭の中にあった陳ちん腐ぷな言葉を、そのまま口にした。

「いい旅になるといいね……って」

　相変わらず、自分は口べただ。こんな、言った自分が恥ずかしくなってしまうようなありきたりの台詞せりふでは、言いたいことなんてほとんど伝わらないだろうに。

「…………」

　リリスは、きょとんと赤い目を大きくして、三み月つきを見詰めている。

　呆あきれられてしまったのだろうか……。

　しかし、彼女は、ふっと真ま顔がおになって、

「はい……そうですわね。ありがとうございます──三月さま」

　真しん摯しな態度で礼を述べる。それから三月の片腕うでを取って、するりと寄り添ってきた。

「わ、ちょ、ちょっと……」

　三月の腕を、ぎゅっと愛いとおしげに抱だき締めるリリス。

　柔やわらかい胸に挟はさまれて、腕が蕩とけてしまいそうになる。

「ん──」

　早くもくたくたになった意思力を振り絞しぼり、三月は力なく懇こん願がんした。

「こ、困るよ……」

「あら、これはお返しですわ」

「お返し……って？」

「もう、やっぱり自覚がありませんのね？　貴方あなたはいま、わたくしに同じことをしてくださいましたのに……」

　リリスは三月の腕を解放し、さらに大だい胆たんに迫ってくる。こちらの腰こしに腕を回し、ぐっと抱き寄せるようにして顔を近づけてきたのだ。突然のことに、三月は動けない。

「ですから──」

　すぐ目の前で、彼女の唇くちびるが囁ささやいた。

「もっともっと困ってくださいな」

「ううっ……」

　くらり──と、三月が落ちかけた瞬しゆん間かん。

「きゃあっ！」

　どげしっ！　という音がして、リリスが突き飛ばされた。

　左隣となりにいた彼女の反対側、すなわち三月の右隣から、突如として鋭い蹴けりが放たれたのである。三月の膝ひざ上をとおり、白く滑なめらかな少女の脚が真まっ直すぐ延びていた。

　それが誰のものであるかなど、いまさら言うまでもあるまい。

　アリスだ。

　九く条じよう院いんアリス。金髪の九尾ナインテールと青い瞳ひとみ、黒衣ゴスロリ姿の美少女である。腰がきゅっとすぼまっていて、ミニスカートのおしりが可愛かわいらしく強調されている。

　彼女は速やかに脚を戻し、ぎろりと横目でリリスを睨にらむ。

「ハッ、調子に乗るのも、いい加減にしてくださいよ。よりにもよって私の目の前で三月くんに手を出そうなんて……ずいぶんといい度胸をしているじゃないですか。ねえ、リリス？」

「まあ、アリス。貴女あなたこそ、ずいぶんと足癖くせが悪いんじゃありませんこと？」

　対するリリスは左手首を振りながら、穏おだやかな口調で応こたえる。

　腹部を狙ねらったアリスの蹴けりを、彼女は、咄とつ嗟さに左手の甲こうで受け止めていたのだ。

「ふん、私の高貴な脚に触ふれられたことを泣いて感謝しなさい」

「あら、あら、野や蛮ばんですわね──いやですわ。ねえ、三み月つきさまも、そう思いません？」

「あ、いや──僕は」

　段々と殺気立っていく二人に気け圧おされ、何も言えない。いつもの情けない姿であった。

「これは私のだって、言ったはずですよね──もう忘れたんですか？」

「わたくしは、諦めるつもりはない──そう言いましたわ」

　金きん髪ぱつと銀髪。対照的な二人の美少女が、バチバチと火花を散らす。

「うわわわわ……」

　真ん中に挟はさまれてしまった三月は、とうてい生きた心地がしなかった。

「ふ、二人とも、落ち着いて──」

　両手を広げて喧けん嘩かを止めようとした瞬しゆん間かん、アリスの手が伸びて、三月の頰ほおを抓ひねり上げた。

「いだだだだだだっ！」

「だいたい三月くんがハッキリと拒絶しないから、この女が調子付くんです！　貴方あなた、自分が誰のものであるのか、今すぐここで宣言しなさい、さあっ！」

「いたっ、痛いってば！　そんなに叩たたかないでよっ……ぼ、僕は……」

「僕は──何ですか？　ご主人様の名前を言ってみなさい、さあ早く」

　肘ひじをぐりぐりと三月の脇わき腹ばらにねじ込みながら、アリスが急せかす。

「あ、アリス、です」

　息も絶え絶えにそう言うと、アリスの声のトーンが、がらりとか弱いものに変わる。

　怒ったような、拗すねたような、そんな声色で、こう囁ささやいた。

「ふぅん。そう……です、か」

　アリスはそっけなく視線を逸そらす。それからリリスの方を向いて、ニヤリと勝ち誇った表情になった。

「だ、そうですよ、リリス？　──物分かりの悪い貴女あなたも、これで理解できましたよね。三月くんの心に、貴女の入り込む隙すき間まなんて、一ミリだってないんですよ」

「くす。アリス、貴女って本当に素直じゃありませんのね。そんなにお顔を真まっ赤かにして。嬉うれしくってたまらないって、どうして言えませんの？」

「なっ、なにを……⁉　話を逸らそうったって、そうはいかないんですからね‼」

　からかわれたアリスは、鼻息も荒くリリスに詰め寄った。

　リリスは寂しげにため息を吐ついて、肩かたをすくめる。

「わざわざ言われなくても、十分に分かっていますわ。お二人が、とっても好き合っているということはね──」

　その台詞せりふに、三み月つきとアリスは、ともに顔を赤くして黙り込んだ。

　リリスは、「ですけれど」と、続けた。

「わたくしは」

　言いかけて、止やめる。目を伏せた彼女の表情が、何故なぜか、とても哀かなしげに見えた。

　そのせいか、二人は言葉を挟はさめなかった。

　目を伏せたままゆるりと首を振り、顔を上げるリリス。

「わたくし、そんなに諦あきらめのいい方ではありませんの」

　彼女が発したのは、吹っ切れたように明るい声だった。表情も、いつもの笑顔に戻っている。先ほど見せた寂せき寥りようの影は、もう欠片かけらも窺うかがえなかった。

　真まっ直すぐアリスに向き直り、リリスは改めて宣戦を布告する。

「確かにいま、三月さまの心は、貴女あなたのものですわ。だけれどね、アリス。必ず……わたくしのものにしてみせますわ。三月さまの、身も心も」

「──な」

　過激な宣言を受けて、目を見開くアリス。リリスはさらに、こう続けた。

「それが嫌いやなら、しっかりと捕つかまえておくことですわ。くすっ、そんなふうに」

「え……？」

　言われた意味が分からない様子のアリスに、三月は控えめな声で話しかける。

「アリス……その、痛い、よ」

「あっ……あっ、あっ……」

　アリスは、自分でも気付いていなかったようだが──三月の身体からだを、ぎゅうっと強く抱だき締めていた。誰にも渡すまいとするかのように、三月の頭を、自分の胸に押しつけるような体勢だ。

「どこ触さわってるんですか、ばかっ！」




　　　　　　†




　アリスに突き飛ばされて、無ぶ様ざまにしりもちをつく三月。

　そんなやり取りを眺ながめていた学生服姿の少年が、呆あきれたように呟つぶやく。

「なぁにやってんだか、あいつらは──」

　三月たちのすぐそば。路ろ傍ぼうのベンチに座っているのは、桐きり山やま誠人まこと。背の低い、三さん白ぱく眼がんの少年だ。不良っぽい見た目に反してクラス委員長を務めている。

　誠人は半目で頰ほおをかき、隣となりに座っている少女に視線を向ける。

[image: ]

「なあおい怜れい奈な、あいつら相変わらず喧けん嘩かばっかで、関係が改善された様子なんざ、まったくなさそうだぞ？」

　スクールステイの主目的は姉妹校であるＮＣ女学院との交歓会だが、自由行動の時間がかなり多く──まあ、言ってみれば『三年生みんなで南の島へ遊びに行こう』というのが実際のところだ。

　自由行動中は、原則として班行動となる。

　桐きり山やま班のメンバーは五名。三月、アリス、リリス、誠人まこと、玲奈。

　よくも悪くも目立つメンバーばかりを任された班長・誠人は、少々不安だった。

「誠人には、そう見えるのか？」

　抑揚のない声で答えたのは、宮みや田た怜奈。常に半分目を閉じた、長身の少女である。

　今日の彼女は、ぱりっとした五ご分ぶ袖そでのシャツと、裾すそが折り返されたクロップドパンツというラフでセクシーなファッションだ。

　もっとも誠人は、怜奈の服になどまるで興味はないのだが。

　怜奈は三月たちの方を一いち瞥べつする。

「問題ないさ、誠人。この間とは状況が違う」

「あん？　どこがどう違うってんだよ」

「分からないか？　地に足が着いている、ということだよ。九く条じよう院いんさんの。以前の騒そう動どうのときは喧けん嘩かでさえなかったからな、とても見ていられなかったが」

　怜れい奈なが言っているのは、先月、アリスと三み月つきが仲なか違たがいをしてしまった時のことだ。

　原因が転校生──リリスにあったのだということくらいは想像が付くが、誠人まことは詳くわしい経緯を知らされていなかった。主に女連中が盛り上がっていて、気が付いたらいつの間にか仲直りしていたという印象しかない。

　そういえば、アリスとリリスがお互いに名前を呼び捨てにするようになったのも、その辺りからだっただろうか。しかしそれで、対象的なあの二人が親交を深めていったのかというと、そうでもない。むしろ以前よりも険けん悪あくになった気さえする。

　いつもあの調子で、ことあるごとに角つの突つき合わせているのだ。

　怜奈の言葉の意味を考え込んでいた誠人だったが、結局彼はこう結論した。

「よく分からん」

「それでいい。誠人が、今のであっさり分かってしまうような聡さとい男ならわたしは苦労していない」

　よく分からないことをのたまった怜奈は、三月を挟はさんでいがみ合う二人を指差した。

「つまり、喧嘩ばかりしているからといって、単純に関係が悪化したとは言えないということだ。健全な敵てき対たい関係とでもいうかな。あの様子なら、どう展開が転ぼうと安心して見ていられる。実際、見ていて面白いだろう？」

「まぁ……な」

　苦笑。

「そういうもんかね」

「そういうもんさ。ただ、あの二人については今のところあれでいいと思うが、問題は鬼おに百合ゆり君の方だな。彼がもう少しばかり成長しないことには、根本的な問題の解決にはならない。いくら面白いとはいえ、このままの関係が長く続くのは、よいこととはいえないからな」

「残念ながら、俺おれもそっち方面には疎うといもんでな。言えることはないぜ？」

「では、最近の鬼百合君の様子について、どう思う？」

「いつもどおりだと思うが……いや、少しばかりしょぼくれてるような気はするかな。先月、九く条じよう院いんと仲直りしたくらいから」

「気付いていたか。わたしもそう思う。ただ、確認したわけではないがな……」

「なんだよ？」

「恋愛関連の悩みだけにしては、深刻すぎるような気がする。なにやら込み入った事情がありそうだ」

「……おまえがそう言うんなら、そうなんだろうよ」

　怜奈がとんだバカ野や郎ろうだという事実には一辺の疑いもないが、ときたまこうやって恐ろしく鋭い一面を見せることもある。彼女の言葉を疑うつもりはなかった。

「……難なん儀ぎなこった。で、そんなあいつに俺おれがしてやれることって、何かあんのかな？」

「いつもどおりにしていればいいのでは？　言えることなら、そのうちあちらから相談してくるだろう」

　そこで怜れい奈なは僅わずかに口元を緩ゆるめ、「なにしろ誠人まことは頼りになるからな」と締めた。

「ふん、言ってろ」

　鼻を鳴らしてそっぽを向き、誠人は話題を変える。

「──しっかしおまえ、いつもいつも分かったようなクチを利きやがるよなあ？」

「分かるとも──なにせ乙女おとめだからな」

「誰だぁれが乙女だ、バカ野や郎ろうが──さて」

　誠人は立ち上がり、アリスたちに声をかける。

「そろそろ行くぜ！　おまえらも、喧けん嘩かは歩きながらやってくれ！」




　　　　　　†




　ブルーエデン。この島の概がい要ようを南の島の観光地、と一言で片付けるのは正しくない。

　少々、変わったところなのだ。

　例えば、今日の朝方に立ち寄った空港は、人工の『浮島フロート』の上に建っていた。広大な敷地を必要とする空港施設──滑かつ走そう路ろが、洋上に浮かんでいるのだ。

　このように大規模な人工の浮うき島しまを、超大型浮体式構造物メガフロートと呼ぶ。

　ブルーエデンは、島の周囲に幾つものメガフロートを衛星のように侍はべらせているのである。

　今、三み月つきたちの目の前にも、『浮島フロート』へと至る長いブリッジが、海原うなばらを貫く槍やりのように延びていた。ブルーエデン本島と『浮島フロート』間のみならず、『浮島フロート』同士もブリッジで連結されているから、上空から見ればちょうど蜘蛛くもの巣のように見えるらしい。

「群体式超大型浮体式構造物ギガフロートっつーらしい。で、どんどん新しい『浮島フロート』が造られて、島がでっかくなっていくわけだ。ピンとこねえけど、ちょっとしたＳＦみたいだよな。他ほかにも新型の太陽発電やら、養殖プラントやら、最新の自給自足システムがあるんだと」

　ブリッジを渡っている途と中ちゆう、誠人がこの島について簡単な解説をしてくれた。彼の手には、手作り感たっぷりの小しよう冊さつ子し。

『スクールステイのしおり』。観光名所、オススメのお店などが載のっている。みんなのために委員長手ずから作成した一いつ品ぴんだ。

「もともとこの島は観光地じゃなくて、研究機関が先にあったんだと。で、まあ色々あって学校ができたり、スポンサー企業が集まってきたりして、今の形になったらしいぜ」

「誠人くん。今、めちゃくちゃ省略したでしょう。適当すぎです。もっとしっかりガイドしなさい」

　誠人まことの解説にアリスが文句を述べた。

「おいおい勘かん弁べんしろよ、本職じゃねえんだから。詳くわしくはしおりを見てくれ」

「研究機関ＮＯＡ。通称・天才養成所──といえば、なかなか有名でしょう？　日本ではそうでもないのかしら」

　リリスが口を挟はさんだ。

　三み月つきが相あい槌づちを打つ。

「そういえば、ＮＣ女学院のパンフレットにも載のってたね、そんなこと。確かＮＯＡから特別講師を招いて授業をしてるとか、なんとか」

　スクールステイの予定として、今夜はＮＣ女学院との交歓会が、明日あしたの朝からは学院見学が予定されている。その特別講師の先生にも会う機会があるかもしれない。

　三月は、厳いかめめしいお爺じいさんを想像した。

「興味ないです。老人と顔を合わせて、なにか楽しいことでもあるんですか？」

　アリスが本音を漏もらした。




　ブルーエデン本島、そしてその周囲に浮かぶメガフロートの群れは、東西南北中央、大雑ざつ把ぱに分けて五つの区画に分類することができる。

　すなわち、リゾートホテルや学校施設のあるブルーエデン本島。

　スポンサー企業の支社や研究施設が集まる北区画ノースブロツク。

　太陽発電パネルや各種プラントといった、島が自給自足するための施設が集まる東区画イーストブロツク。

　空港や港がある西区画ウエストブロツク。

　そして観光施設が建ち並ぶ南区画サウスブロツクだ。

　もちろん一行の目的地は南区画。ぱっと見た感想だが、たくさんの『浮島フロート』で構成されたアミューズメントパークのような場所だ。歩いている最中、透明のドームに包まれたプールや、ぐねぐねと入り組んだ造りの巨大ウォータースライダー、水着美女が肌はだを焼く人工砂浜ビーチなどが見えた。

　南区画についた一行は、適当なレストランに腰こしを落ち着け、昼食を摂とることにした。

　三月、誠人、怜れい奈なが並んで座り、対面にアリスとリリスという配置だ。どこに座るかで揉もめ始めたアリスとリリスに、誠人が指示した妥だ協きよう案であった。

　三十分ほどで食事を終える。

　ウエイターが空き皿を片付けていくのを尻しり目めに、誠人が口を開く。

「で、今日これからどこを回るかだが──おまえらの意見は纏まとまったのか？」

　男子二人は特別見たいところもないので、レディーファーストである。

「まずはショッピングモールで、セラフィックの専門店を見て回ろうと思っています。今日は観光に専念して、泳ぐのは明日あしたからにしましょう」

　アリスが言うと、怜れい奈なが「それで問題ない」と同意する。

　リリスも相あい槌づちを打った。

「そうですわね、わたくしもそれで構いませんわ。……あら、三み月つきさま？　どこを見ていらっしゃるの？」

「え、えっ？」

　別のものに気を取られていた三月は、突然話しかけられてびっくりしてしまった。

　三月が凝ぎよう視ししていたのは、レストランの壁に貼はられていたポスターだ。

　誠人まことが三月の視線をトレースして、ポスターのあおり文句を読み上げる。

「あー、なになに？　ブルーエデン水着美女コンテスト？　日時は明後日あさつて……？　なにを見とんだおまえは」

　誠人が言い終わる前に、脛すねに強烈な衝しよう撃げきがきた。三月は悲鳴を上げることすらできず、卓たくに突っ伏す。頰ほお杖づえをついたアリスが、何食わぬ声で言う。

「あら素す敵てきな顔、どうしたんですか三月くん？　いきなり蹲うずくまったりして？」

「う、うう……」

「まあ……いやですわ」

　恥じらうようにくすくすと笑うリリス。

「でも、三月さまがお望みなら、わたくし、出場しますわよ？」

「ほんとに？」

　今日一番の笑顔で顔を上げた瞬しゆん間かん、さらに強烈な一いち撃げきが脛すねに叩たたき込まれた。

「うぐぅっ⁉」

「ふん、死になさい最低男」

　苦痛にあえぐ三月を、アリスは冷たい視線で見み下おろした。

「三月、いい加減学習しようぜ？」

　誠人が呆あきれ声で言うと、怜奈が彼に向かっておもむろに身体からだを乗り出した。

「誠人、誠人、わたしも出てみようかと思うんだが、どうだ？」

「どうだっておまえ……好きにすれば？」

「おいおい誠人、仕方のないやつだな君は。そんなにつまらない反応を返してどうするんだ？　男だったらもっと──ほら、他ほかに言うべきことがあるだろう？　たとえば『あっはっは！　ハニーが出場するんなら優勝確実だよ！』とか」

「口が裂さけても言うか、んな台詞せりふ。つーかリリスが出るっつってんだから、優勝とかもう無理だろおまえ。諦あきらめろ、勝ち目ねえって」

　ピキンッ、と無言で硬直する怜奈。リリスが「まあ、委員長さんったら、お上じよう手ずですわね」と、たおやかに顎あごに指を添える。

　さらに、ようやく痛みから立ち直った三月が、

「でもさ、リリスなら絶対に、優勝間違いないと思うよ。……この前の白いビキニ、すっごく綺き麗れいだったもん」

　ぽっと顔を赤らめる。

「あ、あら……そうですの？　ありがとうございます……やだ、もう、恥ずかしいですわ……」

　リリスもまんざらでもないらしく、かぁっと照れてしまう。

　面白くないのは、残された女子二人だった。

　アリスは三み月つきを攻撃することさえ忘れ、下唇くちびるを嚙かんで、何やらじっと考え込んでいる。

　硬直していた怜れい奈なは、珍しくかなり真剣な顔で拳こぶしを握り締め、

「……そこまで言われては、出ないわけにはいくまい……」

　うっそりと呟つぶやいた。

「そうですね。たかが水着コンテストごときでバカにされるのは、我が慢まんなりません」

　続いてアリスも氷の視線で周囲を睥へい睨げいし──言った。

「私も出ましょう」

「えっ、ホント⁉　やったあ……楽しみだなあ、明後日あさつて」

　幸せいっぱいの三月であった。




　　　　　　†




　それから三月たちは、女性陣じんに促うながされるままショッピングモールへとやってきた。有名ファッションブランド『セラフィック』の専門店が建ち並ぶ浮島フロートである。

　アリスの説明によれば、ここでしか買えない限定品や、一般市場にはまだ出回っていない新作などが売っているのだという。

　この浮島フロートにある店てん舗ぽすべてが、同ブランドの服飾店だ。

　モールの入口となるアーチを潜くぐったところで、アリスが提案した。

「ここからは一いつ旦たん別行動にしましょう。班行動とはいっても、ずっと五人で固まっていることはありません。ある程度近くにいることが分かっているのなら、そのくらいの融ゆう通ずうは利かせても構わないでしょう？」

「悪くない提案だ。どうだ、誠人まこと？」

　同意した怜奈が、誠人に確認を取る。

「そうだなあ……いいんじゃねえの、この島から出ない分にはな。あ、でも個人行動は駄だ目めだぞ。さすがにそれは班行動の意味がなくなっちまうからな」

「分かってます。三、二で別れれば問題ありません。二時間後にここで待ち合わせにしましょう。──さ、行きますよ三み月つきくん」

　と、一方的に告げたアリスは、三月の服を引っ張ってそそくさと歩き始めた。

「わっ、わ、わっ……ちょっと、アリスってば──」

　他ほかの三人を、完全に置いてけぼりにする形だ。

　まるで早くこの場から離れたがっているみたいだった。

　とにかくこのままではシャツが伸びてしまいそうだったので、三月は別段なにを意識するでもなく、自然な仕し草ぐさで服を引っ張る彼女の手をにぎった。

「きゃっ」

　可愛かわいい悲鳴とともに、アリスの足が止まる。

　きっ、と振り返るやサファイアのような吊つり目が三月を睨にらみ、その足を踏みつけた。

「あいたっ」

　たまらず手を離す三月。

「な、何様のつもりですか、貴方あなた」

　アリスは三月の足にぐりぐりと踵かかとをねじ込みながら言う。

「もうっ」

　そして高こう慢まんに鼻を鳴らし、彼女の方から、そっと改めて手をにぎってきた。

「……？」

　婚こん約やく者の行動原理が、例のごとく三月には理解不能。同じ行動を取ったつもりでも、怒ったり怒らなかったりする。そして一度は拒否したはずなのに、自分からは手をにぎってきたりもする。

（……よく分からないなあ）

　今まではそれでよかった。

　だけど、ずっとこのままでいいわけはない。

（うん。……僕は、変わるって決めたんだから）

　アリスが何に対して喜び、怒り、哀かなしみ、楽しむのか。少しずつでもいいから、分かるようになっていかないと。そんなこと彼女に相応ふさわしい婚約者なら、きっと当たり前にできるはずだから。

　引きずられるようにして歩きながら、意を決して聞いてみた。

「あの、さ、アリス、どうしていま……怒ったの？」

「は？　この私が、せっかくその貧相な足を踏んであげたのに。なにか文句があるとでも？」

「いやいや、そうじゃなくってさ。……ちゃんと理由を教えてもらえれば、何度も同じことで怒らせたりしなくてすむかなって……思ったんだけど」

　おどおどした情けない声で、だけど今までとは違う言葉を口にする。

　するとアリスは、足を止めて振り返り、驚いたように目を大きくした。

「……何を言い出すんですか突然？　そんな気の利いた当たり前の反応、ぜんぜん貴方あなたらしくありません。何か悪いものでも食べたんですか？　それとも実は偽にせ物ものですか？」

「なにその反応⁉　ちょっと怒った理由を聞いただけなのに！　僕が当たり前の台詞せりふを言うの、そんなに意外だったんだ⁉」

「当然でしょう、だって三み月つきくんですよ？　暗黙の了解とか前後の文脈とかまったく読めないあの三月くんですよ？　びっくりしちゃったじゃないですか。核でも降らすつもりですか貴方」

（……うー、信用ないんだなあ、僕）

　一言も言い返せないのが、悔くやしいところだ。

　落ち込む三月を見て少しは気が咎とがめたのか、アリスの声色が穏おだやかなものになった。

「ふん、まあ、あまりにも意外すぎて、私らしくもなく苦言を呈ていしてしまいましたけれど」

「えーと。いま、らしくもなくとか言った？」

「ええ、言いましたがそれが何か？」

　おすまし顔で言ってのける。その姿は、これ以上なく彼女らしかった。

　が、あえて口にはしない。

「ん、なんでもない」

「そうですか、では改めて聞いてあげます。どうして突然そんなことを？」

「うん……僕ね、もっとアリスのことが知りたいんだ」

　今度は真剣に聞いていることが伝わるよう、一語一語、言葉を選びながら、言う。

「今までよりも、ずっと深く」

「ふ、深く……ですか？」

　何故なぜかアリスは動揺しているようだった。

「そう、駄だ目めかな？」

「だ、駄目かなって──ちょっ、ちょっと待ちなさい。少し……落ち着きますから」

「えっ、あ、うん」

　全力疾しつ走そうした直後みたいになっていたアリスは、繫つないでいた手を離し、胸に手を当て深呼吸をする。腕うでを組んで、恨うらみがましく三月を見る。ぼそっと呟つぶやいた。

「というか貴方って本当に、ナチュラルに勘かん違ちがいさせるような台詞せりふを言いますよね……」

「えっ……どんな勘違い？」

「あ、それは……その……ああ──もうっ！　何だっていいでしょう‼　そういうのは聞いて教えてもらうようものじゃないんです‼　自分で察するものなんです‼」

　突如として怒声を張り上げたアリスは、はあはあと息を荒げる。

　そこに、闖ちん入にゆう者が現われた。

「あら……もぅ、二人きりになったとたんに喧けん嘩かしていらっしゃいますの？　仲がよろしくて結構ですわね」

　リリスだ。怒り醒さめやらぬ様子のアリスが、彼女をぎろりと睨ねめ付ける。

「何の用ですか、リリス」

「決まってますわ、わたくしもお二人とご一緒しようと思いますの。抜け駆がけだなんて、ずるいですわよ、アリス？」

「よくもまあ、ぬけぬけとそんな台詞せりふを吐はきますね。いますぐ消えてくださいお邪じや魔ま虫むし、スプレーをかけて殺しますよ？」

「あは……そう邪じや険けんにしないでくださいな。ねぇ、三み月つきさま……わたくし、お邪魔ですの？」

　祈いのるように手を組んで、目を潤うるませるリリス。

　そんな風にお願いされてしまったら、断れるわけない。

「ううん、ぜんぜん」

「はあっ……ちょっと見直したと思ったら、すぐにこれなんですから」

　ジト──っと半目で睨にらみ付けてくるアリス。とはいえそれほど本気で怒ってるわけじゃないみたいで、彼女は髪かみをかき上げてから「仕方ありませんね」と態度を切り替えた。

「単独行動をさせちゃいけない決まりですし、どうせ三月くんと二人で洋服を見たって、服を選ぶ役には立ちませんしね。代わりに付き合ってもらいますよ、リリス？」

「はい、こちらこそよろしくお願いいたしますわね──アリス」

　ことあるごとに喧けん嘩かしてばかりの二人だけど、決して息が合わないわけじゃない。

　少しずつでもいいから、仲良くなってくれればなあ……なんて思う。




　三人はショッピングモールをしばし散策する。アリスとリリスは、店先の展示ウインドウをあちこち見て回りながら、ああでもないこうでもないと話が弾はずんでいる様子だ。

　いい傾向である。

「……楽しそうだなあ」

　半ば放置された三月としては、手持ちぶさたで見ているしかなかった。

　センスがないなりに自分の服を見ようにも、ここは女性向けファッションブランド『セラフィック』の専門店が建ち並ぶモールだ。宝石店、時計専門店、カジュアル系の服飾店、フォーマルなスーツやバッグを扱う服飾店などなど──さまざまな店があるものの、男性である自分にはあまり縁えんのない場所である。

　というか男一人で佇たたずんでいると、少し恥ずかしい。三月は早足で二人のそばに歩み寄った。

「ねえ」

　と、ろくに話題も考えず話しかけようとしたら、二人が同時に振り向いて三月の腕うでを摑つかんだ。

「さぁ、次はこの店にしましょう」

「あら貴女あなたの好きそうなお店。よろしいですわよ。ほら、三月さまも」

「うわわっ」

　二人は有無を言わさず三み月つきを店内へと引っ張り込んでいく。

　店の中は薄うす暗ぐらい。イミテーションの蠟ろう燭そくが、妖あやしげな光で周囲を照らしている。

　店構えや看かん板ばんはよく確認していなかったが、展示されている商品を一目見るや、ここがどのようなカテゴリーの服飾店であるのかすぐに分かった。

　ゴシックロリータ、である。

　展示されている品々は、十字架かや髑どく髏ろを象かたどったシルバーアクセサリー、ロックミュージシャンが着ているようなジャケットやパンツ、ふんだんにフリルを使用したドレスなど、そういったものばかりだ。やはり黒こく衣いが多いものの、リリスが着ているような純白のワンピースや、侍女服、修道服みたいなものまである。その他諸もろ々もろ──なるほどアリスが目を付けそうな店だ。

「とっ、と、そんなに引っ張らないでよ」

「ふふふっ♪」

　聞いちゃいない。すっかり夢中になってしまったらしいアリスは、三月の腕をぐいぐい引っ張りながら店内を巡めぐっていく。そんな様子を見ていたリリスが、面白そうに言ったものだ。

「まあ三月さまったら……そうしていると、わんちゃんのお散歩みたいですわね？」

「うう……なんかやだなあ、そのたとえ……」

「リリス、貴女あなた、珍しくいいことを言うじゃないですか。三月くん、ほら、こんなところに首輪がありましたよ？」

　ご主人さまは、ディスプレイされていた首輪を、おもむろに手に取った。

「このお店、こんなものまで売ってるんだ……って嵌はめないでよ！」

「こら、違うでしょう？　犬の分ぶん際ざいでなに人間の言葉を喋しやべってるんですか？　わんと言いなさい駄だ犬けん」

「ぐえっ」

　鎖くさりを引っ張られて呻うめく三月。

　ひどすぎる……涙なみだ目めでリリスに助けを求めようとすると、にこやかな笑顔の彼女は、後ろ手に隠かくしていた何かを、三月の頭に乗せた。

「ああっ……とってもよくお似合いですわ……」

「な、なにをつけたのっ」

「なっ！　それは……犬耳⁉」

　振り返ったアリスが感動の声を張り上げる。

（犬耳って……リリス……）

　何てことだろう。どうやらこの場で三月を助けてくれそうな人は、どこにもいないらしい。

　アリスは目をまんまるにして、ごくりと唾つばを飲み込んだ。

「こ、これは……意外と」

「ええ……ねえアリス、なんだか興きようがのって参りましたわ、わたくし」

「どうしましょう。本格的に……やっちゃいましょうか？」

「そうですわね！」

　変なところで意気投合する二人。もっと仲よくして欲しいとは思ってたけど、それはこういう形じゃない！

「やっちゃうって何を⁉」

「あら三み月つきさま、そんなこと、決まっているじゃありませんの」

「そのくらい話の流れで分からないんですか低脳。はぁ……ほんとしょうがない犬ですね」

「うぐっ」

　またしても鎖くさりを引っ張るアリス。やたらと嬉うれしそうだけど、これ、たぶん彼女が考えてるよりも、ずっとひどい仕打ちだと思う。肉体的にも精神的にも痛い。

　ただでさえ残り少ない尊厳が壊こわれてしまいそうだ。

「やっ、鎖、引っ張るのやめてよ……アリス」

「なにこのくらいのことでがたがた抜かしているんですか？　黙ってついてきなさい」

「……あぁ……いやですわ、わたくしったら……いやですわ……どうしたのかしら」

　ぱしゃり。

「ちょっとリリス！　いま携帯で僕の写真撮ったでしょ⁉」

　そんな感じで、三月はどんどん店の奥の方へと連れ込まれていく。そして最終的に押し込められたのは、隅すみっこの試着室だった。

「な、な──」

　じゃあっ、とカーテンが閉め切られ、女の子二人と一緒に狭せまい密室へ。

「さて──」

　混乱する三月の前で、二人は再び頷うなずき合う。

「こ、これ以上……な、なにを……するつもりなの……？」

　暴漢に襲われかけている婦女子の仕し草ぐさで涙なみだを浮かべ、三月が自分の身体からだを抱だきしめて戦おののく。

「うふふふふふ……」

　そんな彼を見詰める彼女たちの表情は、いやらしくにやけていた。

　興奮した様子のアリスが、熱い吐と息いきを吐はきだしながら、当然のように言う。

「お着替えに、決まっているでしょう？」
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　そして数十分後。

「……う……う……っ」

　試着室の前で、三月は今にも泣きそうな様子で立ち尽くしていた。

　三み月つきにかつてない恥ち辱じよくを与えたばかりの二人が、その様子を眺ながめている。

「…………、噓うそ……そんな……」

「……く、ふ……っわ、私をどうするつもりですか……貴方あなたっ」

　啞あ然ぜんと目を見開くリリスの横で、アリスが腹を抱かかえてぶるぶると震えていた。

「……ぅぅぅ……どうしてこんなことに……」

　三月は、うるうると眼めに涙なみだを溜ためる。

　アリスが、ハンカチで自分の涙を拭ぬぐいながら顔を上げる。

「やだぁ、すっごい……ふぁぁ……蹴けっ飛ばしたくなるくらい可愛かわいいです……」

「そんなぁ……」

　三月の紅潮した頰ほおに、涙が滝たきのように流れていく。

　それがまたアリスの琴きん線せんに触ふれるらしく、彼女はうっとりとした表情だ。

　そう──三月はいま彼女らの企たくらみによって、女の子の恰かつ好こうをさせられているのだった。

「ぼ、僕……こんな恰好、いやだよぅ」

「えぇ～そうですか？　とってもよく似合ってますけど。さすがに元がとんでもなくいいですからね──ファンデもウィッグもつけ睫まつ毛げも、なんにも要いりませんでした。この私がこんなに素直に褒ほめるなんて、あんまりないことですよ？　光栄に思いなさい」

「ぜんぜん嬉うれしくないよっ」

「あら、これを見ても、そう言えますか？」

　喚わめく三月の眼前に、アリスが姿見を運んでくる。

　そこに映ったのは、目の端はしに涙の雫しずくをつけた、黒髪かみの美少女。

「えっ──これが……僕？」

　自分の声に合わせ、鏡の中で、美少女が愛らしい驚きの表情をつくる。

　少女が身に纏まとっているのは、修道女を思わせる黒を基調としたブラウス。前面には小さなボタンが真まっ直すぐに並び、背面は布地の上から編み上げの飾りがある。付け襟えりのように大きく折り返された白の襟元が、ベースの黒と相まって強く目を惹ひく。ワンピースのようなシルエットではあるが、スカートのような生地の下にはさらに、黒いミニスカートが覗のぞいていた。

　ブラウスのイメージとは対照的に、短すぎるスカートからすらりと伸びる小麦色の脚線美は、冒ぼう瀆とく的てきですらある。

　そんな少女が、ぽぉっと頰ほおを染めてこちらを見ていた。
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「うわぁ……か、可愛かわいいぃぃ……」

「あはっ、女装した自分への感想がそれですか。あーあ、最低ですね──この変態」

「うぅっ⁉」

　変態、変態、変態──楽しげなアリスの言葉責めが、胸に深々と突き刺さる。

　三月は、ぶんぶんと腕うでをばたつかせて抗議した。

「変態って、べ、べつに好きでこんな恰かつ好こうしてるわけじゃないよっ」

「噓うそ、くせになっちゃいそうなんでしょう？　やん、触ふれないでくださいよ穢けがらわしい」

「ち、違っ──」

「やぁん、その恰好でそんな顔をしたら……ああんもうっ、鼻血がでそう……」

　アリスは真まっ赤かな顔で悶もだえつつ、ハンカチを鼻に当てる。もの凄すごいテンションだった。

　そんな彼女に、若い女性店員が声をかける。

「お気に召めされましたか？」

「パーフェクトです。ええ、決めました、さっきの首輪と一緒に、これもいただきましょう。代金はカードで──ああ、包装とかはいいですよ、このまま着て行きますから」

「待ってアリス⁉　なにいきなりとんでもないこと言ってるの⁉　僕の服返してようっ！」

「ダメです」

　心からの叫びをツーンと無視し、アリスは三月の服を抱だき締める。

「だいたい今、なにか変なことを言いましたか、私？　私はただ、気に入った服を購入しようとしているだけですが。と、いいますか、思うにおかしいのはどう見ても貴方あなたの恰好の方でしょう。ホラ鏡を見てくださいよ。いいですか？　──これが変態、あるいはオカマ野や郎ろうというものです」

「僕に無理矢理この服を着せたのきみたちだよね⁉」

「あら、そうでしたっけ。嬉き々きとして着替えてたように記き憶おくしていますけど？」

「捏ねつ造ぞうしないでよっ⁉　リリス助けて！　このまま外に連れ出されたら、僕の人生が──」

　と、助けを求めるが、リリスの返事はない。

「……リリス？」

　そう言えば彼女は、さっきからずっと喋しやべっていなかったような……。

　見れば、リリスは三み月つきの顔をじっと見詰めたまま、ぼうっと立ち尽くしていた。

「どしたの？」

「えっ、あ──三月さま、その」

　いま気付いたとでもいうように、ぱちくりと瞬まばたきするリリス。しかし正気を取り戻したように見えたのも一いつ瞬しゆんだけで、またすぐにとろんとした表情に戻ってしまう。

「…………」

　どうしたのかな、と少し心配になって様子を見ていると、彼女が、ふらふらと夢む遊ゆう病びよう患かん者じやみたいな足取りで近付いてきた。

　そして、

「ひゃあ！」

　くすぐったくて、変な声が漏もれてしまう。

　リリスは、三月の頰ほおを両手でそっと包みこみ、

「──Iris」

　外国語で何かを呟つぶやいたようだった。

「えっ」

　それにどんな意味があったのか考える暇いとまもなく、彼女は三月の胸に、すがるように抱だきついてきた。柔らかな感かん触しよくと、甘い匂におい。あまりのことに、思考が一瞬停止する。

「うわっ」

「⁉　貴女あなたっ、突然何を──！」

　激げつ昂こうしかけたアリスだったが、最後まで言葉を継つげなかった。

「……ちょっと、リリス……まさか……泣いてるんですか？」

「……っ……は……」

　嗚お咽えつを押し殺すようにして、胸の中で泣くリリス。そんな光景を前にして、アリスは何も言えなくなってしまったようだった。三月だってそれは同じだ。どうしていいのか分からない。

　だから何も言わず、腕うでを彼女の頭の後ろに回して、優しく抱き寄せる。

　そうするべきだと思ったし、そうしなければならないと思った。

　視界の端はしで、アリスの片かた眉まゆがぴくりと跳はね上がったが、

「……ふん」

　口元をへの字にして不満そうにしているだけで、怒り出したりはしなかった。

　そうやって、しばらくリリスの背中をさすっていた。不思議な感覚だった。以前も、こうして彼女を慰なぐさめていたことがあったような気がした。

　そんなわけはないのに。

　少し、涙なみだが出そうだった。もらい泣きかもしれない。

　胸の中で、リリスが身じろぎする。三み月つきは腕うでの拘こう束そくを緩ゆるめ、彼女の顔を覗のぞき込んだ。

「……大丈夫？」

「……はい。……ごめんなさい、三月さま。その……取り乱してしまいまして……」

「いいよ」

　微笑ほほえみかけると、リリスは恥ずかしそうに俯うつむきながら身体からだを離した。

「もう、大丈夫ですわ」

「そう、よかった」

　本当は、どうして？　と聞きたかったけれど、それはしてはいけない気がした。

「──少しは落ち着いたようですね？　なら、とっととこっちに来なさい」

　アリスが静かなる怒声でリリスの腕を摑つかむ。その剣けん幕まくに、三月が怯ひるんだ声を出す。

「あ、あの、アリス？」

「このお店の向かいにカフェテリアがあったでしょう、三月くんはそこに行っていてください」

「え……あの」

「いいからっ！」

　有無を言わさず言い捨てて、アリスはリリスの腕を引いて化け粧しよう室しつの方へと歩いていった。

「ど、どうしよう……」

　何をするつもりなのか知らないが、恐ろしい声だった。今すぐ追い掛けるべきだろうか。

　困っていると、店員さんが声をかけてきた。

「優しいお嬢じよう様さまでいらっしゃいますね？」

「は？」

　一いつ瞬しゆん、誰のことを言っているのかと思った。まあ、アリスの後ろ姿を見ながら話しているのだから、その対象は決まっているのだが。よく分かっていない様子の三月に、彼女は言葉を選んで説明してくれた。

「ほら、泣いたりすると、少しお化粧が……」

「あ……」

「それに、こういうときは、女性同士のほうがよろしいんですよ。いくら可愛かわいらしくても、男の方には察せないこともありますから、気をお利かせになったのでしょう」

　それにリリスに世話を焼くところなんて、照れ臭くさくて三月にはとても見せられない──

　そんなアリスの心情までは、店員さんは教えてくれなかった。

「……そうだったんだ」

　三み月つきはアリスの去っていった方向を見み遣やり、恥ずかしい気持ちになった。

　そうだった。彼女が下級生の女の子に人気があるのは、外見だけが理由じゃない。

　そんなことも分からない自分は、とても駄だ目めなやつだ。反省しないと……。

　そういうことなら仕方ない。役に立たない男は、彼女の言うとおり、先に待ち合わせ場所へと向かうとしよう。

　店を出たところで、いまさらながら気が付いた。そういえば、三月の着替えは、アリスが持っていってしまったのだった。つまり、

「……僕、女の子の恰かつ好こうしたままじゃん」
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　服飾店ばかりが並ぶショッピングモールとはいえ、もちろん、服飾店以外の店がいっさいないというわけではない。『セラフィック』のメーカーロゴの入った店てん舗ぽの中、まばらにではあるが、コンビニエンスストアやファーストフード、カフェテリアなどが混じっている。

　そんな大通りを歩いているのは、誠人まことと怜れい奈なだ。

「おい、見たか誠人⁉　びっくりした。いまとんでもなく可愛かわいい娘のと擦すれ違ったぞ……！」

「ん……ああ、確かに可愛いっちゃ可愛いかった気もするが」

「反応が薄うすいな。すると誠人の好みではない？　誠人の審しん美び眼がんがそこまで狂っているとは意外だったな。いまの娘こは、見み惚とれない方がおかしいくらいのレベルだったぞ？」

「いや、なんというか、だな」

　誠人は歯切れ悪く呟つぶやきつつ、後方を振り返り、黒こく衣いの美少女を見送った。

「どっかで会ったことがあるような……見惚れちゃいかんような……上手うまく言えないんだが、とにかく俺おれの中の何かが、びんびん危険を訴えてんだよ」
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「……あ、危なかったあ」

　誠人たちと擦れ違った三月は、どきどきする胸を押さえ、ほっと息を吐はいた。

　自分が女装していた。そんなことがみんなにバレたら、恥ずかしくて学校に行けなくなってしまうところだ。幸い二人とも気付かなかったようだが、それはそれで複雑な気分だった。

（そんなに……なのかな）

　自分で言うのもなんではあるが、確かに、その、可愛くはあった。もの凄すごく。

「いやいやいやいや……何考えてんだよ僕。それじゃほんとに変態みたいだってば……」

　悩める三月は、ぶつぶつと呟きつつ街を行く。

　ところでスカートというものを生まれて初めて穿はいたが、股またのあたりがたいへんスースーする。それと腰こしや背中が常時締め付けられているようで、少々苦しい。たった数十分の経験で言うのもおかしいかもしれないけど、こんな服を毎日着なければいけないとは、女の子とはえらいもんだなあ、などと思う。

（……あれ、なんか周りの人たち、みんなこっちを見ているような……？）

　首を傾かしげる三み月つき。もちろん彼は気付いていなかったが、

　誰もが見み惚とれるゴスロリ美少女が、天下の往来で股を摺こすり合わせたり、スカートの中をごそごそしたりしているのだから、目立たないはずがなかった。ちなみに穿いている下着については、彼の名誉のためにも、ノーコメントである。

「とにかく、アリスたちと合流したら、早く服を返してもらわないと……」

　よくも悪くも人目を惹ひき付けながら、三月はさらに歩いていく。

　すると……

「あたっ」

「おっと」

　余所よそ見みをしていたせいで、人にぶつかってしまった。

「あの、すみません」

　と、素直に詫わびる三月。上うわ目め遣づかいで見上げると、相手は背の高い金きん髪ぱつの白人男性だった。

「…………」

　相手は、ぽかんと口を開けてこちらを見下ろしていた。

　返事が返ってこないので、三月は「ごめんなさいっ」と、もう一度、大きなお辞じ儀ぎをする。

「い、いや……別に、オレは」

　上手うまく口が回らない様子だった。意外にも日本語だ。気温のせいだろうか、顔が赤い。

　そんなやり取りののち、三月が立ち去ろうとすると、後ろから肩かたを摑つかまれた。

「ちょ、ちょっと待って！」

「……はい？　なんでしょう」

　三月は無防備に振り向く。すると相手は、恐るべき台詞せりふをのたまった。

「も、もしよかったら！　これから食事でも……どうかな？」

「はあっ？」

　聞き間違いかと思った。

　啞あ然ぜんとした三月を見て彼は慌あわてたようだったが、すぐに気を取り直し、一生懸けん命めいに日本語で話しかけてくる。

「あ、もしかしてオレの日本語おかしい？　ええっと、その、とても魅み力りよく的てきな貴女あなたと一緒に、是ぜ非ひとも、ご飯が、食べたいんだ。……あの、伝わったかな」

「いえあの言ってることは分かるんですけどっどど」

　やばい。やばい。まさか、まさかこれは……っ！

（ナンパされてる僕⁉　うわわっっわわわああああああ‼）

　三み月つきは、心の中で断だん末まつ魔まの絶叫を上げた。

　ああ、いまこの胸に渦うず巻まく混こん沌とんを、どう伝えればいいのだろう。

　無理矢理女装させられて、その上、いま町まち中なかで男に言い寄られているこの気持ちを。

　一言で表わすならば、こうだ。

（誰か助けて⁉）

　引きつった笑顔で、三月は固まった。

「君は、とても可愛かわいらしい！　日本語でなんていったかな……そう、一ひと目め惚ぼれだ！」

「こ……っ、困りますうううっ‼」

　これほどまでに心の底から『困ります』という台詞せりふを使うのは、後にも先にもないだろう。

　なのに相手は、簡単には諦あきらめなかった。拝おがみ倒すような勢いで、

「そう言わず！　一度だけでいいから！」

「やんっ、無理、無理ですっ。だ、だって僕……」

「僕？」

　一いつ瞬しゆん訝いぶかった表情になった相手に向けて、三月は真実を叩たたき付ける。

「男なんですっ‼」

「なんだって──‼　って、そんなわけあるかぁっ！　君のどこが、男に見えるっ？　バカにしてるのかよ⁉」

　相手の怒りももっともだった。言った当人としても、ありえない断り文句だったと思う。

　噓うそ偽いつわりない、真実なのだけども。

「で、でも……」

「イヤならイヤと言ってくれればいい！　でも、噓をつくのは違うだろう！」

「ご、ごめんなさ……っ」

　なんだか三月は哀かなしくなってきた。何故なぜ自分は、こんなところで、こんなやり取りを繰り広げているのだろう。アリスに相応ふさわしい男になると、つい先日誓ちかったばかりじゃなかったのか？

「う、う……」

　あまりにも自分が情けなさすぎて、涙なみだが出そうだ。

　助けの声が入ったのは、そのときだった。

「これこれ、そこの青年、そのくらいにしておきなさい」

　まるで、苛いじめられていた亀かめを助けるおとぎ話のような、なんとも時代がかった口調である。

「誰だよっ！」

　と、怒り醒さめやらぬ青年が振り返る。彼の背中ごしに、三月もまた、声の主を見た。

　その人は、黒尽くめの恰好ゴシツク・フアツシヨンの女性だった。

　黒のスリムパンツに、頑がん丈じようそうなブーツ、季節感をまったく無視した漆黒の外套レザージヤケツト。

　東洋系の怜れい悧りな美び貌ぼう。長い黒髪かみで顔の右半分を隠かくしている。そして左目の色は──深しん紅く。

　怜れい奈なほどではないだろうが、かなり背が高い。

　どこか日本刀を連想させる、すらりとした長身の美人だった。

「私はノエルと申します」

　女性はそう名乗り、怒れる青年を見み据すえた。

　そして、凜りんとした快い美声で語りかける。

「青年、先ほどから貴方あなたたちの様子を拝見していましたが──なるほど貴方に非はありますまい。ですが、天下の往来で婦女子を相手に怒声を張り上げるというのは……これは男子としていかがなものでしょう。あまり褒ほめられたものではないと思われますが」

　誠意のこもった声で、淡々と説得する。その甲か斐いあってか、怒りを燃やしていた青年は、たちまち落ち着きを取り戻した。気恥ずかしそうな顔で、頰ほおを搔かく。

「……そう、だな、貴女あなたの言うとおりだ。申し訳なかった。止めてくれて、ありがとう」

「いえ、分かってくれてよかった」

　と、ノエルは僅わずかに表情を緩ゆるめる。微笑とも呼べないほどの幽かすかな笑み。

　次いで青年は、三み月つきに向き直り、詫わびた。

「君も、すまなかった。少々頭に血が上ってしまったようだ」

「い、いえ……こちらこそ、ごめんなさい」

「この期ごにおよんで何を言うのかと思うだろうが、一ひと目め惚ぼれだというのは本当だ。改めて、食事の申し込みをしてもいいだろうか」

　紳しん士し的てきな彼の申し出に、今度は落ち着いて答えることができた。

「ありがとう、でも、ごめんなさい。その、やっぱり理由は言えないんですけど……噓うそはつきたくないので……それで納得してもらえますか？」

「……分かった。残念だけど。あ、申し遅れた。オレはウィリアム、君の名前を聞いても？」

「三月です」

「そうか、素す敵てきな名前だね」

「は、はあ……どうも」

　と──この件は、これで一件落着となった。

　金髪青年ウイリアムは去り、その場に三月とノエルが残される。

「あのっ、助けていただきまして、ほんっとーに、ありがとうございましたっ！」

　三月は、魂たましいの奥底から御礼の言葉を述べた。彼女が現われなかったら、一体全体どうなっていたことやら分からない。まさか旅行先で男性に告白されるとは思わなかった。

　我ながら、とんでもない体験をしてしまったかもしれない。確かに恋愛についてもう少し経験を積まなければと考えていたところだったけど、こういう特殊な経験はいらない。

　感謝を受けたノエルは、やはりあの幽かすかな微笑を浮かべ、

「いえ、どういたしまして、三み月つき」

　と、答えた。とてもクールだ。自分が本当に女の子だったなら、そして婚こん約やく者がいなかったなら、いっぺんに好きになってしまっていたかもしれない。

　なんだか変な思考だったようにも思えるが、気にしないことにする。

　そこでノエルは、ほっと胸を撫なで下ろした。

「ふぅ……しかし、彼が紳しん士し的てきな男性で助かりました。実は、少し不安だったのです」

「え？」

「恥ずかしながら……私は、男性が苦手なのですよ」

　少しためらいがちに、ノエルは意外な告白をした。

「そう……なんですか？」

「ええ、ちょっと事情がありまして。その……男性恐怖症といいますか」

（なら、僕が男だってことは、知られない方がいいよね）

　というか、先ほどのやり取りを聞いていたというのだから、彼女も三月が男だという発言を、まったく信じていないということだ。隠かくし事をしているようで気が咎とがめるが、あえて誤解を解くこともないだろう。そもそも誤解を解く自信がまるでない。

「なら、余計に感謝しないとですね。僕のために、苦にが手てなことをしてくれたんですから。たいしたことはできませんけれど、何か御礼をさせてくれませんか？」

　これは謙けん遜そんとかではなく、事実である。助けてもらったお礼といえば、お茶を奢おごったりするのが定番なのだろうが、あまり財さい布ふの中身に余よ裕ゆうがない。ちょっと高いお店に入っただけで、明日あした以降の旅行資金が心許もとなくなるような、その程度の金額だった。

　珍しく自信を持って断言できるが、本当にたいしたことはできない。

　ノエルは、軽く眼めを見張って遠えん慮りよする。

「そんな、そういうわけには……」

「いえ、お願いします。何かしないと、僕の気が済まないんです」

「ううん……困りましたね」

　ノエルは言葉どおりの表情で、考え込んでしまう。そうしていると、彼女からはとても穏おだやかな印象がする。初め、派手な恰かつ好こうをしているからちょっと恐い人なのかな、と思ったが、まったくそんなことはない。男性が苦手らしいし、性格だけならむしろ、戦国時代の奥手なお姫ひめ様さまみたいなイメージだ。

（いい人だな……）

　心からそう思う。三月は純粋な意味で、ノエルに好意を抱いだいた。

「ところで三月、貴女あなたは自分のことを『僕』と呼ぶのですね？」

「あっ……変ですか？」

「ああいえ、そういう意味ではないのです。ただ、面白いな、と。そんなに可か憐れんな姿をしているのに、男性の一人称を使うところが。ふむ、なんというのでしょう……たいへん愛らしいと思います。この、胸の奥のところが……その、きゅん、となる、というか」

　そう言いながら、ノエルは組んだ両手を、お祈いのりをするように胸に当てる。

　夢見る乙女おとめの仕し草ぐさだった。妙みよう齢れいの女性に対して、こんな感想を持ってしまうのはとても失礼なことなのかもしれないが、率直に言って、

（……可愛かわいいなあ、この人）

　二人はともに、お互いに対して同じような感想を抱いだいたようだった。

　三月は、自分の容姿を『可愛い』ないしそれに類した表現で語られるのが、本当のことをいうとあまり好きではない。自分が男らしからぬ容姿をしているのを、認めたくはないけれど事実だと自覚していて、それが幼いころからのコンプレックスの一つになっているからだ。

　可愛い～、などと言われるたびに、ちくりと胸に針が刺さるような感覚がある。

（けど……どうしてだろう）

　いまノエルが口にした『愛らしい』という台詞せりふには、それを感じなかった。

　女装しているから、つまり、男性としての自分に言われているわけではないからだろうか。

　あるいは彼女の台詞にからかうような意図がまるでなく、純粋な好意からのみ発せられていたからだろうか。

　そんなことを考えていると、『きゅん、となるポーズ』とやらでこちらを見下ろしていたノエルが、おずおずとこう言った。

「そうだ……三月、御礼をいただけるというのであれば、その、実は、とてもぶしつけなお願いがあるのですが」

「？　はい、僕にできることなら、なんでも言ってください」

「そうですか？　では……」

　こほん、と咳せき払ばらいをしてから、彼女は願いを口にした。

「貴女あなたの頭を撫なでさせていただけないでしょうか？」

「へっ？　ええ、いいですけど……」

「本当ですか！」

「や、そんな、握り拳こぶしで喜ばなくても……ど、どうぞ」

　三月が頭を差し出すと、ノエルは強大な敵てきとでも対たい峙じしてるかのようにゴクリと喉のどを鳴らし、ゆっくりと手を延ばしてくる。そして、びくっ、びくっ、と数回の躊躇ためらいを繰り返してから、

「で、では、遠えん慮りよなく……」

　そおっと頭に触ふれてきた。

　彼女の長くしなやかな指が、髪かみの毛を、さわり、さわりとくしけずっていく。

　少しだけくすぐったい。俯うつむいてされるがままになっていると、何だか恥ずかしかった。

　やがて指が離れていき、ふぅ、とノエルが吐と息いきした。

「……生しよう涯がいの想い出にいたします。本当にありがとう、三み月つき」

　ノエルは、夢見がちな表情で礼を述べる。

「いや生涯の想い出って……かなり大おお袈げ裟さじゃないかと」

「そんなことはありません。たいへん結構な体験をさせていただきました」

　こんなに嬉うれしそうにされると、逆に困ってしまう。

「いえ……でもあの、こんなことでよかったんですか？　僕としては、いまのじゃぜんぜん御礼のうちに入っていないんですけれど」

「なんと」

　眼めを見張って驚くノエル。

「私の邪よこしまな願望をその身に受け止めてなお、そのようなことをおっしゃるとは。驚きました、貴女あなたはずいぶんと気前のよい御お方かたなのですね。寛かんなれば則すなわち衆しゆうを得、と申します。愛らしいだけでなく、髪かみの毛がさらさらなだけでなく、いい匂においがするだけでなく、甘く儚はかなげな声をお持ちなだけでなく、素す晴ばらしい人格まで伴っているとは。若年層のモラル低下が叫ばれる昨さつ今こんの現代社会において、これはなかなかに希け有うなことでありましょう」

「……えっと」

　邪がどうとか……よく分からない単語が混じっていたけれども。もしかすると、いや、もしかしなくとも、いつの間にか自分は、彼女からとんでもない高評価を受けているらしかった。

　それと……一つ気付いたが、この人、喋しやべることがいちいち大おお仰ぎようだ。

「感服いたしました。貴女は、私が生まれてから今までに出会ったすべての人間の中で、二番目に素す敵てきな御ご令れい嬢じようです、三月」

「二番目って……そんなにたいした奴やつじゃないよ、僕……」

　御令嬢でもない。

　そして事実を述べただけなのに、やはりノエルは予想どおり聞く耳を持たず、

「謙けん虚きよなのですね」

　と、幽かすかな微笑を向けてくる。

　彼女が一度信じ込んだ事柄を覆くつがえさせるのは、とても難しいように思えた。

「いえ……そんな」

　頰ほおを搔かいて照れる三月。勘かん違ちがいとはいえ、こんなに褒ほめられたのは初めてのことだったので、内心まんざらでもなかったのだ。

　ノエルは、どうしてか、ちらっ、ちらっ、とこちらの顔を覗のぞき込むようにしている。

　やはり、どう見ても奥手なお姫ひめ様さまの仕し草ぐさだ。派は手でな外見とのギャップが、逆に可愛かわいらしさを強調していた。

「あの……三月、図ずう々ずうしくて申し訳ありません。貴女がよいなら、あと一つお願いがあるのですが」

「はい、なんなりと」

　この人のお願いなら、何でも聞いてあげたい気持ちだった。

　するとノエルは、それはもう恥ずかしそうに身体からだを縮こまらせ、

「……私の妹になってくれないでしょうか？」

　こちらの予想の、遙はるか斜ななめ上を行く発言をした。

「…………」

　啞あ然ぜんと黙り込む三み月つきの様子を見て、ノエルは、はっ、と失言に気付いたらしい。

「いやっ、そのっ、も、申し訳ない、言い間違えました。つい本音が……」

　焦あせった声で申し開く。

「……は、はあ。言い間違い、だったんですか？　そっ、そうですよね……あはは」

　台詞せりふの後半部分については、こちらの聞き間違いだと思うことにした。

　ノエルは、こほんと咳せき払ばらいをして、改めて言う。

「はい、本当はこうお願いするつもりだったのです」

「はあ」

「私と一緒に、あそこのお店に入ってくれませんか？」

「あそこのお店？」

　三月は振り返る。

　ノエルが指差したのは、ディフォルメされたくまの看かん板ばんを掲げた、ファンシーショップだった。いうまでもなく、セラフィックの系列店である。店頭ウインドウには大きな動物のぬいぐるみがたくさん展示されていて、ちらっと見ただけでも、なんというか、非常に女の子女の子しているお店だった。さきほどのゴスロリショップとは違う意味で、入りにくい。

「ええ、まだ言っていませんでしたが、私の目的地はあそこなのです。しかし、勇いさんでやって来たはいいものの……あのように思いのほか素す敵てきなお店だったもので……果たして私のような、女らしくないものが入ってよいものだろうか、店内で浮いてしまうのではなかろうかと、直前で怖おじ気づいてしまいまして……」

　そうして店のそばでうろついていたところ、先ほどの騒動を見かけたのだという。

（ほんと可愛かわいいなあ、この人）

　外見だけなら、クール系の美女にしか見えないのに。

　やっぱり、人間を見た目で判断してはいけないなあ、などと思う。

「貴女あなたが一緒なら、心強いのですが……いかがでしょうか、三月？」

「そんなことでいいなら、喜んで」

　快く引き受けると、ノエルは初めて会ったときと同様に、ほっと胸を撫なで下ろした。

　そして数分後。

　ファンシーショップの店外。

　三み月つきの前には、くまとうさぎのぬいぐるみを一つずつ胸に抱だいた、ノエルの姿があった。

「～～～～～～♪」

　まるで愛いとしい我が子を抱いているかのような、優しげな表情。

「貴女あなたのおかげでこの子たちを、こうしてこの腕うでに抱くことが叶かないました。なんと御お礼れいを言ったらよいのか分かりません、三月」

「いえ、御礼なんて。というか、そもそもこれは、僕からの御礼だったはずじゃないですか」

「そういえば、そうでしたね」

　二人は顔を見合わせて微笑ほほえみあう。あれから店内でも少し会話を交わして、また少し仲良くなれた。ちなみに話題は、三月がこの島に学校の旅行で来ていることや、ノエルがとある人物の護衛で、この島に滞在していることなどだ。護衛ボデイ・ガード──確かに彼女の見た目からすると、とても相応ふさわしい仕事に思える。いや、その場合、用よう心じん棒ぼうといった方が近いかもしれないが。

　と、そこで三月は、道路を挟はさんだ向かい側に、アリスたちの姿を認めた。

　そう、この通りのカフェテリアで、待ち合わせをしていたのだった。

「ごめんなさいノエルさん、僕はこれで失礼します」

「あっ……あの、三月」

「はい？」

「もしよろしければ、これからは普通に話してくださいませんか？　その……友人、のように」

　別れ際になってから、ノエルはそんなことを言い出した。

　本当に、どこまでも奥ゆかしい人だ。もちろん三月に、断る理由なんてない。

「うん、分かった。……じゃあね、ノエル」

「……さようなら、三月。貴女の旅が、素す敵てきなものになりますように」

「ありがとう。僕、あと一週間くらいはここにいるから──また、会えたらいいね」

「はい……ぜひ」

　嬉うれしそうな微笑に向けて、三月は大きく手を振って、大通りを早足で渡っていった。

　また、会えたらいいね──

　その台詞せりふがどんな意味を持っているのか。自分の服装について失念していた三月には、ここで思い至ることはできなかった。

　そしてもう一つ。

　彼の後方で、リリスの姿を認めたノエルの表情が、微笑から一変する瞬しゆん間かんもまた、目撃することは叶かなわなかった。

　通りを渡った先、待ち合わせ場所であるカフェテリアの前で、早足で駆かけ寄る三月に向けて凍いてつくような視線を放っていたアリスは、開口一番こう言った。

「私との待ち合わせを放り出して、美人のお姉さんとお買い物だなんて。もてもてなんですねえ、三み月つきくん？」

「あっはは……ごめんね。でも、これにはわけがあってさ」

　言ったあとでしまったと思った。案の定アリスは反撃してくる。

「ふーん、どんな理由ですか？」

「うっ」

　言葉に詰まる三月。当然だが、いまの事情をすべて説明しようとすれば、男の人に言い寄られたというところから語り始める必要がある。

　アリスにそんな情けないエピソードを話すのは、とてもとても気が引けた。

「まあまあ、いいじゃありませんの。特別時間を決めていたわけではありませんし、わたくしたちだって、たったいま来たばかりなのですから」

　助け船を出してくれたのは、リリスだった。泣いたあとは、もう見あたらない。

（よかった……もうすっかり元気みたいだ）

「ええ、ご心配をおかけしましたわね」

　思ったことが顔に出ていたらしく、リリスは自然に返答する。

「ところで三月さま、さきほどから気になっているのですけれど、頭の上に乗せているうさぎさんは、どういたしましたの？」

「へっ？」

　言われて、頭の上に手をやると、そこには先ほどノエルが抱だいていたうさぎのぬいぐるみが、ぺたんと乗せられていた。

「あっ、すごい、いつのまに……」

　手品のようだと感心した三月だった。考えるまでもなく、ノエルの仕し業わざに違いない。

　男である自分がもらって喜ぶようなものではないが、その気持ちだけでも嬉うれしいとはこのことだ。三月は、喜びを隠かくそうともせず、「えへへ……」と、うさぎを抱きしめる。

　女装したままで、そんな仕し草ぐさをしてしまったものだから、これにはたいへんな破壊力があった。目の前の二人が、たちまち陶とう然ぜんと忘我する。

　アリスがハンカチで鼻を押さえた。

「……くっ、私を出血死させるつもりですか貴方あなたは」

「……三月さま……、もうずっとその恰かつ好こうで過ごした方がよろしいのではないかしら……？」

　と、さりげなく写真を撮りまくるリリス。

　男らしく変わろうと藻も搔がいている三月だったが、さらなるヒロイン化が急速に進行していることに、彼自身だけが気付いていなかった。




　　　　　　†




　スクールステイの初日である今夜。

　皇こう城じよう学院の生徒たちは、豪ごう華か客船・アクアマリン号のディナークルーズに招かれていた。

　ＮＣ女学院との交歓会のためである。明日あしたの学院訪問に先さき駆がけて、生徒たち同士、美味おいしい食事を囲んで親交を深め合おうというものだった。

　パーティ会場は、高級ホテルの三つ星レストランをそのまま持ってきたかのような豪ごう奢しやさで、軽く上を見上げればシャンデリアのきらめきが、大きな船窓に目をやれば青の楽園ブルーエデンの夜景が、それぞれ客の目を楽しませてくれる。

　元々ブルーエデン本島は、さほど特徴のない島であるから、特殊な天然地形等の見所はない。代わりに夜景を彩るのは、天空いっぱいにまぶされた満天の星々と、海上で光り輝く『浮島フロート』の群れ。さらにライトアップされた幾本ものブリッジを加えれば、宵よい闇やみに浮かぶ楽園のできあがりだ。観光に特化した南区画サウスブロツク沿岸ならではの美観であった。

　パーティは立食形式で、白い小円卓がいくつも並んでいる。落ち着いたクラシック音楽が流れる会場は、さながらお城の舞ぶ踏とう会かいだ。雅みやびに着飾った令れい嬢じようたちが、あちこちで歓談をかわしながら、蝶ちようのように舞い飛んでいた。女学院との交歓会なのだから、当然の光景ではある。皇城学院の生徒を合わせても、男女比率が異様に偏かたよってしまうのだ。

　とはいえ、開式から一時間たったいま──

　他校同士の交流は、おおむね上手うまくいっている模様ではあった。

　……そんなパーティ会場から少し離れた甲かん板ぱんの隅すみっこに、三月は一人佇たたずんでいた。もちろんすでに女装は解いて、いまは学院指定の簡易礼服を着用している。

　柵さくにもたれて夜空を仰あおぐ。賑にぎやかな喧けん噪そうを遠く聞きながら、三月は小さく息を吐はく。

「ふぅ……」

　今日一日の自分を振り返って、少々思い悩んでいたのだった。

「なかなか上手うまくいかないな……」

　自分は、相変わらず何も変わっていない。鈍どん感かんで、情けなくて、弱くて、男らしくないまま。

　あまりにも多くのものが、自分には欠けている。

　いまのままでは、とてもアリスに相応ふさわしいとはいえない。

　それは十分に分かっていたことだ。すぐに変わることはできないことも。

《いまの自分にできることを、いま頑がん張ばればいいの。明日あしたは今日よりもちょっとだけ、駄だ目めじゃなくなるようにね》

　そうやって励はげましてくれた人がいた。実際、その言葉にはかなり救われている。ありがたいと思っているし、勇気づけられもした。おかげで、僅わずかな光明が見えてきた気もする。

（なのに……どうして僕は、こんなに焦あせってるんだろう）

　そこで、三み月つきは軽くかぶりを振った。

（もう一度、整理してみよう）

　三月は自分の悩みについて、改めて思考を巡めぐらせる。

　まず第一に、アリスの秘密について、だ。

　九く条じよう院いんアリスは、普通の人間ではない。三年前に瀕ひん死しの重傷を負い、その胸に『ＬＴスフィア』と呼ばれる装置を埋うめ込まれ蘇そ生せいし──その結果、超人的な能力を望まざるうちに獲得することになった。

　彼女はその力を普段は封じ、ごく普通の少女として暮らしている。

　だがいま、アリスは、その胸に埋め込まれた『十三番目のサーテイーンススフィア』を狙ねらう『組織』によって、命を狙われていた。これまでにも二度、『三番目サード』、『十番目テンス』と呼ばれる人じん外がいの少女たちと戦って、これを撃退しているのだ。

　そんな彼女に対して、三み月つきは、何もしてあげることができない。むしろ足を引っ張って、護まもられてさえいる。

　──この状況が、三月の最も大きな悩みだった。

　どちらかといえば、貴方あなたはヒロイン向きよ──アリスのお母さん、ラミアはそう言ってくれた。敵てきと戦う力がなくても、婚こん約やく者を護ることができなくても。

　アリスのそばにいるだけで、彼女の力になっているのだ、と。

　ラミアの言ったのは噓うそではないと思う。それでよし、とすべきなのかもしれない。

　ただ、釈しやく然ぜんとしない気持ちがくすぶっているのだ。それで本当にいいのか、と。

（よくない──けど）

「何もできないことには、変わりがない……んだよね」

　呟つぶやいて、三月はウエストポーチのポケットに手を入れた。

　冷たく、硬い感かん触しよくが指に触ふれる。

《これ、貴方に渡しておくわね》

　つい先日、ラミアからもらったものだ。気休めの護身用に、いつも身に付けておくようにと言われていた。あれからかなり練習して、なんとか使えるようになってはきたが、この程度の『力』では、アリスの役になんてとても立てない。それを三月は、戦いに巻き込まれたあの時、嫌いやと言うほど肌はだで感じた。中ちゆう途と半はん端ぱに抵抗するくらいなら、一いち目もく散さんに逃げて、せめてアリスの足手纏まといにならないようにしたほうが余程まし。そういうレベルの相手だった。

（だから）

　素直に認めよう。戦いの場では、自分は何の役にも立たないお荷物なのだと。

　悔くやしいけれども、それが現時点での結論だった。

（なら、その他ほかのことで、アリスのために、僕ができることってなんだろう……？）

　そこで、二つめの悩みと関連してくる。すなわち、三み月つきとアリスの関係について、だ。

　三月とアリスは、ずっと幼おさないころから婚こん約やく者として、幼おさな馴な染じみとして、十年以上の歳さい月げつをともにしてきた。彼女のことなら、誰よりも知っているつもりだった。

　そんな関係が、最近、急速に変わり始めている。

（僕、アリスのことが、いままでよりもずっと好きになってる。なんだかすごく気になって……。そばにいるとドキドキして……ずっと顔を見ていたいって思うし……一緒にいるだけで）

　そこまで考えたところで、たまらなくなった三み月つきは、真まっ赤かになった顔を隠かくして悶もだえ始めた。

（どうしよう……やっぱり僕……アリスのことが……？）

　これまでまともな恋愛経験が皆かい無むだった彼には、自分の感情について、制せい御ぎよも把は握あくもできない。それに深く考えようとすると、いまのように混乱して、頭の中がピンク色のもやもやで、ごちゃごちゃになってしまうのだった。

（だ、だめだ……）

　色々な意味で、そう思った。気持ちを整理して、彼女に伝えることさえできないなんて。

　改めて考えてしまう。こんな至らない自分には、アリスの婚約者なんて相応ふさわしくないのではないか、と。いや、実際、釣つり合っていないことはもう自覚している。

（そう）

　アリスのために、自分ができることはなにか。

　婚約者と釣り合いが取れていない自分が、すべきことはなにか。

　つまるところ、すべての悩みは、たった一つに収しゆう斂れんされるのだった。

（僕は、いままでの自分を変えて、成長していかないと）

　肉体的にも、精神的にも、鍛きたえて強くならないといけない。

　なのに、

「なかなか上手うまくいかない……んだよね」

　再び同じ台詞せりふを、呟つぶやく。

　堂々巡めぐりだ。むしろ頭の中が整理されてきたせいで、ため息の重さは倍加している。

　目標がハッキリしているのに、歩いても歩いても、さっぱりそこに近付いている気がしない。いや、そもそもこの道筋でいいのだろうか？　何か、方法を間違えているのではないだろうか？　辿たどり着くために必要な才能や力が、不足しているのでは？

　いや、いや、それよりもまず、もっともっと根本的なところで。

　果たして自分は、スタート地点から、一歩だって進んでいるのだろうか──？

（く……）

　そんな醜みにくい逡しゆん巡じゆんや弱気が、この胸のもやもや……焦あせりの正体だ。

「はぁっ……ままならないな」

「何がですか？」

　誰にともなく呟つぶやいたのに、答えが返ってきた。

「アリス──」

　夜の甲かん板ぱん。ドレスアップした彼女は、まるで月の女め神がみみたいだった。見み惚とれてしまって、声が出せなくなる。

「私を置いていきなりいなくなったりして……何をしているかと思えば、こんなところで黄昏たそがれているなんて。ありえないくらい恰かつ好こう悪いですね、三み月つきくん？」

「ん……そう、だね。恰好、悪いね、僕」

　ふっと顔を逸そらすと、その視線を追い掛けるように、アリスが目の前に移動してくる。

　彼女は、三月のすぐ隣となりで柵さくにもたれ、夜空を仰あおぎ見た。

「ええ、とっても恰好悪いです。これ以上恰好悪くはなりませんから、もう我が慢まんしなくていいんですよ？」

「え？」

「だから、悩んでいるんでしょう？　で、私に話すのは恰好悪いから、黙ってる。あまり舐なめないでくださいよね、私は貴方あなたみたいな鈍どん感かんじゃないんですから。……ばか、本当に愚おろか者ですね、三月くんは。そういうときは、まっさきに私に相談すればいいんです」

「……ん」

　こつん、と肘ひじでつつかれて、三月は視線を泳がせてしまう。

　なんとも頼り甲が斐いのある、アリスの台詞せりふだった。きっとこういうところが、下級生たちに慕したわれる所以ゆえんなのだろうと思う。

（でも……どうしよう）

　この悩みを、とうのアリスに相談してしまうのは、あまりにもダイレクトすぎないだろうか。

　迷っていると、アリスは自信満々の様子で、胸に片手を当てた。

「さあ、何でも言ってください。私は貴方の婚こん約やく者なんですから、不甲斐ない貴方の悩みを聞いてあげるのは当たり前のことです」

「……そっか。うん、分かった」

　明るい声に促うながされ、結局三月は、包み隠かくさず自身の悩みを吐と露ろした。

　長い時間をかけて……自分がアリスに抱いだいているらしい、いままでとは違う想いのことや、命を狙ねらわれているアリスに、何もしてあげられなくて悩んでいること、アリスに相応ふさわしい自分になりたいと願い、しかし上手うまくいかなくて焦あせっていること……そのすべてをだ。

　あまりにも口べたすぎて、決してきちんと伝えられたとは思わない。

「……ん……ん……ん～～～～」

　だけどそれを、アリスはとても複雑な表情で聞いていた。耳の先まで真まっ赤かになって、下唇くちびるをきつく嚙かみしめ、怒ったような顔をしている。

　切り替えるようにかぶりをふってから、彼女はぽつりと呟いた。

「……話は分かりました。なんとなく、ですけど」

　それからさらに間が空いて、

「……ようするに貴方あなた、自信がないんですか？」

「うん……そう、だと思う」

　そのとおりだ。だから、迷う。だから、悩む。

「ふうん、なるほど」

　アリスの雰ふん囲い気きがガラリと厳きびしいものに変わり、周囲の空気が張りつめた。

「──ごみくずですね、貴方。恥を知りなさい。自分のことさえ信じられない人間に、生きている価値なんてありません」

　容よう赦しやのない言葉に、三み月つきがびくっと竦すくみ上がる。

　アリスは意地の悪い表情と声で言う。

「なんですか、その顔は？　確かに私は、悩みを聞いてあげるとは言いましたけど、はっ、まさか優しく慰なぐさめてもらえるとでも思ったんですか？」

「そういうわけじゃ、ないけどさ……」

　すこし期待していたのは事実だ。

　彼女の性格を鑑かんがみれば、そんなことはありえないと分かりそうなものなのに。

「ふん、甘えないでくださいよ。いいですか、自信がないだなんていうのは、怠なまけものの言い訳でしかありません。やることやらないで堕だ落らくしている生ごみ以下の人間が、口くち癖ぐせのようにのたまう台詞せりふです。人が陥おちいるバッドコンディションの中でも、特に最悪な部類のものですよ。そんな状態じゃ、できることもできなくなります、先月の誰かさんのように」

　煮え切らない三月が何を言う間もなく、強い口調でアリスは続ける。

「自分を信じるのに理由なんかいらない──そんな強者の妄もう言げんをここで言うつもりはありませんけれど。だけど貴方にはあるでしょう、自分を信じるに足たる理由が、幾らでも」

「え……？」

　そんなものがどこにあるのかと問いたげな三月に、アリスは言ってのけた。

「たとえばこの私です。こんなにも素す敵てきな婚こん約やく者がいる貴方が、よりにもよって自信がないなんて言葉を口にするのは、ずいぶんと私に失礼な話だとは思いませんか？」

「……思うけど。でも、アリスが凄すごいのは、僕の実力とは関係ないんじゃないかな」

「大ありです。貴方の言う実力って、力が強いとか、足が速いとか、頭がいいとか、そういう諸もろ々もろのことでしょう？　くだらないとは言いません、大切なことですから。でも個人の実力っていうのは、身体からだや精神のパラメータだけで決まるものじゃないと思います。運、才能、人脈、そしてもっと多くの色々なもの──たとえば家がお金持ちだとか、そうではないとか。綺き麗れいな見てくれをしてるとか、そうではないとか。髪かみの色とか、肌はだの色とか、どんな友達がいて、どんな家族がいて、趣味は何で、何が得意で、何が不得意で、何に怒り、喜び、哀かなしみ、悩むのか、そういう何もかもを含めたものが、その人の個性パーソナリテイ──実力なんです」

「…………」

「納得できませんか？　では、もう少し喩たとえ話を続けましょう。たとえば」

　アリスは、とても偉そうに胸を張った。

「私は最高に綺き麗れいで、可愛かわいらしいでしょう？」

「う、うん」

「でも、私の外見が美しい理由の半分以上は、遺伝によるものです。この金きん髪ぱつも、青い眼めも、顔の造りや肌はだの色も、後天的な努力で手に入れたものではない。だけれど、それはやはり私の実力なんですよ、三み月つきくん。家が裕ゆう福ふくなのも私の実力ですし、おかしな友人がたくさんいるのも、忌いま々いましいライバルがいるのも、私の実力。そしてもちろん、頼りない婚こん約やく者がいることも。その他ほか、色々──まあ、決していいところばかりではありませんけれど──そういったすべてを含めた上で、私は私を誇らしく思います」

　そうしてアリスは、三み月つきの目を真まっ直すぐに覗のぞき込んだ。

　貴方あなたはどうなんですか、とでもいうように。

　だから、三月は微笑で頷うなずいた。

「──分かったよ、アリス」

　自分を信じられる根こん拠きよなんて、貴方の中に幾らでもある。誰の中にでもある。

　どうしてそれに気付かないのか。彼女はそう言っているのだった。

「ふん、ものの見方が窮きゆう屈くつなんですよ、貴方は。反省なさい」

「……そうだね。僕自身が駄だ目めなやつでも、僕の周りには頼もしいみんながいてくれて……。そういうのも全部含めて、僕の実力のうちってこと……なんだよね」

「そうです」

「それに、アリスがそばにいてくれる。だから、僕は、僕を誇らしく思っていい。こんなに凄すごい、自慢の婚約者がいるんだから」

「え、ええ……もちろん」

　慌あわてたように、アリスは頷いてくれた。彼女の態度に、先ほどまでの険けんはもうない。

「私というものがありながら、自信がないなんて、もう二度と言わないでください」

「……うん」

「それと……」

　アリスは口内で、もごもごと言葉を彷徨さまよわせている。

「一度しか、言いませんよ？　……話を聞いたところによると、最近、どうも貴方はずいぶんと自分のことを卑ひ下げしているみたいですけれど。……それは過小評価だと、私は思います」

「えっ？」

「だ、だから──貴方自身にも、いいところくらいたくさんあると言ってるんです！」

「あ……」

　怒るように言ったアリスは勢いよく視線を逸そらし、ぼそっと呟つぶやく。

「まったく……ど、どうして私がここまで言わなきゃいけないんですかっ。なんのために長々と説明したと……貴方あなたって人は、ほんっと察しが悪いんですから」

（そっか……）

　つまりアリスは、三み月つきが自分で自信を取り戻せるよう、遠回りに励ますつもりだったのだろう。あの、とてつもなく意地悪そうな言い方で、だ。なのに言いたいことの半分くらいしか三月が理解してくれなかったから、残りの半分を、直接自分で言うしかなかったというわけだ。

　……たぶん、この推理はそれほど外れていないと思う。

　三月の大切な婚こん約やく者は、そんな、恥ずかしがり屋さんなのだから。

「……ありがとね、アリス」

　そんな彼女を見ていたら、顔が熱くなってきてしまった。心臓が、痛いくらいに撥はねているのが分かる。これが、そうなのだろうか。そうだといい。

　だから、そのままの想いを口にする。

「僕、アリスのことがすごく好きだよ」

「……ふん。なんですか、いきなり。どうせ、その……自分の気持ちなんか、よく分かってないくせに」

「うん、そうだけどさ……でも、改めて、伝えたかったんだ。好きだって。他ほかに言い方が、分からないから」

「……そう、ですか」

「ね、聞いてもいい？」

「ご勝手にどうぞっ」

　何故なぜか彼女は、早口気味になっていた。

　あんまり恥ずかしくて、彼女の方を見れない。目を伏せるようにして、聞く。

「僕のこと……好き？」

「……………………………………」

　まったく反応が返ってこないので、不安になった三月は、ちらっと視線を上げる。

　するとアリスは、こちらにくるりと背中を向けてしまう。

「馬鹿にしないでください。私の好意は、そんなにお安くないんですよ」

「……そっ、か。……なら、僕、アリスに好きになってもらえるように、がんばるね」
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　　　第二章　七番目 対 十二番目







　夜はすでに更ふけ、時刻は二十二時を回ろうとしていた。

　ブルーエデン・北区画ノースブロツク。企業の研究施設が軒のきを連ねるこの区画は、観光施設が集まる南区画サウスブロツクとは異なり、飾り気がまるでない。ブリッジで連結された『浮島フロート』の上に、白い箱のような建物が、ただただ整然と並んでいるばかりだ。

　島全域における『浮島フロート』の所有権はそれぞれ、ブルーエデンの開発に携たずさわった、ＮＣＣ、セラフィック、アルテミスの三社いずれかがが握っている。

　いま、リリスが立っている『浮島フロート』は、そのうちアルテミスのものである。建ち並ぶ建物の壁面に、『赤い弓矢』を象かたどったメーカーロゴが刻印されていた。

　アルテミスは、主に義ぎ肢しや医療機器で有名な大企業だが、その実、多数の関連企業を傘さん下かに抱かかえ、さまざまな分野で活かつ躍やくしている。

　群体式超大型浮体式構造物ギガフロート。増幅型太陽光発電施設ソーラーブースター。さらに閉鎖循環式魚類養殖アクアポニツクスを初めとする自給自足システム等──アルテミスが提供した技術は、この島の根幹を成していた。

　時としてオーバーテクノロジーとも揶や揄ゆされる最新鋭の科学技術が生まれてくるのが、アルテミスの研究施設が連立するここ、『北区画ノースブロック・一番フロート』であると言われている。

　もちろんそれは噓うそではない。噓ではないが──

「真実は一割もありませんわね」

　リリスは冷ややかに呟つぶやいた。

　世界各地に点在する『遺い跡せき』から発掘された『未知の物質オーパーツ』こそが、それらオーバーテクノロジー開発の秘ひ訣けつである。

　すなわちアルテミスという大企業こそが、『組織』の表の顔であるといえた。

　そしてリリス・グラムにもまた、皇こう城じよう学院の生徒という表の顔以外に、裏の顔があった。

『十二番目トウエルフス』。組織と敵てき対たいする改造人間キリングドールとしての顔である。

（ブルーエデンに、第七研究室の研究所と、『七番目のセブンススフィア』がある──）

　それはかなり前から分かっていたことだが、短期海外研修旅行スクールステイの目的地が、まさしくかの島だと聞いたときは、さすがに耳を疑ったものだ。

（いいえ……偶ぐう然ぜんでは、ないのでしょうね）

　そう、リリスが九く条じよう院いんアリス／十三番目サーテイーンスに人知れず近付くために使用した皇城学院とのコネクションが、そもそも名目上アルテミスを経由したものだったのだから、これはある種の必然といえるかもしれない。

　リリスの生家であるグラム家は、組織／アルテミスと深く関わっている。そしてアルテミスとともにブルーエデン開発に携たずさわったＮＣＣの経営者は、皇城学院の理事長と同じ血統で繫つながっているという。

　ＮＣＣ、そしてセラフィックが、アルテミスの裏の顔をどこまで把は握あくしているのか。

　そこまでは分からないが──ともあれ。

（この島で、『七番目のセブンススフィア』があるとするなら、やっぱりここですわよね）

『七番目のセブンススフィア』を胸に埋まい設せつされた『七番目セブンス』が、この区画のどこかにいるはずだった。

　いまリリスが両耳につけているピアスには、それぞれ『一番目のフアーストスフィア』、『三番目のサードスフィア』が嵌はめ込まれ、白金と紫むらさきの淡い光を放っている。

　リリス／十二番目トウエルフスは、統合型と呼ばれる特別製で、このように他ほかのスフィアを身に付けることによって、その機能を強化していくことができる。『十二番目トウエルフス』がすべての改造人間キリングドールの中でも、最強と呼ばれる所以ゆえんであった。

（けれど……まだ、足りませんわ）

『七番目セブンス』を倒してスフィアを奪い、さらなる力を獲得する。

　それがこの島におけるリリスの目的だ。組織の洗脳を受け、今や敵となってしまった親友を救うためには、今よりも強大な力がどうしても必要だった。

「…………」

　静せい謐ひつの夜よ闇やみを歩みながら、リリスは美び貌ぼうを歪ゆがめて腹部を押さえる。

　先月、イリス／九番目ナインスに貫かれた部位だ。

　自己治癒機能セルフヒーリングの恩おん寵ちようによって、傷口こそ見る影もなく塞ふさがってはいるが、いまだ完調とは言い難い。どこかの誰かのように、気力が最大限に漲みなぎってさえいれば即時に復元──というわけにはいかないのだ。

（まったく、忌いま々いましいですわね）

　そう嘯うそぶく心の声は果たして、どこまでが本心からのものだったか。

　九く条じよう院いんアリス。彼女に対してリリスが抱いだく感情には、とても複雑なものがあった。

　自分の力を使いこなせていない彼女から、『十三番目のサーテイーンススフィア』を奪い取る。一見たやすく思えるこの方法を取らない理由は、二つあった。

　一つは、リリス自身の感情的な問題。アリス、そして彼女の婚こん約やく者である三み月つきに、リリスは情を移してしまっているのだ。親友と瓜うり二つの顔をしている三月。アリスを殺してしまうことによって、彼が哀かなしむ姿を見たくない。そして何かと自分に突っかかってくるアリスに対しても、奇き妙みような友情を覚え始めている。

　だが、これは大きな理由ではないと──少なくともリリス自身は──そう思っている。

　理由がこれだけならば、あの時、三番目サードとの戦闘に乱入する形で、躊躇ためらわずにアリスを殺していた──そのはずだ。なにしろ強力な復元機能を持つ『十三番目のサーテイーンススフィア』さえあれば、先月の段階で、イリスを救うことができていたのだから。

（そう、真の問題はもう一つの方ですわ）

　十三番目の改造人間キリングドール、アリスが胸に蔵する『十三番目のサーテイーンススフィア』は、『十二番目のトウエルフススフィア』と対ついをなす、きわめて特殊なものである。

（……そう、あの子には、大きな秘密が隠かくされている）

　彼女が改造人間キリングドールとなった時期や経けい緯いについて、リリスは知らない。組織に所属する内通者──そしてリリスの同盟者である加か賀が見みにもそれとなく聞いてみたが、彼にも『十三番目』に関することについては、まったく何一つ分からないのだという。組織内におけるさまざまな情報に通じ、リリスに的確な指示を与えてくれる彼も、全能ではないということらしい。

　だから──アリスに秘められたものについて、僅わずかなりとも感づいているのは、リリスただ一人だけということになる。

　いや、あるいはあと一人。

　自分の娘むすめを改造し、三年前に組織を抜けたという冷れい酷こく非道な狂科学者マツドサイエンテイスト。

　元第十二研究室室長『白はく面めん金こん毛もう』ラミア・フォックス博士。

　彼女こそが、すべての謎なぞを知る鍵なのだろうか……？

（いずれにせよ、迂う闊かつに手を出すべきではありませんわ）

　その判断は、間違いではないと思う。実際、アリスは自身よりも数段格上だったはずの『三番目サード』、『十番目テンス』を撃退している。リリスがそうならないという保証はどこにもなかった。

（あんなふうに、手痛いしっぺ返しを喰らうのはごめんですもの）

　だからいまは様子見に徹し、少なくとも、自分自身でアリスと戦うのは避けるべきだ。

　そう、わざわざ学校の行事に紛まぎれて島にやって来たことには、それなりの意味がある。

　そんなことを考えていると。

　──ふと、今日の出来事が脳裏を過よぎった。

　女装した三み月つきを見て泣き出してしまったリリスを、アリスはわけも聞かずに慰なぐさめてくれた。

　素直じゃないライバルの姿が、浮かんでは消えていく。

「…………」

　軽く唇くちびるを嚙かむ。正体不明の苛いら立だちを振り払うように、かぶりを振った。

　いまは、やるべきことをやろう。

　片手を掲げ、その手に嵌はまった指輪を見やる。加か賀が見みが作成したスフィア抑制機リミツターだ。彼が開発した独自の技術で、当然のことながら、他ほかの研究室ではまったく使用されていない。

　しかしリリスは、アリスが同じような抑制機リミツターを使っているのを見た。恐らく、『十二番目のトウエルフススフィア』から抽ちゆう出しゆつした技術が使用されているのだろう。元々『十二番目のトウエルフススフィア』は、アリスの母親／ラミアが所有していたものだから、彼女が加賀見と似た技術を開発していたとしても、さほどおかしな話ではないと思う。というよりも、ラミアと加賀見が、共通した技術を持っている理由なんて他ほかに考えつかない。

　銀の指輪に嵌められた、青い宝石。それがスフィア抑制機リミツターの核である。

　これを身に付けると、使用者のスフィアが休眠状態スリープモードに移行する。結果、身体強化機能および共振がカットされ、他の改造人間キリングドールからいっさい捕ほ捉そくされなくなる。

　六番目シクススの特殊機能『隠形ステルス』と同様の効果だ。

　さらにリリスの指輪には、もう一つの機能があった。敵てきから捕捉されなくなる代わりに、こちらからも敵を見付けられなくなってしまうという弊へい害がいを解消するものだ。

　つまり、スフィア索敵サーチ機能である。

　指輪を嵌めていないときと比較して、索さく敵てき範囲精度ともにかなり荒くなってしまうのが難点ではあったが、これによってリリスは、敵から捕捉されることなく先んじて敵を見付け、先制攻撃を加えることができるのだった。

　しかし今夜、青い宝石はいまだ何の反応も示していない。

（おかしいですわね、これだけ歩き回っているのに。……まさか『七番目セブンス』は、この浮島フロートにはいないということですの？）

　それから、リリスは三十分ほど捜そう索さくを続けたが、やはり敵の気配はまるでない。

　分かったことは、第七研究室の秘密研究所は、北区画ノースブロツクのどこにも存在していないという事実だけだった。
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　極東第二遺い跡せき深部。自らの研究室にて、第十研究室室長・アレク・フランケンシュタイン博士は、遙はるか遠方の島と通信をしていた。裾すそ長ながの白衣を着用し、安あん楽らく椅い子すに深々と腰こし掛かけ、いかにも老人めいた佇たたずまいだ。半機械化された彼の姿は、齢よわい八十を越えてなお若々しい。

　金きん髪ぱつの美青年が、単眼鏡モノクルを通信端末デイスプレイに向ける。

　壁面の一画を占める大画面にはしかし、相手の顔は映っていない。

　代わりに翠みどり色の光点ドツトが、彼女のフルネームを表示していた。

　エレノア・シュタインベルク。ブルーエデンに研究所を構える、第七研究室の長おさだ。

　端たん末まつから女の声が聞こえてくる。

『昨日きのうの十五時十二分、ブルーエデン南区画サウスブロツクにて、十二番目トウエルフスを確認した。それも学生の旅行に混じってだ。どういうことかね、御ご老ろう体たい』

　余計な挨あい拶さつはいっさい抜きに、要点のみが飛んできた。斬きりつけるような論法だ。

『第十研究室──貴様の報告によると、先月、日本で十二番目トウエルフスと四番目フオース、九番目ナインスの交戦を確認した、とある。交戦の結果は不明。そしてその後十二番目トウエルフスはロストした、とも。それが何故なぜ、近きん隣りん中学校の旅行に参加している？　納得のいく説明をしてもらおうか』

「しらんよ」

　アレクは韜とう晦かいした。

「だいたいそりゃあ、わしに聞くのが間違っとる。十二番目トウエルフスの追跡任務は第四研究室の担当なんじゃから、ヒョウの糞くそ爺じじいに聞きゃあよかろうよ」

『私はあの中国人チヤイニーズが大だい嫌きらいだ。声を聞くだけで虫むし酸ずが走る』

「わがままじゃなあ」

『黙るがいい。それに先月から、第四研究室からの報告がいっさいないのは貴様も知っているだろうが。分かり切っている話題で遠回りをするなよ。非効率だ』

「第四研究室か。相変わらず勝手気ままやっとるのう、彼奴きやつらも」

　組織最大の武ぶ闘とう派、第四研究室。彼らは二年前に、第九研究室のメイン研究所を襲しゆう撃げきし壊かい滅めつ、その際第九研究室室長レイオット・ボラッツを殺害し、『九番目のナインススフィア』とその素体を強ごう奪だつしている。組織内での抗争はさほど珍めずらしくもないが、これは明らかにやりすぎだった。なにせ第九研究室は、首領からの指令を受けて動いている最中だったのだ。

　しかし。

　当時、第四研究室は、首領による『粛しゆく清せい』を受けず、それどころか罰則さえ科されることがなかった。この件の詳しよう細さいについては、いまもって謎なぞである。

　そして以降、第四研究室がときに組織の規則に反する行動を取っても、罰則は適用されない──それが暗黙の了解となった。他ほかの研究室にしてみれば面白かろうはずのないこの状況について、アレクも幾つか仮説らしきものを持ってはいる。しかし所しよ詮せん推論に過ぎないものをいかに朗ろう々ろうと語ろうと、たいした意味もあるまい。

　ともあれ。今回も、野の放ほう図ずに動き回る第四研究室からの情報は、まったくアテにはできない。

　だからこそエレノアは、アレクに連絡を取ってきたのだ。

『そう、だから貴様にこうして頭を下げて聞いている。どういうことだ、と』

「音声通信で頭下げられても分からんし、明らかに態度が横おう柄へい。画面の向こう側でふんぞりかえっておるのが目に見えるようじゃ」

『バカめ、画面のこちら側では、誠心誠意心を込めて懇こん願がんしているとも』

「だったらバカめとは言うまいよ⁉」

『誠意の通じぬハゲめ、こう言わねば分からないのだな、これは追及なのだ、と。貴様は組織への報告に虚きよ偽ぎを混ぜた。重大な反逆行為といえようが』

「そんなことより、わしの個人情報をどこから手に入れた貴様⁉」

『加か賀が見み先生から伺うかがって私が言いふらした。貴様の頭とう髪はつがヅラだということは、すでに全職員の知るところだ。親しみ安い上司として好感度が上がったはずだから、感かん涙るいして私への賛美をあの世までもっていけ』

　加賀見にのみ敬語なのは、エレノアが彼の薫くん陶とうを受けた生徒だからだ。雰ふん囲い気きや口調も、どことなく似ている。もっとも教え子の方は、あからさまに態度が悪いが。

　アレクは歯は軋ぎしりをして悔くやしがり怒鳴ったが、画面越しでは何の威い嚇かくにもならない。

　そして息切れする。機械化していても年は年だ。

　エレノアが高こう慢まんに鼻を鳴らす。

『いきなり黙り込むな、痴ち呆ほうが始まったかと思うだろうが？』

「ぐ……ぬ」

『くだらん会話はここまでだ。貴様が余計な戯ざれ言ごとをのたまったせいで、私の貴重な時間を二分も無む駄だに消費してしまった。詫わびの意味も込めて即答するがいい。報告に虚偽を混ぜた理由をだ』

「フン、虚偽なあ……記き憶おくにないのう」

『子供か？　拗すねるなよ』

「拗ねとらんわ、事実を述べたまでじゃ。報告書類ドキユメントによく目を通せ。十二番目トウエルフスは例の如ごとく共振を消しているし、そうでなくとも十番目テンスが壊こわれてしまっていては捕ほ捉そくも何もなかろう」

『十二番目トウエルフスが月つき城しろ町に留とどまっていることを、意図的に隠いん蔽ぺいしたわけではないと？　ふむ、では報告書類ドキユメントの不ふ明めい瞭りような点を確認させてもらう。まず、その十番目テンスが故こ障しようしていた理由というのは何だ』

「そりゃあ、新武装追加のためのオーバーホールよ」

『そのすぐ前にもオーバーホールを行っているのにか？　不自然な話だ。遺い跡せきの発掘調査を遅ち延えんさせてまで、どうしてこの時期に強化改造を行う必要があるんだ。──代わりに私が言ってやろうか。貴様は、四番目フオースと九番目ナインスを退けた十二番目トウエルフスが月つき城しろ町に留とどまっていることを知っていて、その対策として十番目テンスを強化する必要があった──違うかね？』

「大ハズレじゃ」

　そう、違う。新武装の追加は、十番目テンスを半はん壊かいさせた十三番目サーテイーンスに対抗するためのものだ。

　十二番目トウエルフスがこの町に学生として潜せん伏ぷくしていることは、本当に知らなかった。

　もちろん、付近に留とどまっているという可能性くらいは想定していたが、まさか学校に通っているとは思わなかった。灯とう台だいもと暗し──盲もう点てんである。

「おい冷血婆ババア、さっき近きん隣りんの学校といったが、その学校の名前は？」

『会ったこともないのにババア扱いとは、たいした言い草だなクソジジイ。──皇こう城じよう学院だ』

「そうかい」

　いまのは単に確認しただけだ。十三番目サーテイーンスが、現在、学校の行事でブルーエデンに滞在しているのはむろん調査済みだ。それを踏まえた上で、十二番目トウエルフスが学生の旅行に紛まぎれてあちらにいるというのなら、関連付けて考えない方がおかしい。

（つまり十二番目トウエルフスも、十三番目サーテイーンスに目を付けているということじゃな）

　スフィアを狙ねらう十二番目トウエルフスが、何故なぜそんな回りくどいことをするのかという疑問はあったが、それはさておき面倒なことになった。今後の展開によっては、十二番目トウエルフスと七番目セブンスが交戦することになるだろうし、その際、十三番目サーテイーンスの存在がエレノアにバレる可能性も出てくる。

　十番目テンスが壊こわれた、真の理由もだ。

　とはいえ、いまのアレクにできることは少ない。なにせ手持ちの駒こまがないのである。

（うーむ。あの悠里デブは、先週またしてもブッ壊れおったからのう……）

　沈思黙考しているアレクに、エレノアが問うてくる。

『なにを考え込んでいる？』

「いや別に。年を取ると、たまに動けなくなるんじゃよ。気にせんどくれ」

『喰えないジジイめ。いいからさっさと質問に答えろ。私は夜八時には寝ると決めているんだ』

　エレノアが苛いら立だった声を出す。

　時刻を見れば、二十三時を回っている。

「そいつは悪かった。第七研究室の長おさがそんな健康思想の持ち主だなどと、ついぞ知らなかったもんでのう。ふふん、察するにお肌はだの曲がり角というやつかね？」

『韜とう晦かいするのもいい加減にしたまえよ、御ご老ろう体たい。これ以上無む駄だ口ぐちを叩たたくようなら……』

「まあ落ち着け、もとより遠距離通信などではろくな話もできん。ふむ、近いうちに酒でもどうじゃ？　できれば加か賀が見みも加えてな」

『…………』

　言葉の裏に隠かくされた意図を読み取ったのだろう、エレノアはぴたりと口をつぐんだ。

　いまのやり取りで、アレクはつまりこう伝えたのだ。

　確かに自分には隠している情報があるが、盗とう聴ちようの可能性があるこの場では言えない。その件について、加か賀が見みも加え、直接会って話し合いたいと。

　端たん末まつから、幽かすかな笑い声が漏もれてきた。

『──いいだろう。加賀見先生にも、久しぶりにお会いしたいと思っていたところだ』

「決まりじゃな。貴様の顔を拝おがむ日を、それなりに楽しみにしておるよ。もっとも、その前に十二番目トウエルフスをどうにかするのが先じゃがな。あれは中々鼻が利く、隠れてやりすごせるものでもあるまい？」

『だろうな。是ぜ非ひもない、迎え撃てばいいのだろう』

「簡単に言う。だが、勝てるかね？」

『むろん勝つさ。この私と七番目セブンスが、こんな海の真ん中なんぞにいる理由を忘れたか』

　第七研究室のメイン研究所と、その最大戦力である七番目セブンスが、ブルーエデンに配置されている理由。それはかの島が組織にとって、さまざまな意味で重要な拠きよ点てんであるからだ。

　組織の資金源──観光地としての価値。ＮＣＣ、セラフィックといった大企業との接点。

　四方を海に囲まれた、あらゆる意味で秘ひ匿とく性の高い立地。世界最高峰の教育機関、兼、研究機関であるＮＯＡの存在。そして海上未来都市としての将来性。

　等々──この島の利用価値は、計り知れない。

　言ってみれば、第七研究室の七番目セブンスは、ブルーエデンの守護者ガーデイアンというわけだ。

　確たる目的をもって配置された駒こまは強い。自信に満ち溢あふれたエレノアの言は、決して驕おごりなどではないとアレクにも分かった。

「フン、お手並み拝見といこうかのう」

『まあ見ているがいい。件くだんの『十二番目のトウエルフススフィア』とやらを、会談の手て土産みやげにしてくれよう。──さて、とんだ長話になったな。もう用はすんだ、切るぞ』

「その前に、希望の銘めい柄がらがあれば言うておけ。やはりお好みはドイツワインか？」

　エレノアはしばし黙り込み、荘厳な口調でこう言った。

『あいにく酒は吞のまない。とびきり甘いバニラシェイクにしてくれ、氷の入っていないヤツだ』
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　翌朝。リリスは、学院側が用意したホテル『セントラル・ブルー』五○三号室のベッドで目を覚ました。薄うす目めを開けて壁の時計を見ると、針は五時十五分を示している。予定では、モーニングは各自で摂とり、八時にロビーへと集合ということになっていたはずだ。まだ少し余よ裕ゆうがあるから、あと十分くらいはこのまどろみを楽しんでいてもいいかもしれない。

　こうしてゆっくりとしていられるのも、この学生という身分の恩恵だ。一般人だらけの学院に紛まぎれていれば、表だって目立つのを嫌きらう組織はリリスに手を出し難にくくなる。その上で抑制機リミツターをつけていれば、襲しゆう撃げきの可能性は最小限に抑おさえられるというわけだ。学生として潜せん伏ぷくするという奇策は、いまのところ、なかなか効果的に機能しているようだった。

　そっと薄うす目めを横に向けると、ベッドに横たわるアリスの姿がある。

　九く条じよう院いんアリス。リリス・グラム。出席番号の近い二人は、何の因いん果がか同室に割り当てられてしまったのだった（当然それでひと揉もめした）。

（あら……もう起きて……あら？）

　不ふ審しんなものを感じたリリスは、彼女に気け取どられぬよう、こっそりと様子を窺うかがう。

　可愛かわいらしいピンクのパジャマ姿のアリスは、こちらに顔を向けて、横向きに寝そべっていた。

　両手で抱かかえ持ったうさぎのぬいぐるみ（昨日きのうの昼間、彼女が三み月つきからもらったものだ）に向かって、何やらぶつぶつと囁ささやいている。

「……僕、アリスのことがすごく好きだよ」

　真剣な口調。演技をしているような、彼女らしからぬ声。アリスは、自分で喋しやべった台詞せりふに何らかの感かん銘めいを受けたらしく、顔を真まっ赤かに染めてぷるぷる痙けい攣れんを始めた。

（…………何事かしら）

　訝いぶかるリリスの前で、アリスはさらに続ける。

「……改めて、伝えたかったんだ。好きだって。……他ほかに言い方が、分からないから」

（ああ、なるほど……）

　どうやら、あのうさぎを三月に見立て、話しかけられているつもりらしい。

（ぷっ……わ、笑っては駄だ目めですわ……！）

　ライバルの恥ずかしい一人遊びを目撃してしまったリリスは、必死になって込み上げてくるものを堪こらえた。こんな面白い見せ物を、ここで中断させるわけにはいかない。

「……ん……」

　うっとりとうさぎに熱視線を送っていたアリスが、たっぷりと焦じらすように間をあけた上で、

「僕のこと……好き？」

　甘く囁いた。

「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～♡」

　そこで我が慢まんの限界がきたらしく、アリスは、がばっとうさぎを抱だき締めて、思い切り頰ほお摺ずりをする。そして、さらに足を激しくジタバタさせ始めた。

　隣となりでリリスが寝ていることなんて、もう頭にはないみたいである。

「はふ……」

　涙なみだ目めのアリスは、息も絶え絶えの有様だ。彼女はうさぎを胸に抱だいたまま上体を起こし、枕まくら元もとからティッシュを数枚とって、鼻に当てた。白い紙が、みるみる赤く染まっていく。

「……やだ、もう……やだぁ」

　妄もう想そうだけでこんなに乱れてしまうなんて、どれだけ純真なんだろう、この子は。

　そしてどれだけ、彼のことを強く想っているのだろう。

（羨うらやましいですわ……真まっ直すぐで）

　比べて自分はどうだろう。自分が彼に抱いだいている想いは、余分なものでひどく濁にごっているように思える。一番初めのきっかけは──彼が戦いに巻き込まれたときに見せた、幼おさなく淡い、けれど澄み切った愛の形。あんまり眩まぶしくて、羨ましくて、妬ねたましくて。だから、壊こわすことができなかったのだ。あれほど強く願っていた自分の目的が、それで遠のいてしまうとしても。

　そして皮肉にも彼の姿は、リリスが切実に求めている人と、よく似ていた。

　実際にそばで接してみて、雰ふん囲い気きや性格までもが似ていると分かった。

　まるで失われたあの日々が、帰ってきたような錯さつ覚かく。夢にまで見た、ごく普通の学校生活。

　賑にぎやかで、楽しくて、だからこそ、いずれ壊さなければならないことが哀かなしくて。

（そう──わたくしは、迷っている）

　だから様よう子す見みだなんていうのは、本当のところ言い訳だ。自分の手で、アリスを、彼の大切な人を、この素す晴ばらしい日常を、壊すのが嫌いやなだけ。

（卑ひ怯きようですわね、わたくしは）

　彼を欲しいと想うこの恋心は、こんなにもさまざまな欺ぎ瞞まんで濁にごっている。

　だけど──決して噓うそではない。

　これから陥おとしいれようとしているライバルを見て、リリスは想う。

　それはそれとして、恋愛でも負けるわけにはいきませんわ、と。

「ねえアリス……貴女あなた、いつもこんなことをしてますの？」

「なぅっ⁉」

　その表情があまりにも見み物ものだったので、リリスは小さく噴ふき出してしまう。

　こうして。二人の朝は、大おお喧げん嘩かで幕を開けた。




　　　　　　†




　ＮＣ女学院は、ＮＣＣの資本によってブルーエデン本島（当時は本島などという呼称は付いていなかったが）に建設された私立学院である。

　本島にはＮＣ女学院の他ほかに二つの学院があり、ちょうど大きな正三角形を描くようにして配置されている。その特殊な立地には、もちろん、それなりの理由があった。

　三角形の中心に、世界最高峰の研究機関、兼、教育機関と呼ばれる施設があるからだ。

　ＮＯＡ。もともとブルーエデンに初めにあったのが、この機関である。

　やがてそこに下位の教育機関としての高等学院が建ち、人員や技術の受け入れ先であるスポンサー企業が関連施設を建造し、さらにそこで、アルテミスが持ち込んだ高度な技術テクノロジーが、島の発展を一気に増ぞう幅ふく──結果、いまのブルーエデンができあがったというわけだ。

　閑かん話わ休題。

　朝食をすませた三み月つきたち、皇こう城じよう学院三年生一同は、ホテルからバスに乗り、姉妹校であるＮＣ女学院へとやって来ていた。

　一言でいえば、のどかな場所だった。外と内を隔へだてる敷居がなにもなく、広々とした平地の只ただ中なかに、赤い屋根の木造校こう舎しやが建っている。

　想像していたものと眼前の光景とのギャップに、土が剝むき出しの道を歩く生徒たちがざわめく。専門教育に力を注ぐ、全寮制高等学院。そんな固いイメージを持っていたのだろう。

　皇城学院の生徒たちは、皆、名門の子し息そく令れい嬢じようばかりだし、普段通っている校舎の造りがなまじ豪ごう奢しやなものだから、そういう意味でも、面食らってしまうのは無理もないと思う。

　しかし三月にとってはそうでもなかった。感覚が庶しよ民みんじみているのである。この学院に漂う草花の香りは、彼にとって、とても心安らぐものであった。

　挨あい拶さつ等の行事が終わり、学院見学をするために、班ごとに別れる。

　その段になって、桐きり山やま班にちょっとした問題が起こったのである。

　本当なら各班に何名か女学院の生徒がついて案内役を務めるはずだったのだが、桐山班に割り当てられていた生徒の姿が見えないのだという。

　それで女学院側が急きゆう遽きよ、代理の案内役を立ててくれることになった。学院校舎のロビーにて、いままで桐山班の問題について対応してくれていた女性がこう言った。

「あの……それで、ですね。本校の特別講師が、ぜひとも自分に、みなさんのご案内をさせて欲しいと申しております」

「特別講師っていうと、ＮＯＡの？」

　奇き妙みような申し出である。班を代表して誠人まことが聞いた。

「はい、然さ様ようでございます。その……みなさんの中に知り合いがいるから、ちょうどいいと」

「はあ、知り合い……ですか」

　誠人が班員を見回すが、誰にも心当たりがないようで、首を傾かしげるばかり。

　もちろん三月だって、そんな凄すごい人の知り合いはいない。

　ともかく、代理の案内役をかってでてくれた特別講師の先生を呼んできてもらうことになった。何かの間違いなら、それで分かるはずだからだ。皆も納得した様子だった。

　しかし──黒服の護衛とともにロビーにやって来た人物を見た瞬しゆん間かん、桐山班一同は、ぱちくりと目を瞬しばたかせた。まさかこの人物が、件くだんの先生ではあるまいなと、あからさまに訝いぶかったのだ。

　普通に考えれば失礼きわまりない話だが、これは無理もなかった。

「初めまして皇こう城じよう学院の諸君。代理の案内役を務めさせてもらうエレンだ、よろしく頼む」

　老成した口調で、幼い少女が言った。

　歳としは、たぶん小学校低学年くらい。ぶかぶかの白衣を着た、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの女の子だ。縁ふちなし眼鏡めがねをかけていて、とても賢かしこそうな顔をしている。

　啞あ然ぜんとしている三み月つきたちの前で、彼女はぐぐっと伸びをした。

「ふぁぁ……ん～～～」

　可愛かわいくあくびをして、むにゅむにゅと目をこするエレン。昨さく夜や夜よ更ふかししてしまって、まだまだおねむ。どう見てもそんな感じだった。
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　エレンに付き従っている黒服の護衛が、口元のよだれを甲か斐い甲が斐いしく拭ふいてあげる。

　するときりっと態度を改めて、

「失礼、少々寝不足なものでな。……ん、どうしたおまえたち、揃そろって大口を開けて？」

　そんなことを言うのである。

　一同は、困った。

　一番初めに衝しよう撃げきから立ち直ったのは怜れい奈なだった。

「誠人まこと、確認するが、このちんまいのが、その……例のナントカという偉い先生だと、つまりそういうことか？」

「どうも……そうみたいだぜ」

「ははあ、すると天才お子様先生というやつだな！」

「いやおまえな、絶対分かってないだろ……」

　世界最高峰の研究機関ＮＯＡ。そこに所属しているという時点で、エレンは三つ以上の博士号を取得している人物ということになる。そうなると、あの十歳さいにも見たない容姿は、彼女の天才性を逆に強く証明する要素に早変わりする。

　誠人まことは今ひとつ理解度の低い班員のために、そんな解説をしてくれた。

　エレンが満足そうに頷うなずく。

「ほう、よく勉強しているな、少年」

「光栄です。今日はよろしくお願いします」

　誠人がエレンを見る目には、純粋な敬意が窺うかがえた。相手の外見や年ねん齢れいなどで見くびったりはしない人なのだろう。

　そんな殊しゆ勝しような態度の誠人だったが、握手を求めてきた彼の顔を見たエレンは、びくっと身体からだを硬直させ、ぎゅっと黒服の脚に摑つかまった。それを見ていたアリスが、面白そうに言う。

「あらあら、誠人くんの顔が恐いから、怯おびえてるじゃないですか。可哀かわい想そうに」

「…………」

　誠人は差し出した右手を、手持ちぶさたに開閉した。

　代わりに怜れい奈なが前に進み出る。

「いやしかし、本当に可愛かわいらしいな。抱だっこしてもいいだろうか」

「冗じよう談だんじゃない。私は愛あい玩がん動物じゃないぞ」

　護衛の脚に抱だきついている年とし端はもいかない少女が、厳しくこんな台詞せりふを言うものだから、怜奈もぱちくりと目を瞬しばたかせている。しかし彼女は、気を取り直して会え釈しやくした。

「これは失礼した。許して欲しい」

「ああ、許してやろう」

　護衛の脚から手を離したエレンは、高こう慢まんに言ってのける。

　ふあ……ぁ、とあくびをし、むにゅむにゅと瞬またたきを繰り返す彼女に、アリスが聞いた。

「ところで。私たちの中に、貴女あなたの知り合いがいるという話でしたが？」

「あっ、そうだった」

　エレンはまずリリスの顔をじっと見て、それから桐きり山やま班の面子メンツを順番に確認する。

「あれ……おかしいな。見あたらん」

「こちらも、貴女に見覚えのある人はいないみたいですけど。とすると、やっぱり間違いですか？」

「ああいや、そんなはずはない。おまえたちの学年に、金きん髪ぱつと銀髪の娘むすめが揃そろっている班は、他ほかにないだろう？」

　アリスは少し考えるようにしてから「まあ、そうですね」と頷うなずいた。

「なら、やはりこの班で間違いない。途と中ちゆうで班員が変わったりしていないというのならな。昨日きのうも、おまえたちは班ごとに行動をしていたのだろう？」

「昨日？　……どうも話が見えませんね、きちんと説明してくれます？」

「そうだな、その方が早いか」

　エレンは軽く腕うでを組んだ。

「この班に知り合いがいるというのは、私ではないんだ」

「はあ」

　アリスが相あい槌づちを打ち、エレンは「うむ」と頷く。

「そして本当のことを言うとだな、いまのこの状況も、私が仕組んだものなんだ。おまえたちの案内を務めるはずだった生徒に頼んで、無理に代わってもらったんだよ。──私の部下の、探し人びとを見付けるために」

　エレンはそこまで言って、黒服の護衛を見上げた。玄人プロの護衛としては当然の技術なのかもしれないが、舞台における黒くろ子このように気配がない。

　実際三み月つきも、ここで初めてエレンの護衛が、長身の女性だということに気付いたくらいだ。

　サングラスに黒服ダークスーツ。長い黒髪かみを、侍さむらいのように後ろで括くくったポニーテール。

　えっと……最近、どこかで会ったことがあるような。

　エレンが黒服の部下を紹しよう介かいする。

「こいつはノエル。私の忠実なる下げ僕ぼくだ。で、おまえたちの班にいるはずなんだ──昨日きのうの昼過ぎ、こいつが知り合ったという『黒髪の美少女』とやらがさ」

　三み月つきは、おでこにびっしりと冷たい汗あせをかいて、心の中で呟つぶやいた。




　それは、僕です。




　何故なぜか──アリスの脳天に電球が灯ともったように見えた。

「ふぅん、なるほど。昨日、私たちと一緒にいた『黒髪の美少女』ですか。心あたりがないでもありませんけれど……彼女と、そちらのノエルさんとは、どういったご関係ですか？　ああいえ、昨日、私も聞いてみたんですけれどね。結局はぐらかされてしまいまして」

　気になっていたんですよ──と、アリスはこちらに流し目を送りながらうそぶいた。

「その……彼女とは、昨日知り合ったばかりですが……ご縁えんがありまして、これから仲良くしていただけることになりました」

　微び妙みように誤解を呼びそうな言い方で、ノエルは恥じらうように囁ささやく。黒服にサングラスという明らかに堅かた気ぎでない恰かつ好こうが似合っているのに、やっぱり中身だけがお姫ひめ様さまだった。

「へーえ」

　アリスの視線にギロリと険けんがこもり始める。その凝ぎよう視しを言語化するとたぶん『この浮気者が殺しますよ』とかじゃないかなと思うのだけど、ちょっと待って欲しい。

（いや、アリス。僕、昨日きのうは女装してたじゃん……）

　と、アイコンタクトで伝えてみる。通じたのかどうなのか、アリスはノエルに向き直った。

「お友達なんですか。なら、ぜひとも『彼女』と引き合わせてあげないといけませんね。その前に……ノエルさん？　そのご縁えんとやらについて、伺うかがっても？」

（ど、どうしよう……）

　三み月つきは二重の意味で慌あわてた。このままではノエルや誠人まことたちに、三月が女装していたという事実がばれてしまいそうだ。そしてもう一つ、ノエルが三月との『ご縁』を正直に答えたりしたら、アリスに、三月が男にナンパされかけていたことがばれてしまう。

「実は」

　ノエルの口が動いた瞬しゆん間かん、三月は咄とつ嗟さに、深く考えもせずに声を張り上げていた。

「あのっ、ノエル──」

「⁉」

　三月の声に反応して、ノエルが言葉を止める。そしてこちらを真まっ直すぐに見た。

「な……」

　ノエルは三月の顔を凝視したまま、絶句してしまう。

　事情の分かっているアリスとリリスは、アララという顔、事情の分かっていないエレン、誠人まこと、怜れい奈なは何事だという顔になった。ノエルが動揺しながら呟つぶやく。

「さ、先ほどから、気にはしていたのです……まさか貴方あなたが、三月……なのですか？　どうして……その恰かつ好こうは、いったい……」

「あ、いや──その、これは」

　なんとかごまかそうとしたけれど、無理だった。しょせん自分の口は、欺ぎ瞞まんを使えるようにはできていない。正直に言った。

「ごめん、ノエル。僕さ、男なんだ」

「……噓うそ、でしょう？」

　たいへんショックだった模様で、ノエルはたたらを踏んで後退した。

　アリスが邪じや悪あくっぽい笑顔で真実を告げる。

「いいえ、本当です。昨日、女装していた三月くんを、貴女あなたが勝手に女の子だと勘かん違ちがいしただけです。──残念でしたね」

「「「女装？」」」

　エレン、誠人、怜奈の声が重なった。

「おい誠人、覚えているか？　昨日擦すれ違った超可愛かわいいあの子……」

「……お、おお。……なんてこった。俺おれの直感は正しかった。あ、危ないところだったぜ……一歩間違っていたら、俺おれも同じ目に遭あっていた……」

　そんな感想を、三み月つきは絶望的な気持ちで聞いていた。

（うあああああ……ばれちゃった）

　男子としての尊厳がバリバリ音を立てて崩くずれていく。そして何より、ノエルが男性恐怖症だったことを思い出す。

（もう完かんっ璧ぺきに嫌きらわれちゃった……よね）

　ダメだ。絶対、女装趣味の変態だと思われた。

　せっかく仲良くなれたのに。

　三月が真まっ青さおになっていると、

「ぷっ……すると、おまえ、男の癖くせにナンパされてたのか？」

　エレンが噴ふき出しながら、さらなる真実を告げた。

「「ナンパ？」」

　今度はアリスとリリスの声が重なった。エレンが三月とノエルの出会いについて説明する。

「ああ、男にしつこく言い寄られていたこいつを、ノエルが助けたらしい」

「まあ……そうだったんですの」

「うわぁ……情けないにもほどがありますよ、三月くん。このクズ野や郎ろうって罵ののしってもいいですか？」

　アリスとリリスが呆あきれ声で、駄だ目め押しの感想を述べた。

「ううっ……もうおしまいだ……」

　三月はその場にくずれ落ちた。あまりにも自分が情けなさすぎて、涙なみだが出てきた。

　肩かたに、そっと手が置かれる感かん触しよくがあった。

「どうか……顔をあげてください、三月」

「え……？」

　顔を上げて、上うわ目め遣づかいになる三月。潤うるむ瞳ひとみに映ったのは、優しく微笑ほほえむノエルの顔。

「貴方あなたは何も悪くない。思えば貴方は、最初から自分は男なのだと言っていた。それを頭から信じず、勝手に勘かん違ちがいをした私が愚おろかだったのです」

「ノエル……僕を、許してくれるの？」

　彼女は三月の腕うでをとって、ゆっくりと起きあがらせてくれた。

「謝るようなことではないでしょう、三月。貴方は、男性が苦手だといった私を気き遣づかって、あえて本当の性別を明かさなかっただけだ。そう、私はむしろ、貴方に感謝すべきです。だというのに──」

　そこでノエルは、逆に頭を下げてきた。

「こちらこそ、申し訳なかった。無ぶ様ざまにうろたえ、あのような失礼な態度を取った私を、どうか許して欲しい」

「あ……いや」

　なんて、さっぱりした人なんだろう。三み月つきは、ぽかんと口を開けてしまう。

　なんだか、落ち込んでいた気分がすっきりしてしまった。

　くすっと微笑ほほえむ。

「許すも何も、ないよ。僕の方こそ、きみに嫌きらわれてなくて……よかった」

「そう……ですか。ああよかった！　安心しました。寛かん大だいな心に感謝します」

　黒服サングラスのお姫ひめ様さまは、胸に手を当て、ほっと息を吐はいた。

　失礼かもしれないが……彼女を見ていると、微笑ましい気分になる。もしも自分にこんな優しいお姉さんがいたなら、すごいシスコンになっていたかもしれない。

　ほんわかとした雰ふん囲い気きが、周囲に満ちる。

「ねえ、そろそろ見学に出発しません？」

　アリスが、何故なぜか不ふ機き嫌げんそうに口を挟はさんだ。




　それから三月たちは、エレンの案内で一時間ほど学院内を見学した。広い校こう舎しやを見終わって、裏手から外に出ると、そこはグラウンドだ。その片かた隅すみには緑のフェンスに囲われたテニスコート。何組かの生徒たちが、戯たわむれにボールを打ち合っている様子が窺うかがえた。

　ぽつぽつと木々が生はえている上、テニスコート以外の部分は土や草が剝むき出しなので、グラウンドというよりは、ちょっとした公園のようだった。どこまでも牧歌的な学校なのである。

　もっとも、よく見れば危険な石などは徹底的に取り除かれているし、樹木にも手入れが行き届いている。

　豊かな自然に必要にして十分なだけの手を加えた、別の意味で贅ぜい沢たくな施設だった。

「あっちにでかい建物が見えるだろう？　あれが生徒たちが住んでいる寮だ」

　エレンが指差した方に向き直れば、山中に大きな建物が見えた。

「校舎よりも大きくて、豪ごう華かみたいですね？　それに……寮にしてはずいぶん遠いんじゃ」

　三月の隣となりでアリスが問うと、エレンは「それはな」と偉えらそうに答えてくれた。

「この付近には、三つの私立学院がある。その生徒たちが共同で使う寮だからさ。──で、当然だが各学院ごとに校風やらなにやら色々と違う。ここみたいに古くさい学校もあれば、むやみやたらにピカピカしてる学校もある──だから自然と寮の造りは、三つの校風の妥協点になるわけだ」

「へえ……」

　そんな感じで、エレンは色々と解説をしてくれる。

　その隣に、ノエルが付き従っている。

　せっかく仲直りできたことだし、三月はノエルと話をしたかったのだが、さっきからアリスが常に間に入る位置に陣じん取どっているので、なかなか話しかけるタイミングが摑つかめない。

　ひとくさり解説を終えたエレンが、アリスに向かって顎あごをしゃくった。

「そこの金きん髪ぱつ」

「あら、私に何か？」

「おまえ、そこの少年とはどういう関係だ？　ずいぶんとなれなれしいようだが」

「なれなれしい？　当然でしょう、だってこの人は私の婚こん約やく者なんですから」

　すげなく答えると、エレンはきょとんと目を見張った。

「本当か？」

「貴女あなたに噓うそを吐つく理由はありません。ねえ、三み月つきくん？　貴方あなたは私のものでしょう？」

「あ……う、うん」

　急に話を振られて、のろのろと頷うなずく三月。『貴方は私のもの』。最近、何度となくアリスが繰り返す言葉。尊厳を踏みにじるような暴言なのに、どうしてか不快さを感じない。

　罵ののしられて踏み付けられているときのような、くすぐったい快ささえある。

「ふうむ」

　あてが外れたな、と、そんな声が聞こえてきそうな表情で、エレンはノエルを見上げる。

「素す晴ばらしい。美少年と美少女の組み合わせなのですね。──いや、お似合いの二人だ」

　弾はずんだ声で表情をほころばせたノエルに、エレンは心配そうに言ったものだ。

「おまえ……いいのか？」

「？　いいのか、とは？」

　不思議そうに首を傾かしげる。

　ちなみに二人の会話は三月にも聞こえていたが、ノエルと同様、エレンが何を言いたいのか、よく分からなかった。

　エレンが不ふ機き嫌げんそうに頰ほおを膨ふくらませる。

「ふん、もういい。それよりも喉のどが渇かわいた」

「かしこまりました、主あるじ。少々お待ちください、水すい筒とうにお茶を用意してありますので」

　どこからともなく、水筒を取り出すノエル。

　蓋ふたにお茶を注ごうとしたところで、エレンが肩かたを落として呟つぶやく。

「ああもう、ほんと察し悪いなあ、おまえ」

「は？」

「ちょっとそのへんで休きゆう憩けいにしよう。購買で人数分、飲み物とお菓か子しを買ってきてくれ」

「異存ありませんが。私のいれた麦茶では駄だ目めなのですか？」

「だめ。私は、いま、どうしても学院の購買で売っているコーラが飲みたい」

「はあ、炭酸飲料は、あまり感心いたしませんが……」

「いいから黙って行ってこいといってるんだよ。あ──別に急がなくていいからな」

「……？　……？」

　釈しやく然ぜんとしない様子で首を傾かしげてから、

「かしこまりました」

　と頷うなずいて、ノエルは校こう舎しやに向かって駆かけていく。三み月つきもまた、その後を追う。

「アリス、僕、手伝ってくるよ」

「貴方あなたって人は、こういうときだけ気が利くんですから。ちょっと待ち──」

「おまえ、さっきから邪じや魔まなんだよ」

　ばさぁっ。

「な──きゃあ！　このっ、スカートから手を離しなさいっ！」

　走っている最中、後ろからアリスの怒鳴り声が聞こえたような気がした。




　校舎の中に入り、購買まであと少しというところでノエルに追い付く。

「おや……どうしたのです、三月？」

「買い物、僕も一緒に行くよ」

「ああ、これはどうも、申し訳ない」

　恐縮したふうに身を縮こまらせるノエル。

「いえいえ、どういたしまして。っていうか……そんなふうに謝らないでよ。友達なんだから」

「友達──」

「そう、友達、でしょ？」

「そうでしたね……私たちは友人でした」

　ノエルは感かん慨がい深げに、ふっと優しい声で言う。

「うん」

　そうして。長身黒服（＋サングラス）の女と童顔の美少年というミスマッチな二人は、連れだって購買部へと入って行き──キャッキャウフフと歓談しつつ、ジュースやお菓か子しをあれこれと物色し始めた。

　買い物を終え、二人はビニール袋を一つずつ持って購買部を後にする。

「ねえノエル、聞いてもいいかな？」

「なんでしょうか、三月？」

　ゆっくりと歩みを進めながら、会話に興じる二人。

「きみは、男性恐怖症だって言ってたよね？」

「はい、心因的なもので──以前、なかなか痛い失恋を経験しまして。それ以来、男性に触ふれるとじんましんが出たり、そばにいるだけで息苦しくなったり……身体からだがそういった拒絶反応を起こしてしまうのです」

　痛い失恋……うっかり聞き逃してしまいそうなくらいあっさりと言ったが、ノエルの表情がほんの少しの間、沈ちん痛つうに曇ったのを、三み月つきは見逃さなかった。

「じゃあその……僕がそばにいたら、辛つらいんじゃ」

　心配していたことを聞くと、ノエルはぴたりと立ち止まった。

「三月、私が貴方あなたのそばにいて、辛いのを我が慢まんしているように見えましたか？」

「ううん、見えなかった、けど」

　背の高い彼女を見上げ、目を合わせる。するとノエルはサングラスを外し、赤い片眼を細めて微笑わらった。すっと手を延ばし、三月の頰ほおに触ふれてくる。

　そのまま十秒ほど触れ続け──ノエルは腕うでの袖そでをめくりあげた。

　露あらわになったのは、すべやかな女性の肌はだ。じんましんなんてかけらも見あたらない。

「このとおり、何の問題もありません。不思議なものですね、貴方に対してはどうしてか、拒絶反応が起こらない」

「それって」

　複雑な面持ちで三月が言う。

「初めて会ったときに、僕が女装してた……から？」

「……ふむ、かもしれません。こんなことを言っては失礼だとは思いますが、私の無意識が貴方のことを、いまだ男性だとは認識していない──そういうことなのかもしれません」

　心因性の発作だから。

　男らしくない三月だからこそ、ノエルのそばにいることができる。

「うーん。喜んでいいのか、哀かなしむべきなのか、分からない話だねえ」

「少なくとも、私にとっては喜ばしいことです。三月、いまや貴方は私にとって、ただ一人の男性なのですから」

　他意なく紡つむがれた言葉なのだろうが、対して三月はいたって自然にこう言った。

「嬉うれしい……。なんだか告白されてるみたい……あは、照れちゃうな」

　解説すると──早急に恋愛について勉強せねばならないと気負っていた三月は、最近恋愛ものの映画や小説などをたくさん読んだり見たりしていた。そんなにわか仕込みの恋愛知識に彼特有の天然無む垢くっぷりが加わると、こういう危険きわまりない台詞せりふが飛び出すのである。

　まったく無自覚のままに……あまり感心しない才能を開花させつつある三月であった。

　超必殺、天然女殺し。音ならぬ快音とともに、会心の一言がノエルの心臓に炸さく裂れつする。

　だが。

「──ふむ？」

　天然無垢っぷりでは、彼女も負けてはいなかった。左胸に手を当て、頰ほおを僅わずかに紅潮させて、明らかに戸と惑まどってはいるものの、自分の心のざわめきをまったく弁わきまえていない様子である。

　おかしい、なんだかドキドキするぞ──せいぜいその程度の理解だろう。

　男性恐怖症──恋愛に関しては、彼女もまたわけありだったのだ。

「なにをおっしゃるのですか、三み月つき？　私は別に、そのような意味で言ったわけではありませんが。ごく普通に接することのできる男性が、私にとっては貴方あなただけなのだと、そう言っているのですよ？」

　などと律りち儀ぎに説明する始末である。三月も笑って、

「分かってるって、冗じよう談だんだよ」

「なるほど、冗談だったのですか。ははは、これは失礼いたしました」

　天然同士が会話をすると、こうなる。お互いに鈍にぶすぎて、相手の鈍感さに気付かない。

　ある意味で相性のいい二人──それは彼らとて自覚するところではあったようだ。

「ふうむ……どうしてでしょう、三月、貴方とは何故なぜかとても話しやすい」

「あ、僕もそう思ってた。……なんでだろうね？」

「上手うまく言えないのですが……会話にズレが起こらないから、ではないでしょうか。他ほかの人と話しているといつも、どうにも歯車が嚙かみ合わないというか、相手が何を言ってるのか分からなくなることがあります。それで、会話している相手を苛いら立だたせてしまう。ですが……貴方との対話には、それがない」

「──すっごく、分かるかも。それじゃいけないなって思って……直したいんだけど……」

「上手くいかない？」

「そう」

「やはり。恥ずかしながら……私もなのです」

　同じ悩みを抱かかえる二人は、うんうんと頷うなずきあう。

「ふむ。三月、どうやら貴方と私は、実に気が合うようですね」

「そうだね、これからもよろしく」

「こちらこそ」

　三月とノエルは、同類相あい哀あわれむの念で意気投合しつつあった。

　会話に一区切りがついたせいか、場の空気が柔らかくなる。

「そうだ。これ……」

　三月は、腰こしに下げたミニポーチから生徒手帳を取り出し、さらさらとホテルの名前と電話番号、そして日本での連絡先をメモして千切り、ノエルに手渡した。

「いまさらだけど、最初から連絡先くらい交換しておけばよかったね」

「いや、まったく。どうにも気が回らなくていけませんね、私たちは」

　ノエルは苦笑し、秘伝の巻物でも広げるような目付きでメモを覗のぞき込む。

「では、何か用があったときは、こちらに」

「いや、別に用なんてなくたっていいって。朝方か夜なら部屋にいるからさ。電話してよ、いつでも、よかったら……日本に帰ってからも」

「しかし……ご迷めい惑わくではないのですか？」

「そんなことない。ノエルが電話してくれたら……嬉うれしいよ？」

「……では、お言葉に甘えて。今日の仕事を終えたら、さっそくその後にお電話いたします」

　ノエルは、メモを丁てい寧ねいに折りたたみ、上着のポケットへと仕し舞まった。

　それから、少し呆あきれたように言う。

「しかし貴方あなたという方は……誰にでもそんなことを言うのですか？」

「そんなことって……何が？」

　問い返すと、ノエルはこほんと咳せき払ばらいをしてから、生き真面まじ目めに答える。

「古こ事じに曰いわく『瓜か田でんに靴を納いれず、李り下かに冠かんむりを正さず』と申します。常時そのような態度では、妙みような勘かん違ちがいをする女性が出てきてもおかしくはありません。それが節度を持った方ならまだしも、邪じや淫いんの輩やからに目をつけられたりしたらどうするのです。むしろ、貴方の貞操がいままで無事だったことが不思議でなりません。それとも……邪よこしまな想いを抱いだいて近付く女性をことごとく排はい斥せきしてしまうような守護霊れいでも憑ついているのですか貴方には」

　やはり彼女の台詞せりふは分かり難にくい。もの凄すごく三み月つきのことを想ってお説教をしてくれていることは伝わってくるのだが。

「ん、その……ごめんね」

「いえ、分かっていただければよいのです」

　実のところ、ほとんど意思疎そ通つうできていない。スムーズに会話が展開しているように錯さつ覚かくしているだけなのだが、両者ともそんなことには気付かない。

　しつこいようだが──天然なのである。

　ノエルは、そこで何かに気付いたようにハッとした。

「そうだ。いい機会です。三月、貴方に二つ、聞いておきたいことがあるのですが」

「聞きたいこと？　うん、何でも聞いてよ。僕に答えられることなら、いいんだけど」

「はい。一つは、先ほど貴方がたと一緒にいた銀ぎん髪ぱつの少女のことです。私と同じ、赤い瞳ひとみの」

　私と同じ、赤い瞳。

　そうだ、今更ながら気付いた。彼女の瞳はリリスと同じ、深い赤色をしている。

「リリスの、こと？」

「ええ、彼女について、できるだけ詳くわしく知りたいのです。……ですが、理由は聞かないで欲しい。そして、できればこの質問をされたことは忘れて欲しい。なんとも勝手なお願いだとは承知しているのですが……」

　と、ノエルは真しん摯しな姿勢で頼み込んでくる。リリスのことが知りたいというのは……やはり、彼女たちに共通するあの『赤い瞳』に関係することなのだろうか？

　三月は先月、リリスに『赤い瞳』を間近で見せてもらったことがあったが、結局それがカラーコンタクトなどではない天然のものだということしか教えてもらっていなかった。

　学友のプライバシーを漏もらしてしまうことについてかなり迷ったが、ノエルの必死な様子を見ていると、とても無む下げにはできず……

「分かった。僕の知っていることでよかったら」

「ありがとう、三み月つき。貴方あなたの義ぎを穢けがすような真似まねをして、本当に申し訳ないと思っています」

　そして、三月はリリスについて、ノエルに請こわれるままに答えていった。

　先月、三月のクラスに転校してきたこと。

　またすぐに転校してしまう予定であること。

　ホテル住まいをしているらしいこと。

　皇こう城じよう学院と縁えんのある、北ほく欧おうの名家の出身らしいこと。

　──等々。

　アリスとのライバル関係については、聞かれなかったということもあり、あえて触ふれなかった。しかしこうしてみると、自分がいかにリリスのことを知らないか思い知らされる。

（リリスは……自分のこと、あんまり話してくれないから……）

「ところで三月、大切な確認をさせていただきますが……リリス・グラムは貴方にとって、どのような存在ですか？」

「？　質問の意味が分からないけど……」

「例えば恋人のように特別な関係かどうか、あるいは貴方が彼女をどう思っているか……そういったことです」

「え⁉　……あ、あの……それって答えなきゃ、駄だ目め？」

「はい、ぜひ。大切な質問なのです」

「……どうしても？」

「はい」

　そこまで言うなら仕方がないと、三月は頭をひねって考え込んだ。

「ん……そうだね……尊敬できるクラスメイトではあるけど……急に言われても、やっぱり上手うまく答えられないよ」

「ふむ……では、特別な関係などはない？」

　そこが重要なポイントなのだというように、入念に聞いてくるノエル。

　咄とつ嗟さに三月は、こう答えていた。

「ないない！　ないってば⁉」

「そうですか。ならば、よかった」

　そこでノエルの声が、低く剣けん吞のんなものに変わる。

「本当に、よかった」

「ノエル……？」

　突然雰ふん囲い気きを一変させた彼女の顔を窺うかがうように覗のぞき込むと、ノエルはすぐに微笑を取り戻した。鋭い刃やいばのようだった気配は、もはやどこにもない。

「いや、たいへん失礼なことをうかがいました。改めてお詫わびします、三み月つき」

「ううん、構わないけど……そうだ、質問は二つって言ってたよね？」

「そうでしたね。もう一つは、質問と言うよりは忠告なのですが……確かに貴方あなたは、これ以上ないほどに可か憐れんな容姿をしています。そう、魔ま性しようといっても過言ではない。並みの女子では、到底及ばない美び貌ぼうだ。ですが──一つだけ、諫かん言げんを申し上げなければなりません」

　こほん、と咳せき払ばらいをしてから、重々しい口調で言う。

「よろしいですか、三月。仮にも男子たるものが婦女子の扮ふん装そうをして愉たのしむというのは、さすがに褒ほめられた趣味ではない。早急に改めるべきです」

　鬼おに百合ゆり三月は、女装趣味の変態である──。

　思い込みの激しい彼女の勘かん違ちがいを訂てい正せいするのは、ひどく骨の折れる難題だった。




　　　　　　†




　その日の夜。リリスは再びホテルを抜け出し、敵てき拠きよ点てんの探たん索さく作業を進めていた。それも北区画ノースブロツクではなく、中央にあるＮＯＡの施設の付近をだ。北区画ノースブロツクを除けば、この島で大規模な研究施設を構えている場所はここしかない。

　だが、

（そんな、ここでも共振を感じない……？）

　つまり『七番目セブンス』は、この付近にいないということになる。ではやはり、他ほかの区画に拠点があるのだろうか。あるいは『七番目セブンス』がリリスを避けて移動しているために、捕ほ捉そくできていないだけか。

（だとしたらそれは偶ぐう然ぜん？　それとも）

　リリスは思考する。すでに自分が、敵に捕捉されている可能性について。

　指輪を嵌はめている以上、敵はリリスの共振を察知することができないはずだ。しかし、こちらの外見的特徴は敵に知られているから、直接顔を見られればすぐに正体は露ろ見けんする。

（別に変装しているわけではありませんものね。予期できた事態ですわ）

　当然だが、そうなると共振の抑制と探索、二つの機能を駆く使しした先制攻撃は成立しない。

　手札アドヴアンテージを一つ、潰つぶされた形だ。

（すでにわたくしが島に来ていることは、敵に知られていて、いまこのときも監かん視しされている──そう考えて行動すべきかしら）

　もちろんそうではない可能性も残ってはいるが、現在、自分が敵に捕捉されているとするなら、このまま悠ゆう長ちように島を探し回っているのは愚ぐ策さくでしかない。最悪、他の研究室から増援を呼ばれて、改造人間キリングドールと多対一という笑えない事態にもなりかねない。

　四番目フオースと九番目ナインスを相手取った、先月の戦闘のようにだ。

　たとえそうなったとして、まったく勝機がなくなるわけではないが、避けられ得る苦境にむざむざと身を置くこともない。より堅けん牢ろうな迎げい撃げき態勢に入られる前に、早く次の手を打つべきだ。

　そう考えたリリスは、あっさりと指輪を外す。

「──ん」

　瞬しゆん間かん、全身に力が漲みなぎってきた。重い枷かせが外され、背に羽は根ねが生はえたかのように身体からだが軽くなる。戒いましめから解き放たれた心臓が力強く拍動を刻み、周囲五百メートルに鮮烈な共振反応エコーを撒まき散らす。そう、いまやリリスはこう主張しているのだ。

　逃げも隠かくれもしない、貴方あなたがたの敵てきはここにいると。

（策を展開するにせよ、まずは『七番目セブンス』と顔を合わせないことには、話になりませんものね）

　リリスは解放した身体能力に任せ、このまま島中をしらみつぶしに走り回って敵を見付けるつもりだった。実にシンプルで、手っ取り早く、確実な方法だ。

　しかし……たった今、その必要もなくなった。

「あら、そこにいらっしゃいましたのね」

　前方百メートルほどの位置から、炎ほのおのように苛か烈れつな共振が燃え上がったからだ。

　近い。やはりこちらの動向は、すべて把は握あくされていたと見ていい。

「然さ様よう」

　応こたえたのは長身の女だった。長い黒髪かみを後方で結ゆわえ、右目を眼帯で覆おおい、漆黒の外套レザージヤケツトを纏まとっている。そしてその腰こしには、日本刀の鞘さやを提さげていた。派は手で派手しい装いとは裏うら腹はらに、醸かもし出す空気は、古こ色しよく蒼そう然ぜんとした侍さむらいの趣だ。
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「貴女あなたは……」

　己おのが姿を隠しもせず、まっすぐに歩いてくる剣士の姿には、見覚えがある。信じがたいことではあったが……それは昼間、ＮＣ女学院で出会った黒服の女・ノエルだった。

「なるほど、貴女が『七番目セブンス』でしたのね」

「正体を偽いつわり近付いた非礼、お詫わび申し上げる」

「いいえ、お気になさらないでくださいな。当然の策さく略りやくですもの。それで……三み月つきさまから、わたくしについて何か有用なお話は聞けまして？」

「別段、特には。……十二番目トウエルフス──それとも、リリス・グラムと呼ぶべきでしょうか」

「どちらでも構いませんわ、お好きな方を」

「ではリリス……いま、ここで、私と立ち合っていただきたい」

　意外にもノエルは、堂々と決闘を申し込んできた。まさか敵地でこのような申し出を受けるとは思わなかったリリスは、目を見張って沈黙する。

「…………」

「ご心配なく、人払いは万全です。余計な邪じや魔まは入るまい」

　彼女の言うとおり、周囲に人ひと気けはない。足場は整地されたアスファルト、山合いを走る道路だ。見えるものといえば豊かな自然。そして世界最高峰の研究機関の白い建物の群れが、やや離れて建ち並んでいるのみだ。

「身を隠かくす場所は、幾らでもありそうですわね」

「……失敬な。まさかこの私が、伏兵を使うとでも？」

　怒りも露あらわに眉まゆを顰ひそめるノエルを、リリスは目を眇すがめて睨にらみ付ける。

「少なくとも、今までの相手なら当然そうする場面ですわ。貴女あなただけが違うと判断できるほど、わたくしは高潔ではありませんのよ？」

「……そうか、失礼した。貴女の立場なら、疑って然しかるべきなのですね。もっともな話だ。我が身の不明を恥じ、誇りなき同どう胞ほうに代わって詫わびよう。そして誓う、今こ宵よいこれよりこの私は、正々堂々と貴女と戦い、斬きり伏せると」

「……無調整ですのね、貴女は」

　でなければ、こんなに真まっ直すぐな台詞せりふは出てこないだろう。

　組織の洗脳を受けず、自らの誇りと意思で戦う剣士。

　こんなタイプの敵てきは、初めてだった。少しやりにくいが……決して、悪い気分ではない。

「いいでしょう、今回に限り特別に信じますわ。泥どろ臭くさい戦いばかりでなく、たまには涼すずやかな決闘があってもいい──そう思いますもの。それで裏切られるのなら、それこそ恥知らずを蜂はちの巣にして差し上げるだけ。覚かく悟ごはよろしいかしら？」

「むろんだ──感謝する」

　ノエルはゆっくりと歩み寄りながら、幽かすかな微笑を見せた。尋じん常じような勝負の予感に武む者しや震ぶるいする、凄せい烈れつで危険な笑みだ。リリスもまた、静かな微笑を返す。

　双方の距離には、いまだ五十メートル以上の開きがある。

　赤い瞳ひとみと赤い隻せき眼がんが睨にらみ合う。その空くう隙げきで、両者の視線が火花を散らす。

（さて──そうは言ったものの、解げせませんわ）

　油断なく戦闘態勢を整えつつ、リリスは内心の疑問について思考を巡めぐらせる。

　こんな近距離にいたというのに、探たん索さく機能を秘めた指輪はぴくりとも反応を示さなかった。

　装置の故こ障しようか──いや、彼女とはすでに昼間、直接顔を合わせてさえいるのだ。あの時からこちらの正体に勘かんづいていたとするならば、やはり。

（彼女も、抑制機リミツターをつけている？）

　だからこそ、リリスの前に堂々と姿を晒さらしもしたし、指輪の探索機能も効果を発揮しなかった。そう考えれば納得できる。だが……スフィア抑制機リミツターは、加か賀が見みが独自に開発した技術ではなかったか。同様の代しろ物ものをアリスが持っているのはまだ分かる。しかしノエルまでもが使用しているとなると、これは明らかに異常な事態だ。

　瞳に懐かい疑ぎの色を灯ともしたリリスに、ノエルが歩み寄りながら声をかける。

「訝いぶかることはありません。その無ぶ粋すいな指輪の効果は、こちらで無効化させていただきました」

「無効化した……？」

「この島の全域には、元々とある結けつ界かいが張り巡めぐらされていた。それを応用して、指輪の探査機能を妨ぼう害がいしているのです。貴女がその指輪によって隠おん密みつ行動をしていることはすでに周知の事実。我が主あるじが、何の対処もしていなかったとでもお思いか」

　結界などと大おお仰ぎような単語を使ってはいるが、つまり彼女はこう言っているのだ。この島には元々何らかの力場フイールドが形成されていて、現在、力場フイールド本来の用途とは別に、指輪の機能の片方のみを妨ぼう害がいしているのだと。だから指輪を外した瞬しゆん間かん、共振を捕ほ捉そくすることができたのだろう。

「もっとも、貴女の姿を偶ぐう然ぜん目撃するまでは、まさかこの島に侵入されているとは思いもしませんでしたが」

　とすると、やはり妨害できるのは探査機能のみ、抑制機リミツターとしての機能は無事。

　ならばアリスの存在は、まだ敵てきに知られていないはずだ。そして、逆にアリスがリリスの共振を捕ほ捉そくしてしまう心配もない。それなら問題はない。策はそのまま使用可能だ。

「……ずいぶんとお喋しやべりなんですのね。よろしいんですの？　そんなに簡単に、わたくしに秘密の絡から繰くりを教えてしまって？」

「……結構。いずれ貴女の命は今こ宵よい限り。今いま際わに何を知ろうと、さほど意味もありますまい」

　ノエルは十メートルほどの間合いを隔へだてて立ち止まり、体勢を低くした。刀の柄つかに右手を添えた、居い合あいの構えである。

　日本刀。それが彼女の専用武装なのだろう。

　一いつ刀とう一いつ足そくと呼ぶには些いささか以上に離れているが、武器も使い手も、ともに尋じん常じようのものではない。あの相手ならば十メートルの距離などないも同然に、やすやすと常識外の斬ざん撃げきを繰り出してくるに違いない。

　そう確信するに足たる気き魄はくだった。密度を増した大気が張りつめ、凍こおり付いていく。

「凄すごい自信ですのね。恐いくらいですわ」

「貴女あなたこそ、我が間合いの中でその余よ裕ゆう、侮あなどられているのかと心配でならない」

「では、試してみたらいかが？」

「是ぜ非ひもない。いざ──」
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　ノエルの脚が力強く地を蹴けった。十メートルの間合いを瞬しゆん時じに駆かけて、腰こしの刃やいばを抜き放つ。

「勝負！」

　愚ぐ直ちよくなまでに真まっ直すぐな、突進からの抜ばつ刀とう斬撃。美び麗れいな白はく刃じんを煌きらめかせ、専用武装『黒こく蓮れん』がその全ぜん貌ぼうを露あらわにする。刃渡り三尺じやく、『七番目セブンス』の極意コンセプトそのものを刀身に秘めた日本刀だ。

　武装召しよう喚かんの隙すきさえ与えず剣けん閃せんが瞬またたき、狙ねらい過あやまたずリリスの胴どう体たいを両断する。

　あまりにもあっけない幕切れ──いや、手て応ごたえがない。

　剣士が啞あ然ぜんと隻せき眼がんを見開く。

「これは……⁉」

　真っ二つに切断された少女の輪りん郭かくが崩くずれ、紫の霧になって拡散する。恐怖映画等で吸きゆう血けつ鬼きがよくやる魔術のようにだ。

「まやかしかっ」

　ノエルは本能的に危険を察し、その場から飛び退のく。

　着地──ちらりと見れば、あの霧に触ふれた外がい套とうの裾すそが、焦こげ痕あとを残し溶よう解かいしていた。

　酸の霧アシツドミスト。『三番目サード』が使用していた武器・大だい戦せん斧ぷ『イクリプス』の特殊能力だ。統合型たる十二番目トウエルフスは、倒した敵てきの能力を奪うと聞く。

（なるほど、これが噂うわさの……）

　つまり先ほどまで対たい峙じしていた敵は、霧で偽ぎ造ぞうされた幻ダミー。まんまと騙だまされ近付いたものを、溶とかして殺す狡こう猾かつな罠わなだ。いつの間にか、本体と入れ替わっていたのだろう。

　そして本物のリリスは──

「扱いに慣れてくると、この悪趣味な技も便利ですわね」

　声と同時、天空から光の散弾が降り注いだ。リリス本来の武器、白銀の拳銃シルヴイアによる攻撃だ。

　幻影を囮おとりにした上空からの急襲。ノエルはとっさに横にかわした──が、避けきれない。

　被弾。白銀の拳銃シルヴイアが放った光こう針しんが、漆黒の外套レザージヤケツトに極ごく細ぼその孔あなを穿うがっていく。

「ッァァァアアッ！」

　痛みを無視して斬ざん撃げきを放つ。急行下からの蹴けりを狙ねらってきたリリスを、逆袈け裟さに両断する。

　だが、またしても幻ダミー。少女の身体からだが毒どく霧ぎりに変わり、ノエルの身体にまとわりつく。

「小こ癪しやくな……！」

　やむなく大きく飛んで逃れるが、そこにさらなる追つい撃げきが重ねられた。数多あまたの光こう条じようが、弧を描いて迫り来る。追尾弾ホーミング・シヨツト──十二番目トウエルフスが用いる白銀の拳銃シルヴイアは、このように様々な効果を持つ特殊弾を切り替えながら、ヴァリエーションに富んだ弾幕を次々に発生させるのだ。

　さらに件くだんの毒霧による眩げん惑わくを加味すれば、相手取った敵てきは訳も分からぬまま、蜂はちの巣に蹂じゆう躙りんされることだろう。複数の武器の特性をよく弁わきまえ組み合わせた、まさしく必殺のコンビネーションだ。

（手て強ごわい！）

　跳ちよう躍やくのタイミングを狙われたノエルは、内心舌したを巻きながら空中で刀を振るい、ことごとく追尾弾を弾はじいていく。が──その弾速と威力に慣れたころ、僅わずかにできた心の隙すきを衝つくように特殊弾の特性が切り替わる。どこからともなく、リリスの声が響いた。

「バレル『ηイータ』」

（⁉　弾速が──）

　加速弾アクセルシヨツト。一見したところでは追尾弾と見分けがつかないが、数段階に加速しながら直進するという特性を帯びたそれは、この上なく対応が難しい。

　方向転換のできない空中。さらにノエル自身が追尾弾の弾速に慣れてしまっているので、なおさらだ。

　のみならず、発射／加速／着弾という過程プロセスで生まれる僅わずかな『間』があるために、射手たるリリスは、間断ない弾幕でノエルを釘くぎ付づけにしながら、次への布石を打つことさえ可能なのだ。

「……ッ！」

　結果。数多の加速弾アクセルシヨツトをすべて、辛かろうじて防ぎつつ着地したノエルは、息を吐つく暇いとまさえなく背後からの驚異に晒さらされる運びとなった。

「はぁぁッ‼」

　後方から迫る危機を、ノエルは脊せき髄ずい反射以上の速度をもって感知し、振り向きざまに斬ざん撃げきを放つ。攻撃ではなく防ぼう御ぎよのために、刃やいばが翻ひるがえった。

　ガッ──！

　強烈な手て応ごたえ。『黒こく蓮れん』の刀身が受け止めたのは、唸うなりを上げて回転する戦せん斧ぷだった。

　三番目の災厄サード・カラミテイ・大戦斧『イクリプス』。

　振るうたびに酸の旋せん風ぷうを発生させるこのおぞましい斧おのを、リリスはノエルの死角から投とう擲てきしてきたのである。

（なんと凄すさまじい闘法か）

　三番目フエレスが決め技として使っていた攻撃を、ただ真似まねるだけでは飽あきたらず、よりにもよって連れん携けいにまで組み込んでこようとは。なるほど最強とはよくいったものだ。これならば他ほかの改造人間キリングドールたちが、この敵てきに後おくれを取ったのもうなずける。

（だが、この『七番目セブンス』を、そう簡単に討うち取れると思うな……！）

　ノエルは歯を食いしばって踏みとどまり、剣けん柄ぺいを執とる両手に力を込めた。『黒こく蓮れん』の刀身に嚙かみついた大だい戦せん斧ぷは、飛来した勢いをいまだその身に宿したまま、酸の風を生み出している。服と肉が焼ける不快な音が、じゅうじゅうと耳じ朶だを穢けがす。

「おおおおおッ！」

　咆ほう吼こう、裂れつ帛ぱくの気勢をもって刀身を跳はね上げる。必殺の投とう擲てきに、ノエルの気合が打ち勝った。

　ギィン──！

　ついに弾はじかれた大戦斧が、力を失い明後日あさつての方向へと飛んでいく。

　この時点で、大戦斧の投擲動作終了から一・〇八秒の刻ときが経たっていた。そう、いみじくもリリス・グラムが最大最強の砲撃を放つために最低限必要な、充じゆう塡てん時間と同等の刻が。

「ほう──初めから、これが狙ねらいだったのですね」

　遅ればせながらノエルは気付いた。全力で斬ざん撃げきを放った直後である自分がいま、大きく体勢を崩くずしていることに。そしてリリスが繰り出した一連の連携攻撃は、すべてこの一いつ瞬しゆんを作り出すために演出されたものであったことに。

「ええ──」

　周囲に満ちていた毒どく霧ぎりが晴れ、十五メートルほど前方に、リリスの姿が現われる。しっかりと両の足で地を踏みしめる彼女が構える白銀の拳銃シルヴイアは、追加砲ほう口こうを露あらわにしたより攻撃的な形態を取っていた。ノエルに向かって突き付けられた砲口で、白銀の粒子が収しゆう束そく／膨ぼう張ちようする。

「充塡終了チエツクメイトですわ」

　落ち着き払った勝ち鬨どきの微笑。少女の指がトリガーを引き、オメガブラストが発射された。

　いかなるものをも消し炭に変える極大の光こう条じよう。眩まばゆい白銀の奔ほん流りゆうが、爆発的な勢いで迫る。

「────」

　絶望的な光景を前にして、しかしノエルの心中は穏やかフラツトだった。焦あせりや恐怖といった負マイナスの思念はもちろん、ＬＴスフィアの出力を増大させる昂こう揚ようや怒りといった、正プラスの思念さえもが消え失うせていた。

　組織の洗脳を受け、調整を受けた人形でさえ、ここまで徹底した無我には至れまい。

　常じよう軌きを逸いつした集中力を発揮したノエルには、いまや一秒が一年にさえ感じられた。時間とは絶対的なものでなく、あくまで相対的なものでしかないのだと、はっきりと悟さとった。

　無限に引き延ばされた時の中で、彼女はまず、無ぶ様ざまに崩くずれた体勢をゆっくりと整え、そして高く跳はね上がっていた刃やいばをくるりと返し、上段の構えを取る。

「秘ひ奥おうの開帳、お許しください我が主あるじ」

　停滞していた時が、再び動き出すと同時──

　比ひ喩ゆではなく、ノエルの全身が燃え上がった。薙ないでいた精神が激烈に燃焼し、『七番目セブンス』に秘められた特殊機能を起動せしめた。

　属性変異バレルチエンジ。総身から逆さか巻まく烈風とともに噴ふき出した漆しつ黒こくの劫ごう火かが、たちまち『黒こく蓮れん』の刀身を包み込み、一振りの刀の属性を『炎ほのお』へと変異させる。そして炎えん気きを纏まとった剣士は、今こそ超常の武器として新生した『黒蓮』を、上段から一気に振り下ろし──

「ッァァァアアアァァァアアアアアアッ‼」

　見事、光の波濤オメガブラストを空間ごと縦たてに両断せしめた。圧倒的破壊力を秘めた白銀の奔ほん流りゆうは、『黒蓮』の刀身から放たれた斬ざん撃げき波はとでもいうべき剣けん閃せんによって真っ二つに分割され、ノエルを避けてその後方を破壊していく。

　豊かな自然が蹂じゆう躙りんの限りを尽くされ、破壊の音が一段落ついたころ……両者は、いまだ十五メートルの間合いで対たい峙じしていた。

「残念ですわ。綺き麗れいに決まったと思いましたのに」

　息一つ乱さずに、飄ひよう々ひようと嘯うそぶくリリス。決め技を破られたというのに、泰たい然ぜん自じ若じやくとした振る舞いが微み塵じんも揺るがない。あんなものは小手調べにすぎない。口にはせずとも、その態度がそう語っていた。あまりに頼もしい強きよう敵てきぶりに、ノエルの胸が歓喜にざわめく。

「舐なめられたものですね。あの程度の連れん携けいで、この私は倒せない」

「そのようですわね……それに、その姿」

　リリスが訝いぶかるのも無理はない。彼女には、ノエルが『半透明の黒こく炎えん』に護まもられているように見えているはずだ。戦闘状態の改造人間キリングドールは、常時その身体からだから、固有の色カラーで淡く光る粒子を立ち上らせている。この炎も、基本的にはそれと同じものだ。だが、スフィアの出力が一定以上の数値に増大すると、粒子の密度が増し、防護フィールドとしての機能を備えるようになる。

　これが、『半透明の黒炎』の正体である。

　ノエルの主あるじは、こう名付けた。

　粒子防護幕フオトンバリア、と。

　そして、先ほど被弾した際に受けた損傷も、すでに完治している。通常の自己治ち癒ゆ機能では考えられない回復速度は、同様にスフィアの異常出力によるものだ。

　これは、すでに治癒というレベルを越えている。

「復元機能……？　いいえ、さすがにそこまでの速さはない。……せいぜい『再生』といったところかしら。それにしても……誰かさんを思い出しますわね」

　リリスは冷静に、ノエルの性能を分析しているようだった。

「なるほど……その異常な出力を維持したまま、暴走も自じ壊かいもせずに戦闘が可能──それが貴女あなたの特性ということですの」

　そのとおりだった。『通常の数倍の出力を維持したまま、暴走も自じ壊かいもしない』それが、『七番目セブンス』の極意コンセプトだ。ＬＴスフィアの出力は、素体の気力モチベーシヨンに強く依存する。それゆえに精神調整を施された改造人間キリングドールならば、故意に、際限なく出力を上げていくことが可能だ。しかし通常それはやらない。何故なぜなら一定以上に出力を上げると、スフィアの暴走と素体の自壊を引き起こすからである。

『七番目セブンス』はこの問題を、二つの手段によってクリアした。

　一つは、無調整であること。

　洗脳／調整を施されていない素体は、故意に出力を上げられない反面、調整済みの素体に比べ暴走／自壊を引き起こし難にくい。

　そして二つは──

「だいたい分かりましたわ、その絡から繰くりも」

　リリスは、あっさりとそう言ってのけた。

「……私の秘密を見破ったと？」

「ええ、おそらく貴女あなたは、何らかの外部支援を受けている。それがスフィアの暴走を抑制しているのですわ。そうですわね……わたくしの指輪の効果を妨ぼう害がいしている『力場フイールド』の、本来の機能とやらがそれでしょう」

「なんと、まあ」

　感嘆するノエル。

　それで自説が的まとを射たことを察したのだろう。リリスは、揶や揄ゆするように笑んだ。

「ふふ。貴女、正直すぎですわよ。それに、そんなに驚くほどのことではありませんわ。以前、あらかじめ設定された敷地内でのみ、とても厄やつ介かいな特殊能力を発動させる──そういう相手と戦ったことがありますの。拠きよ点てん防衛用に配置された貴女が、それと似たような機能を持っているのは、むしろ必然。つまり貴女は、この島で戦う限り、支援効果を受けて強化される。ブルーエデンの守護者ガーデイアンとは、よくいったものですわね」

「──ご明察です、リリス・グラム。貴女の慧けい眼がんには恐れ入る。しかしそれが分かったからといって、どうするおつもりですか」

「どうするおつもりかって？　そんなの決まってますわ」

　そこでリリスは、驚くべきことに──肩かたをすくめ、武器を消して両手を広げる。

「降こう参さんします」

「は……いま、なんと？」

「ですから、負けを認めると言ったのですわ。……白状してしまいますと、まだ怪け我がが完治していないんですの。あまり無理をして傷が開いたりしたら、たいへんでしょう？」

　しとやかな笑みさえ浮かべ、リリスは自らの敗北を認めた。

　困こん惑わくしたのはノエルだった。この敵てきは、いったい何を考えているのかと。

「そのような戯ざれ言ごとを述べて、それで私が油断するとでも思いましたか」

「いいえ、本心ですわ。だけど勘かん違ちがいしないでいただきたいですわね──わたくしが負けを認めたと言ったのは、正々堂々真っ向から貴女に勝つことを諦あきらめたという意味ですわ」

　つまり彼女は、わざわざこう宣言しているらしい。

　真まっ向こう勝負はこれでおしまい。たった今からは、ずるくやらせてもらう、と。

「そもそも、重要拠きよ点てんに配置されていた貴女あなたが、かつてない強敵だろうことは分かり切っていましたもの。万全でないわたくしが一人で倒しきれるとは、初めから思っておりませんわ」

「一人で……？　何を言っているのです。まさか、貴女に仲間がいるとでも言うのですか」

　確かに、十二番目トウエルフス／リリスが、たった一人で巨大な組織に反逆し、今まで戦って来られたわけはない。後ろ盾だてとなっている協力者がいるのは間違いないが、それでも彼女の言動は不自然だった。これではまるで、自分以外にもノエルと戦えるものが仲間にいるような言い草ではないか。

「ええ、そのとおりですわノエル。ここしばらく、わたくしには、とても心強いお友達が味方してくれていますのよ？」

「では貴女以外に、組織の裏切り者がいると？　私と戦えるほどの？　確かに、心当たりは幾つかありますが……いや、やはりありえない。誰も彼も、とても貴女と共闘するとは思えぬ輩やからだ」

「そうですわね。きっと、貴女がいま思い浮かべた面子メンツはどれもハズレ。だけれど……噓うそではありませんのよ？」

「貴女の話が真実ならば、実に興味深い話です。ぜひともお手合わせを願いたいところだ」

　信じられないという想いを顔に貼はり付けるノエル。

　リリスは弱々しくしなをつくり、演技がかった声色で言う。

「ええ、その願いは、きっと叶かなえられますわ。そう、今こ宵よい、貴女に負けたわたくしは、尻尾しつぽを巻いて逃げ帰って、お友達に泣きつきますの。どうか助けてくださいな、と。ふふっ、卑ひ怯きような敵で、ごめんなさい」

「卑怯だなどと、そのような言い訳は申しますまい。貴女の言葉を借りるならば『当然の策さく略りやく』だ。恥じることはない。しかし──」

　黒こく炎えんを纏まとう剣士は、隻せき眼がんに燃ゆる闘志を込め、敵を見み据すえた。

「初めに言ったはずです。貴女の命は、今宵限りだと」

　断じて逃がすつもりはないと、ノエルは再び攻撃の体勢を取った。燃える刃やいばを下段に構え、口を真ま一いち文もん字じに引き結び、下か肢しに力を込める。

　己おのが最速で突進し、最短軌き道どうで切り上げて首を撥はねる──攻撃重視の、必殺を期した構え。

　斬きりつけるタイミングを計るノエルの前で、リリスは余よ裕ゆうの態度を崩くずさない。

　武器さえ出さず、指を一本唇くちびるに当てて片目を瞑つむり、艶つやめいた笑みを見せる。

「わたくしも言ったはずですわ、卑ひ怯きような敵てきでごめんなさい、と。御存知かしら、貴女あなたの弱点は、そのあまりにも真まっ直すぐな性格と、真まっ向こう勝負に拘こだわる高潔さですのよ。ですから武器を捨てたわたくしに、問答無用で斬きりかかれない。きっといずれ……それが命取りになりますわ」

「抜かせっ！　──な……⁉」

　今まさに突とつ撃げきへの一歩を踏み込まんとしていたノエルは、凝ぎよう然ぜんと目を剝むいた。

　銀ぎん髪ぱつの少女の輪りん郭かくが薄うすくぼやけ、夜に霧散していく。しなやかな指先が、純白のワンピースが、そして輝くばかりの銀髪が、さらさらと煌きらめく霧きりと化して溶とけていく。

「幻、またしてもそれか……⁉」

「趣がありますでしょう？　吸きゆう血けつ鬼きみたいで。──それではノエル、今夜はこれで退散させていただきます。貴女の心臓は、次にお会いしたときまで預けておきますわ」

「く……！」

　ノエルの意に沿わぬ形で、あっけなく今こ宵よいの決闘は終結を迎える。

　十二番目トウエルフスＶＳ七番目セブンス──敗者たるリリスは、輝く霧の残ざん滓しだけを残し、鮮あざやかに撤てつ退たいしていった。
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　ブルーエデン北区画──『第七研究室』メイン研究所。

　その一室を、ノエルは主あるじよりいただいている。

　慎つつましやかな六畳じようの和室。がらんとした畳たたみばりの空間に、ぽつんと一枚の座ざ布ぶ団とんがあるばかり。窓に嵌はまった障しよう子じ戸どを開ければ、闇やみ夜よの静せい謐ひつが佇たたずんでいる。

　日本かぶれの彼女にとっては、ここがもっとも心安らぐ空間だった。主たるエレノアは、無調整であるノエルの精神安定のために、やむを得ず用意してやった部屋であると豪ごう語ごして憚はばからないが、そこには些いささか以上の温情と気き遣づかいが隠かくされているものと信じている。

　そんな愛いとしき私室にて、ノエルは背筋をぴんと延ばし、座布団の上に正座をしていた。眼前の畳に直接でんと置かれているのは、いまやめっきり見かけなくなった黒電話だ。

　彼女は今の今まで、三み月つきと電話をしていたのだった。

「……なんと。もうこのような時間ですか」

　柱時計を一いち瞥べつすれば、すでに零れい時じを回っている。ずいぶんと長電話をしてしまったようだ。

　三み月つき。先日出会ったばかりの、年下の少年。

　男性だと分かった今でも、妹のように可愛かわいく思う。

　男らしからぬとはいえ、異性とこれほど会話をかわしたのは本当に久しぶりだった。

　彼に対してこの身が拒絶反応を起こさないのは、三月が女性らしい姿・性格をしているからというよりも……たぶん『彼』とまったく似ても似つかないから、彼を連想させる要素が何一つないから、かもしれない。

　彼。ノエルを庇かばって死んでいった、愛いとしく恨うらめしい彼。

「…………」

　まともに男性と接することができなくなってから、もう何年が経たつだろう。

　幼少時代をともに過ごした彼が亡くなったのは五年前……。

　それから二年の時が経ち、エレノアと出会い、彼女に命を救われて。

　さらに三年の月日を重ねた。

　それが長いか短いかは判断が付かないが、ともかく三年の間、ノエルはエレノアの忠実なる下げ僕ぼくとして仕つかえてきたのだ。彼女の剣けんとなり楯たてとなり、そばに侍はべって護まもってきた。

「……だというのに、いまだ私は──生きているのですね」

　ぽつりと零こぼす。

　片かた眼めを喪うしない、恋人を喪い、それでも無ぶ様ざまに生き延びてしまった自分。

　瀕ひん死しの身体からだを仰ぎよう々ぎようしい医療機械に繫つながれて、何もできず、病で少しずつ死んでいくしかなかった自分。

　彼の希望を打ち砕くだいておいて、このまま何もせずに死んでしまうわけにはいかない。

　彼の犠ぎ牲せいに報いるために、自分は『何か』を成し遂げねばならない。

　それを完かん遂すいするまでは、断じて死ぬわけにはいかない。

　苦しんで死ぬのは構わない。ただ、こんなふうに無意味に死ぬのだけは御ご免めんだ──

　動くことも声をあげることもできず、ずっとそれだけを想っていた。

　自ら死を選んだはずの自分は、いつしか呪のろうように生を願っていた。

　そんな日々が二年続いた。

　やがて傷は癒いえ、病は進行し、抗あらがいがたい苦痛の中、執しゆう念ねんだけで生き足あ搔がいていた日々。

　エレノアと出会ったのは、そんな時だった。

《なあおまえ──このまま死ぬのと、私に魂たましいを寄越すのと、どちらがいい？》

　それが、初めの一言。

　いまよりもさらに幼おさない容よう貌ぼうをしていた主あるじは、ノエルに新しい命と役割を与えてくれた。

　そして──ずっとずっと、家族のようにそばにいてくれた。

　だから……彼女を護って死ぬのなら、なかなか悪くない死に様ざまではなかろうか。

　装置スフイアの効果などなくとも、戦って死ぬのは恐くない。無む為いに死ぬことだけが恐ろしい。

　そう、大切なのは、命の使い道。

　もう誰かに護まもられるのは嫌いやだった。できるなら、誰かを護って死んでいきたかった。

　湧わき上がるこの想いの正体は、たぶん──復ふく讐しゆう。

　逆さか恨うらみ。

「は……なんという邪よこしまな」

　自己嫌けん悪おが胸に突き刺さる。いかに忠義を尽くそうと、高潔を装おうと、結局のところ、自分の根源はそこに行き着く。この心は、いまも暗い呪のろいに囚とらわれたままだ。

「……だから、望むところなのかもしれませんね」

　死力を尽くし強きよう敵てきと戦うことこそが、ノエルの本ほん懐かい。たとえば、あの十二番目トウエルフスのような。

　今夜の戦闘に想いを馳はせ、思考を切り換える。

　十二番目トウエルフス／リリス・グラム。

　護るべきこの島に侵入した強力な敵。今夜は取り逃がしたが、次はない。

　必ず仕留める。

　十二番目トウエルフスとの決闘──その顚てん末まつについて、早急に主あるじに報告し、指示を仰あおがねばならない。

　リリスが言っていた仲間とやらも気になる。むろん相手が学生に紛まぎれている以上、迂う闊かつに手出しはできないが……

「む」

　黒電話がかしましい着信音を鳴らし始めた。見た目は古めかしい旧型だが、その中身は館内通信網に繫つながる最新式である。

　受話器を取ると、不ふ機き嫌げんそうなエレノアの声が聞こえてきた。

「ノエルか？」

「主、お昼寝をされていたのでは？」

　昼間──ＮＣ女学院にて、ノエルが三み月つきとの買い物から戻ると、なんということかエレノアは、あの九く条じよう院いんアリスという女生徒に泣かされていた。

　どうやらエレノアは、三月とノエルとを二人きりにさせるべく（リリスについての情報を聞き出すためにだ）気を遣つかってくれたらしいのだが、どうにもそれがアリスの気に障さわったようなのだ。

《なれなれしい？　当然でしょう、だってこの人は私の婚こん約やく者なんですから》

《ねえ、三月くん？　貴方あなたは私のものでしょう？》

　九条院アリス。

（ふむ──嫉しつ妬と、ですか）

　ノエルと三月の仲を勘かん繰ぐるなど、まるで見当違いではある。だがまあ、相手があの三月では、彼女がやきもきするのも分からなくはない。

（ですが、許せません）

　あの時、主あるじの元に帰還したノエルが見たものは、アリスの指で無理矢理口を広げられて泣きべそをかくエレノアの姿だった。そしてとても楽しそうに子供を苛いじめるアリス。

　当然ノエルがその場に怒鳴り込むのは必然であり──それはもう揉もめた。たいへん揉めた。

（なんと大人おとなげない娘むすめでしょう。お可哀かわい想そうに……）

　大泣きしたエレノアは、泣き疲れてそのまま眠ねむってしまったのだった。

　回想終了。電話口から、エレノアの声が聞こえてくる。

「さっき起きたところだ。おかげでこんな時間に眼めが冴さえてしまって、眠ねむれなくなったぞ。どうしよう……お化ばけが来たら、連れて行かれるかもしれぬ」

　本当に困っているのが伝わってくる言い方だった。

　お化け──天才的な頭脳を誇ほこる少女の、数少ない弱点である。

　どれほど優れた頭脳を持っていようと、幼おさないエレノアにとっては、夜は恐ろしいものなのだろう。不安のせいか、口調が少し年とし相そう応おうのものに戻りつつある。自分の幼いころを思い返してみれば、とてもよく分かる。深夜の病院はしんと静まりかえっていて、薄うす暗ぐらい廊ろう下かに出ると、たいそう不気味だったものだ。

「なにを弱気な。お化けなど、この私が斬きり捨てて差し上げましょう」

　元気づけようとしたノエルだったが、受話器から帰ってきたのは泣きそうな声だった。

「……だって。昼間、あの金きん髪ぱつがな、恐い声で言ったんだ。貴女あなたのような生意気な口を利く子供は、お化けに連れて行かれてあの世行きですと。幽ゆう霊れいからは誰も護まもってはくれないと」

　我が主になんてひどいことを吹き込むのかと、ノエルは憤いきどおった。

「そのような者の言うことなど、真まに受けることはありません。幽霊だろうと吸きゆう血けつ鬼きだろうと関係ない。どのような相手からであろうと、私は必ず貴女を護ってみせる。これまでどおり。違いますか、我が主」

「……違わない」

「ならば、怯おびえる理由はなにもない。貴女には、私が付いているのですから」

「……ん」

　泣きそうな吐と息いきが少しずつ収まっていく。

（早くお側そばに馳はせ参じねば）

　ノエルは、もういても立ってもいられなくなっていた。

「いま、お部屋にいらっしゃるのですか？」

「うん」

「もしよろしければそちらに伺うかがいます。大事な報告もございますので」

「そうか、分かった。早く来てくれ、早く。……トイレに行きたくなってきたから」

「一分で参ります！」

　ノエルは全速力で部屋を飛び出した。




　　　　　　†




　翌日──スクールステイ三日目の朝。

　ブルーエデンの空港に、一人の少女が降り立った。

　ずっしりとした厚底ブーツ、ひらひらフリルのパラソル、ピンクのキャミソールにミニスカートという涼しげなロリータファッション。ツインテールに結ゆわいた髪かみを縦たてロールにしている。

「ふふん」

　小こ悪あく魔まのように唇くちびるを歪ゆがめたのは、皇こう城じよう瞑めいであった。

　彼女は憧あこがれの九く条じよう院いん先せん輩ぱいと夏のバカンスを楽しむべく、この島までやって来たのである。

　本当なら皇城家の権限をフルに使ってアリスと同じ飛行機に乗る予定だったのだが、姉が参加する陸上大会の日程と重なってしまったために、やむなく三日遅れる羽は目めになってしまったというわけだ。ちなみに瞑の姉、瑠る璃りは見事に優勝を飾ってのけた。

　健康的な汗を流して笑う姉の自じ慢まんげな顔を思いだし、瞑は「ふんっ」と鼻を鳴らす。

「はぁ～あ、せっかく姉ねえさまが無ぶ様ざまに負ける姿を見て嗤わらってやろうと思ってたのに、期待はずれでしたね。こんなことなら、やっぱり九条院先輩と同じ飛行機に乗ればよかったですよう」

　などと愚ぐ痴ちりながら、くるりとパラソルを回す。

　南国だけあって、ずいぶんと日差しが強い。

　携帯電話でアリスと連絡を取った瞑は、先輩方と同じホテル『セントラルブルー』にチェックインした。部屋に荷物を置いてから、すばやくビーチ用の軽装に着替え、海へと向かう。

　リゾートホテルは島の南側に集中しているから、ビーチまでは歩いてすぐだ。ブルーエデンが誇ほこる天然の砂浜──さらにブリッジを渡った南区画サウスブロツクには、人工砂浜や豪ごう華かなプール施設などがある。

　アリスと待ち合わせをしたのはホテルから最も近い天然砂浜『セントラルビーチ』。

　どこまでも広大な青い海と空──白い砂浜には南国植物が生おい茂り、水着美女が闊かつ歩ぽする。どこからともなく独特のミュージックが流れ、設営されたステージでは褐かつ色しよく肌はだの踊おどり子たちがフラダンスを舞い踊っている。

　青の楽園の名に相応ふさわしい、実に目に楽しい景観であった。

　そんなビーチを見渡していた瞑は、

「あ──」

　目印として教えられていた赤い屋根のスナックスタンドのそばに、目ざとくアリスの姿を発見した。ぶんぶんと手を振って走り寄りながら、自分の存在を可愛かわいくアピールする。

「せんっぱぁ～～～～い♪」

「お──う、皇城。おまえも来たのか！」

　片手を挙げて真っ先に応こたえたのは誠人まことだった。

　そんな彼を、アンタじゃないですよとばかりにガン無視し、瞑めいはアリスに近付いていく。

「……おーい」

　哀あわれ笑顔を引きつらせて固まる誠人。まぁ、いつもの光景ではあった。

　その場にいた瞑の顔見知りは、アリス、誠人、怜れい奈なの三人。皆、水着の上にＴシャツなどを被かぶっただけの軽装だ。瞑は大きな瞳ひとみをキラキラ輝かせてアリスと向き合った。

「おはようございますっ、九く条じよう院いん先せん輩ぱい♡」

「はい、ご機き嫌げんよう瞑さん。それにしても、ちょうどいい日に来ましたね、貴女あなた。これからビーチでミスコンテストがあるんですよ。よかったら、貴女も参加しませんか？」

「へっ……？　あの、つかぬことをお聞きしますけど、九条院先輩？　貴女もってことは……まさか九条院先輩も参加されるんですか？」

「ええ、そのつもりです」

「わぁっ、そうなんですかっ！」

（ふぁぁ……ミスコンテストに参加するってことは……ですよ？　つまり先輩の水着は、スゴイ大だい胆たんなやつに決まってるわけですよねっ⁉　きゃぁぁぁあぁあん⁉）

　瞑は真まっ赤かに染まった両りよう頰ほほに掌てのひらを当て、ハアハアと身もだえする。

　後こう輩はいの奇き態たいを目撃したアリスは微び妙みようにうろたえた。

「ど……どこか具合でも？」

「いいえっ！　何でもありませんっ！」

「そうですか？　なら、いいんですけれど。で、どうします？」

「でもでも。先輩が参加するんじゃあ、わたしなんかが出たって勝ち目がないですよう」

　まったくの本心から言うと、アリスはきわめて自然に「そうですね」と頷うなずいた。

「だけどこのままではあまりにもあっさりと勝ってしまいそうで……正直、つまらないんですよ。困ったものです、相手になりそうなライバルが一人もいないというのもね。貴女くらい可愛かわいい子がでてくれるのなら、少しは盛り上がるかと思うのですけれど」

「先輩がそうおっしゃるのなら……」

　瞑は照れながらも首しゆ肯こうした。どうしよう、可愛いって言われちゃった。

　脇わきから怜奈が口を挟はさむ。

「どうだかな。審査員が全員ロリコンとは限るまい」

　その場の空気が凍こおり付く。アリスと瞑、プロポーションがお子様な二人が怜奈を睨にらんだ。

「へーえ？　何が言いたいんですか、怜奈さん」

「ふふ、分からないのか九条院さん。リリスさんがいなくなったいま、優勝するのはわたしだということさ。なあ、誠人もそう思うだろう？」

「無理だろ」

「…………」

　わずか四文字で否定された怜れい奈なは、その場でしゃがみこんで砂を弄いじり始めた。

　そんな無む惨ざんな光景を尻しり目めに、瞑めいがアリスに問う。

「あれ？　もしかしてあの銀ぎん髪ぱつの先せん輩ぱいも出るはずだったとか？」

「だったんです。だけど彼女、朝から急用があるとかで、どこかに出かけてしまったんですよ」

「じゃあきっと、九く条じよう院いん先輩に恐れをなして逃げちゃったんですね」

「……そういうことでしょうね。せいぜい、あとでバカにしてやります」

　意地悪そうに嗤わらいながらも、アリスの表情からは釈しやく然ぜんとしないという感情がうかがえた。

　おそらく本来ならばこのミスコンとやらは、リリスとの勝負のための舞台だったのではないか。そうでもなければ、恥ずかしがり屋の先輩が観衆に水着姿を披ひ露ろうしようなどとは考えまい。

　だとすれば。

　勝負の相手がいなくなって、盛り上がった気分に水を差されたような気分になっているのかもしれない。

（なら、早く話題を変えて、先輩のお気持ちを慰なぐさめてさしあげないとっ）

　そう考えた瞑が咄とつ嗟さに選んだ話題は、皮肉にも大だい嫌きらいな恋こい敵がたきのものだった。

「そういえば鬼おに百合ゆり先輩って……今日はどうされたんですか？　お姿が見えないようですが」

「あら、気付きました？」

　三み月つきの話を振った瞬しゆん間かん、楽しげに表情をほころばせるアリス。

（むーっ）

　狙ねらいどおりではあるのだが、やはり悔くやしい気持ちもある。

　先月も──落ち込んだアリスを立ち直らせるために、忌いま々いましくも彼に頼るしかなかった。

　認めよう。あの時点では、三月の方が瞑よりアリスに相応ふさわしかった。

（けどっ、勘かん違ちがいしないでくださいよねっ。まだまだこれからなんですからっ）

　そう今はまだ、出会ったばかりでハンデがあるというだけのこと。

　あんなへたれ男なんかに、負けてたまるものか。

　決意を新たにする瞑の前で、アリスは「うふふー」と意味ありげに含み笑いを零こぼす。

「三月くんは、今日お休みなんですよ、瞑さん」

「お休みというと、風邪かぜでも引かれましたか？」

「そういうわけではないんですけど……ふふ」

　そうやってご機き嫌げんな様子のアリスは、瞑の問いかけをひらりひらりとかわしてしまう。

　そのときビーチを賑にぎわせていた音楽が止まり、ミスコンテストの案内が（共通語と日本語で順番に）流れてきた。参加者は指定の場所に集まってくださいという内容だ。

「では。誠人まことくん、私たち、ちょっと行ってきますね」

「ああ、俺おれはここで応援してんよ」

　誠人まことはアリスに向かって頷うなずいた。

　アリスが建物の陰に向かって、意地悪そうに呼びかける。

「ほーら、いつまで隠かくれてるつもりですか？　いい加減覚かく悟ごを決めなさい」

「……ぅぅ」

　建物の陰からおずおずと姿を現わしたのは、長い黒髪の美少女だった。セパレートの水着姿。恥じらうように、見事にぺったんこな胸と、股こ間かんを隠すスカートを手で押さえている。スレンダーな小麦色の肢し体たいに、純白の水着が恐いくらいに似合っていた。

　さらに舞台は砂浜だ。まさしく南国の美少女という風情である。

　あっという間に見とれてしまった瞑めいは、ごくっと生なま唾つばを飲み込んでしまう。

「はわぁぁ……っ、せ、せんぱ……こちらは、どっ、どなたですかぁ……？」

「誰だと思います？」

「え？　まさか同じ学校の方……でしょうか？　そんなはずは」

　こんなに可愛かわいい先せん輩ぱいがいるなんて、瞑が知らないわけがない。だけど、どこかで見たような気は確かにするのだ……どういうことだろうか。

　アリスは口元に手を添え、くすりと笑った。

「いいえ？　こちらで知り合ったお友達なんですよ。ね？　……ええと、ラビさん？」

「も、もぅ。アリスったら、また適当なこと言ってぇ」

「あら、何か言いましたか？　ラビさん？」

「…………」

　ラビと呼ばれた黒くろ髪かみの美少女は、顔を真まっ赤かにして俯うつむいた。そんな気弱そうなところがまた、ぞくぞくと瞑の劣れつ情じようを誘う。

　アリスとはまた別のベクトルで、瞑の好みを直撃する女の子だった。

（ちょ、これはヤバイですよ⁉）

　ほんのちょっぴりだけ、浮気してしまいそうなくらい。

　さっきまで話していた三月の話題なんて、もう忘ぼう却きやくの彼方かなたである。

　さっそく自己紹介をする瞑。甘えるような媚こび媚びの声で、

「初めまして♪　皇こう城じよう瞑と申します♡」

「よ、よろしく」

　ラビは引きつった笑顔で答えてくれた。瞑はアリスに問う。

「あの……もしかして、こちらのラビさんも……」

「ええ、ミスコンに参加してもらおうと誘っているところだったんです。なかなか面白そうでしょう？」

「はいっ！　それはもう素す敵てきすぎますようっ！」

「そうでしょう？　なのに彼女、恥ずかしがってなかなか『うん』と頷うなずいてくれないんです。瞑めいさんからも説得してみてくれませんか？」

「そんなあ、絶対出るべきですよ。そんなに水着がお似合いなのに、もったいないです。……ね？　一緒に出ましょうよぉ」

　ラビになかば抱だきつくようにしておねだりをする瞑。この人は押しに弱そうだから、強引にアタックするくらいでちょうどいいという打算である。

　寄り添われたラビは、何故なぜかドギマギと慌あわて始めた。

「いやあの、でもほら、アリスが出るんだから、僕なんかが出たってさ……」

「参加するだけでも、じゅーぶん意義があると思います！」

（主に目の保養とか♪）

「もちろん出るからには全力を尽くさないとダメですよ？　そのフリル水着も可愛かわいらしいですけど、ちょっと子供っぽすぎます。オトナの色気がまったく足りてませんってば。そうですねえ……せめてこのくらいじゃないと♡」

　言いながら──瞑めいはＴシャツの裾すそをめくりあげて、チラリと自分の水着を見せてあげる。

　ちょっぴりアダルトな、スーパーローライズビキニ。

「えへっ、どうでしょう？」

　上うわ目め遣づかいで聞くと、ぽわわんとした笑顔が返ってきた。

「いいんじゃない……かな？」

「嬉うれしいですっ。と、いうわけで──」

　瞑はさりげなくラビのスカートを摑つかんで、ぐいっと引っ張る。

「取っちゃいましょうよ、これ、さあっ」

「ちょっ、やっだめ！」

　涙なみだ目めで股こ間かんを押さえ、黒髪かみの美少女は必死で抵抗する。瞑はさらに力を込める。

「でもでも。やっぱり脚の付け根まで見せないと、お色気のレベルがですね」

「ダメだってばぁっ‼　これは取っちゃらめぇ──⁉」

　そんな二人のやり取りを──アリスが笑いを堪こらえて眺めていた。




　　　　　　†




　セントラルビーチのステージで、水着コンテストが開催された。参加者はおよそ四十人ほど。その半数ほどが飛び入り参加者だろう。この手のミスコンテストは恒こう例れいのイベントで、さほど珍めずらしいものでもないが、現地のテレビ局などもきている様子だ。

　男女問わず、大勢の見物人が集まってきていた。

　その中に、ノエルに肩かた車ぐるまするエレノアの姿があった。ノエルはいつでも臨戦態勢に入れるよう、昨さく夜やと同じ漆黒の外套レザージヤケツト姿。サングラスは外し、眼帯のみを右目に嵌はめている。リリスに正体を明かしたいま、もう『赤い瞳ひとみ』を隠かくす必要はない。

　そして竹刀しない袋ぶくろに隠した固定武装『黒こく蓮れん』を背に担かついでいた。『例のシステム』による外部支援は、いまもノエルの出力を二倍以上の数値に引き上げている。

　対してエレノアは、お子様らしいワンピースの水着姿。

　晴れやかな笑顔でイルカの浮き輪など抱かかえている。

　エレノアはステージに目を向け、順番に水着姿を披ひ露ろうする美女たちを興味深げに眺ながめつつ、

「くっく、優勝賞品は五万ドルの商品券だとさ。おまえも出ればよかったのにな」

「ご冗じよう談だんを、隻せき眼がんの醜しこ女めなど見るに堪たえぬでしょう」

　僅わずかに視線を上げ、すげなく答えるノエル。

「そんなことはないさ、おまえは可愛かわいいよ。三み月つきといったか？　あの少年だって間違いなくそう言う」

「はあ、そう……なのでしょうか。ところで主あるじ、どうしてそこで彼が出てくるのです？」

　自覚がないらしい。この天然無む垢くっぷりはいつものことではあるが、少々歯がゆい。

　まったく仕方のないやつだと、さながら年下の娘むすめを見守るように、苦笑を浮かべるエレノア。

「いっそ、主が出場すればよろしいのでは？」

「私がか？」

　面白そうに問い返すと、ノエルは満面の笑顔で頷うなずいた。

「ええ、貴女あなたの水着姿はたいへん可愛らしい。あのような年とし増まどもに、後おくれをとるものではありますまい」

「……じゃあ、次は出てみるかなあ」

　まんざらでもない様子で、うっとりと妄もう想そうを広げる。ステージの中央でくるりとターンすると、エレノアの水着姿に見み惚とれた観客たちが盛大な歓声を──

（うむうむ、苦しゅうないぞ）

　にんまり。

「ところで主、本当によろしいのですか？　敵てきが島に侵入しているというのに、こんなところに来ていて」

「ほう、それをおまえが言うのか？　あの少年から、ミスコンテストの見物に誘われたのだと惚のろ気けておったのはおまえだろうに」

「ですからそれは断ったと」

「バカ、あんなさも行きたいですみたいな顔で言われたら、連れて行かぬわけにはいくまいよ」

　ノエルの親みたいなことをいうエレノア。

「ですが危険です、敵は私や貴女の顔を知っているのですよ？」

「だから大人おとなしく研究所に閉じこもっていろと？　どこにいようとたいして変わらんさ。いずれ、おまえのそば以上に安全な場所などない」

　当然のように主張すると、ノエルは黙り込んだ。

「それにリリス・グラムには人形どもを貼はり付けてある。皇こう城じよう学院の生徒たち全員にもだ。ヤツに仲間がいるとするなら、まず間違いなくその中にいるはずだからな。ヤツの動向はこちらに筒つつ抜ぬけだよ。ちなみにリリス──十二番目トウエルフスは、数分前、人形どもの追跡を振り切って姿を眩くらましているそうだ。おまえが共振を感じていないところを見ると、この周囲にはいないだろう。まあ……何を企たくらんでいるのかはしらんが、まさかヤツとてこの人混みに砲ほう撃げきを撃うち込んだりはすまい」

「しかし彼女は、遠えん隔かく狙そ撃げきを得意としています。人知れず、こちらをピンポイントで狙ねらうことも可能でしょう」

「そうだな。狙ってくるかもしれないな。だが、それがどうした？　何か問題でもあるのか？」

　ノエルは少し考えるそぶりを見せてから、あっさりとこう言った。

「いえ、何一つ問題ありません、主あるじ。私にも貴女あなたにも、彼女の銃じゆう弾だんなど届かせはしない」

「そういうことさ。すでに打てる手は打った。あとは相手の出で方かたを見てから対処しよう。おまえふうに言えば『果か報ほうは寝て待て』というヤツだな。それに──だ。せっかくおまえに友達ができたんだ、少しくらい遊んだって私は怒らないよ」

「あ……ありがとうございます」

「ああ、気にするな。で──さっきから探してるわけだが、あの少年、見あたらんなあ」

　そのときだった。

　わああっ──！

　ステージに新たな参加者が現われるや、観客たちが一いつ斉せいに盛り上がった。オーディエンスの歓声は審査員が優勝者を選別する重要なファクターである。

　これはどうやら──優勝候補だ。

　そう判断したエレノアは三み月つきを探していた視線を、ステージの上に振り向ける。

「ぶっ⁉」

「ああっ⁉」

　エレノアとノエルは、目を見張って驚きよう愕がくし、ゲホゴホとむせた。

　自分たちが探していた人物が、ステージ上に突っ立っていたからだ。

　しかも──可愛かわいらしい水着姿で。

「真しん性せいの変態かヤツは⁉」

「お待ちください主！　決めつけるのは早計だ！　本人の証言によると女装は彼の趣味ではないという話だったのですよ⁉」

「いやいや！　ウィッグまでつけて、どう見ても気合十分、優勝する気まんまんだろうが⁉」

　黒髪かみの水着美少女に扮ふんした三み月つきは、パフォーマンスタイムだというのにたいした動きも見せず、ステージの中央で恥ずかしそうに佇たたずんだままだ。かちかちに緊張してしまっている。

　だが──そんな彼（彼女？）の仕し草ぐさが、観客たちの目にはこれ以上ないパフォーマンスとして映っているらしかった。

　わああああああああっ──‼

　大だい盛せい況きようである。

　そこで、びゅうっと強い風が吹いた。

「きゃぅ」

　か弱い悲鳴を漏もらした三月は、白い水着の股こ間かん部（フリルのマイクロミニスカート）を、涙なみだ目めで押さえ込む。あざとく媚こびを売っているわけではない──まったく自然に、そういう仕し草ぐさを取っているのである。女であるエレノアの目から見ても、たいへん魅み力りよく的てきな姿ではあった。

　だが間違えてはならない、アレは男だ。

　強風に煽あおられ、黒髪美少女の内うち股またで頼りないスカートがチラリズム。

　あらゆる意味で危険すぎる絶対領域であった。破られた瞬しゆん間かんに、すべてが破滅する。

「ああ……風が、風が……」

「うう……心臓に悪いなあ。葉っぱ一枚で隠かくしてるようなものじゃないか。本当に分かっているのかヤツは、テレビ局も来ているのだぞここには。一歩間違えれば、この場の観客のみならず、お茶の間の皆さんにまで精神的外傷トラウマを与えてしまう」

　ハラハラと見守っていた二人は、ようやく三月が引っ込んだあとで、深々とため息を漏らしたのである。

「はあ……ほっとしました。いったい何をやっているのですか、あの御お方かたは」

「というか私は、このままではヤツが優勝してしまうんじゃなかろうかと心配でならん」

「……ありえますね」

　複雑な表情で黙り込む二人。

　三月の登場によって熱気を増した会場で、次々に水着美女が現われては消えていく。

　その中には、幾つか見知った顔も混じっていた。女学院に通う生徒たちや、昨日きのう学院で会った長身の少女などだ。だが、いまだに三月ほどのインパクトを与えたものはいない。

　そして──

　わあああああああああっ──‼

　三月登場以来の大歓声。

「あっ！　あいつ⁉」

「彼女は……三月の」

　三月の婚こん約やく者だという金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少女、九く条じよう院いんアリスであった。

　ゴシックロリータ風のセパレーツ水着が、誂あつらえたように似合っている。

　黒を基調に、白のフリルというベーシックなスタイル。首には宝石の嵌はまったチョーカー、二の腕うでにはフリルの腕輪。コルセットを嵌めたように腰こしがきゅっとすぼまっていて、胸の中心からおへそのあたりまでを大だい胆たんに露ろ出しゆつしている。

　輝くような金きん髪ぱつと、気の強そうな碧へき眼がん。やや幼おさなさを残した白く高貴な肢し体たい──

　自らの容姿の特性を、なるほど見事に弁わきまえたコーディネイトだといえよう。

　耳まで赤く染まりながらも、アリスは姫ひめ君ぎみの風格を纏まとってステージ中央に進み出た。

「…………」

　圧倒的な存在感に吞のまれ、あれほどざわめいていた観衆が静まりかえる。

　そんなカリスマを振りまく少女の姿を眺ながめながら、エレノアは奇き妙みような既き視し感かんに囚とらわれていた。

（昨日きのうから訝いぶかってはいたが……やはりだ。こいつの顔、どこかで見たことがあるような……）

　この自分がすぐに記き憶おくを引き出せないというのなら、本人と会ったことがあるというわけではなかろう。似ている誰かに会った──いや、もっと薄うすいか。顔を資料か何かで見たことがある程度の関係……か？　だとすればそれはいつ？　どこで？

　エレノアは高速で思考を展開する。連想ゲームのように単語を繫つなげていく。

　九く条じよう院いんアリス。名前からするとハーフか？　九条院──日本の名家。

　九。金きん髪ぱつ碧眼の女。金色の九尾ナインテール──狐の尻尾フオツクステール──狐フオツクス。

（！　思いだした！）

　エレノアが、ラミア・フォックス博士の顔と名前を閃ひらめいたとき──

　音もなく、空間に銀色の切れ目のようなものが奔ほとばしり、

「⁉」

　次の瞬しゆん間かん、アリスの首に嵌まっていたチョーカーの宝石が、突然砕けた。

　続いて、パァン！　と快音を奏かなでて大気が弾はじける。

　アリスとノエルを隔へだてる虚こ空くうで、見えない圧力がぶつかり合ったかのように。

　両者は鏡写しのように同じ動作で左胸を押さえる。表情はともに苦痛。

（なんだ──？）

　そう思う暇いとまもあらばこそ、一秒前まで肩かた車ぐるまの体勢だったはずのエレノアは、ノエルに覆おおい被かぶさられるような形で庇かばわれていた。

「ノエル⁉」

「敵てきの狙そ撃げきです！　それも私たちを狙ねらったものではない。これは──馬鹿な！」

　パァン！　再び大気が爆はぜる。一度だけではない、大音量の爆ばく竹ちくが一いつ斉せいに破は裂れつしたような轟ごう音おんが連続して鳴り響き、音に連動してあちこちで金と黒の火花が弾はじけて消える。

　この映像を一言で表わすのなら最も近いのは『騒霊現象ポルターガイスト』だ。

　カメラや照明が次々に割れ、かまいたちのような衝しよう撃げき波はが人々の肌はだに裂れつ傷しようを刻む。南国の木々が頭を振り乱し、わけも分からず逃げまどう人々の悲鳴と怒号がその場を支配する。

「まさか……共振反応エコーか、これは⁉」

　エレノアの驚きよう愕がくも無理もない。

　敵てきの出方を見る腹はら積づもりではあったが、これほどの異常事態は想定外だ。

　出力が拮きつ抗こうした複数のスフィアが至近距離に存在する場合、共振反応エコーには物理的な余波が発生することが確認されている。触ふれ合った手が弾はじかれる程度の、軽けい微びなものだ。

　なのに、この有様はどうしたことだ？

（異常な大出力同士の共振）

　外部支援を受け、通常の二倍以上の出力を誇る『七番目セブンス』と拮抗する何かが、すぐそばにいる。理屈は分かる。分かるが、にわかには信じがたい。

　そうしているうちにもパニックは悪化の一いつ途とを辿たどっていた。共振反応エコーは元来、人を拒絶し遠ざける性質を有している。それをこの高密度と至近距離で浴びれば、精神に恐きよう慌こうをきたす者が出てもおかしくはなかろう。実際エレノアも、かなりやばい。ちょっぴりおしっこが漏もれた。

「むうぅ」

　何が起こっているのか理解できているからこそ、辛かろうじて耐えられているのだ。

　半ば錯さく乱らんしかけた群衆が、蜘蛛くもの子を散らすように会場から遁とん走そうしていく。あるものは転び、あるものは踏み付けられ、あるものは突然切り刻まれた肌はだを押さえて泣き喚わめく。ノエルが覆おおい被かぶさってくれていなければ、エレノアも大怪け我がをしていただろう。

（くそっ！）

　砂の上に寝そべって、ノエルに庇かばわれながらエレノアは問う。

「どこだ──敵はどこにいる」

「ステージの上です、主あるじ」

「まさか……！」

　そのまさかだ。ノエルの視線は真まっ直すぐに九く条じよう院いんアリスを捉とらえていた。

　アリスもまた、割れたチョーカーを片手で押さえ、ノエルを見み据すえている。

　バシッ──視線が交わる中間点で、金と黒の火花が弾はじけた。

「……主、指示を」

「この場で戦うのはまずい──誘い出すぞ」

　エレノアは通信機で指示を飛ばす。彼女の視線はアリスではなく、その奥に注がれていた。
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　アリスとノエルが睨にらみ合っている一方、ミスコンテスト参加者の女たちが詰めていたステージ裏の控え室は、やはりパニックになっていた。

　吹き荒れた衝しよう撃げきがテントを支えるポールをへし折り、天てん井じようの照明がぐらぐらと揺れる。

　いつ崩くずれるか分からないテントから外に出ようと、女たちは水着姿のままで我われ先さきにと出口に殺到した。そんな騒動の最中、

「どいてっ！」

「きゃっ」

　集団に突き飛ばされた瞑めいは、その場で転倒してしまう。

「危ないっ！」

　聞き覚えのある声──倒れかけていたはずなのに、ふわりと身体からだが浮かび上がる。誰かが優しく受け止めてくれたのだ。瞑は相手を確認できないままに、抱だきつくような形になった。

「大丈夫？」

「あ──ラビ、さん」

　助けてくれたのは件くだんの黒くろ髪かみの美少女、ラビだった。結果発表前なのに、恥ずかしがり屋の彼女らしく、Ｔシャツと短パンを水着の上から着ていた。

　瞑は、危ないところだったといまさらながらにヒヤリとする。こんなパニックの中で転んだりしたら、大怪け我がをしていたかもしれない。

「あのっ、ありがとうございます……」

「いいって。それより、怪我はない？」

「あ、はい、大丈夫──痛っ」

　指摘されたのが切っ掛けになったのか、右手の人差し指がズキリと痛んだ。見れば指の腹はらから根元近くにかけてばっさりと切り傷があり、そこから血が流れ出している。

　瞑は片かた眼めを瞑つむって痛みを堪こらえた。

「……」

　ラビは素早くその場に跪ひざまづいて片かた膝ひざ立ちになり、瞑の右手首をそっと取るや、それを自分の口元に近づけ──

「ふぇ？」

　ぴちゅっ、と、傷にくちづけた。

「ひゃゃ……ん」

　ちろりと患かん部ぶを舐なめられて、瞑はたまらず声を漏もらす。ぴりりという痛みと、くすぐったいような快感が混在した感覚が、ゾクゾクと背筋に走る。蕩とろけた瞳ひとみで足元を見れば、瞑に跪き、上うわ目め遣づかいでこちらを見る彼女の瞳ひとみとぶつかった。ちょっとした応急処置だと分かっていても、どくんどくんと頭に血が上っていくのを止められない。先ほどからの恐怖が一時やわらぎ、甘い恍こう惚こつが胸を満たす。

「……んん……やぁ♡」

　小さな口内に敏感な指先を含まれて、ぺろぺろと舌した先さきで弄もてあそばれていると、何だかイケナイ気分になってくる。瞑めいは陶とう然ぜんと、この奉ほう仕しに夢中になった。

「ふぅ……っ」

　やがて傷口から舌したが離れ、ぺたりと絆ばん創そう膏こうが貼はられる。ラビがウエストポートから取り出したものだ。

「これでよし、と」

　にっこり。

　頭から蒸気が噴ふき出しそうなくらい真まっ赤かになった瞑は、あうあうと狼ろう狽ばいしながら、改めて礼を述べる。そんな彼女にラビはやはり「いいって」と腰こしの低い態度で応こたえ、立ち上がった。

「それより、早くステージの方から出てアリスと合流しよう」

「あ、はいっ。でもでも……いったい何が起こったんでしょう……？　突風にしては……」

「分からないけど、もしかしたら」

　ラビがそう言いかけたとき、瞑は、突然こちらに走り寄ってきた少女に強く突き飛ばされた。

「きゃあっ⁉」

「な……」

　ラビが瞠どう目もくする。

　背と尻しりを床ゆかにしたたかに打ち付けた瞑は、自分を突き飛ばした女が、今度はラビに襲いかかるのを見た。番号札を胸につけた、水着姿の少女だ。ミスコンテストの参加者である。

　少女はラビの腹部にボディブローを叩たたき込むと、意識を失った彼女を担かついで走り去っていく。

「なにっ⁉　なにが──先せん輩ぱいぃっ⁉　九く条じよう院いん先輩‼」

　わけが分からない。手に余る事態を前にした瞑は、咄とつ嗟さに、最も頼りにしている先輩に助けを求めた。そして次の瞬しゆん間かん「ひっ」と息を飲む。

　頭上で激しく揺らいでいた照明が、ブチリと千切れて落ちてきたからだ。

　依然しりもちをついたままの身体からだは、恐怖に凍こごえ動いてくれない。もうダメだと目を瞑つむったとき──側面からの強い衝しよう撃げきが、瞑を襲った。床をスライドするように吹き飛ばされる。

　続いて、ガシャン！　という破は砕さい音。

「っ……いた……ぁ」

　おそるおそる片かた眼めを開けると、落ちて砕くだけた照明のそばで、アリスが蹴けりを放った体勢で立っていた。彼女が瞑を蹴り飛ばして助けてくれたのだろう。

　厳しい表情のアリスは、先ほどのラビと同じ台詞せりふを言う。

「瞑さん、怪け我がはありませんか？」

「ぅぅっ、脇わき腹ばらが痛いですう……」

　涙なみだ目めで患かん部ぶを押さえる瞑。助けてもらっておいてこんなことは言いたくないが、アリスに蹴られた箇所が一番ダメージが大きかった。やはり最近、自分の扱いがひどい気がする。

　いまはそんな場合ではなかった。

「わたしのことなんかよりも！　先せん輩ぱい！　ラビさんが！」

「⁉　ふん──そうきましたか」

　いままで見たこともないような恐い顔で、アリスは唇くちびるを嚙かみしめた。
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　そのあと──

　めちゃくちゃになったミスコンテストの会場で、誠人まことと怜れい奈なを見付けたアリスは、瞑めいとともに合流した。昼間だというのに、ビーチからは人ひと気けが消えてしまっている。

　この異常事態を引き起こしたのは、アリスとノエルの間で起こった強力な共振反応エコーだ。

　遠方からの狙そ撃げきが、アリスの抑制機リミツターを撃ち抜いた瞬しゆん間かんの出来事だった。

　先ほどの騒動に紛まぎれ、ノエルとエレノアはビーチから姿を消している。彼女たちの正体は不明だ。分かっているのは、ノエルがアリスと拮抗するほどの大出力を持つ改造人間キリングドールだったという事実。そして恐らくは彼女らの手によって、三み月つきが拉ら致ちされてしまったという現状のみ。

（早く助けに行かないと……！）

　アリスは焦あせる心を抑おさえつけ、辛かろうじて冷静を保っていた。

　ビーチに残っているのは、アリス、瞑、誠人、怜奈の四人。逃げ遅れていた瞑はともかく、友人たちが心配で探していたという誠人たちに、アリスはひそかに感心した。

　あれほどの共振の中で、逃げずに留とどまっていた。つまり、それだけ強い意志を持っていたということだ。委員長としての責任感──友情──言葉なんてなんでも構わない。

　ただの一般人であろうとも、事情は教えられなくとも、とても心強い友人たちだった。

　瞑がラビ（三み月つき）が攫さらわれてしまった旨むねを口にすると、誠人は当然の判断として警察を頼ろうと主張した。三月を連れ去ったのが『組織』の手の者であるのなら、警察では三月を助けられない。彼を救えるのはこの島でたった一人、アリスだけだった。

　ビーチの異常を誰かが通報したのか、パトカーのサイレンが聞こえてくる。

　もうアリスが、いまこの場でできることはないだろう。

　状況は整理できた。次は──行動。

「誠人くん、瞑さんをお願いします」

「おい！　どこに行こうってんだ⁉」

　誠人の呼びかけをあえて無視し、アリスはホテル『セントラルブルー』へと駆かけ戻った。

　ホテルの五○三号室。

　アリスとリリスが泊まっている部屋だが、いまここにいるのはアリス一人だ。

　水着からいつもどおりの黒こく衣いへと着替えたアリスは、リクライニングチェアに腰こし掛かけ、ぶつぶつと何事かを呟つぶやいている。

「……そうです……それで……」

　髪かみの毛につけた小型通信機と、会話をしているのである。

『ええ──なるほどね』

　通信の相手は、九く条じよう院いんラミア。アリスの母親であり、元『組織』の幹部博士でもある彼女は、アリスが旅行で一週間もの長期間母の元を離れるにあたって、一つの条件を付けた。

　ラミア特製の小型通信機を、三み月つきともども常に身に付けておくというものだ。

　この身が敵てきに狙ねらわれている以上、もっとも頼りになる味方といつでも連絡が取れるようにしておくのは、当然の処置ではあった。

　ちなみにチョーカー型の抑制機リミツターも、敵の不ふ意い討うちに対処できるよう改良が進められていたのだが、結局旅行までには間に合わなかった。どうもラミアにとっては、この手の分野は苦手らしい。組織の各研究室は、所有しているスフィアやオーパーツの種類によって得意分野が偏かたよっていて、共振についての研究は『第六研究室』が一歩抜きんでているのだ、というような言い訳を聞いた。

「──というわけです」

『……話は分かったわ』

　一連の出来事を伝え終えたアリスに、ラミアは言った。

『いったん整理しましょう』

　①ミスコンテストの最中、アリスの抑制機リミツターをピンポイントで狙そ撃げきしたヤツがいる。粒子色フオトンカラーは『銀』。しかもアリス本体ではなく、わざわざ抑制機リミツターのみを狙ねらってきた。

　②狙撃によって、アリスとノエルの間で強力な共振が発生し、ミスコンテストはパニックになってしまった。結果、アリスとノエルはお互い同士を改造人間キリングドールであると認識し、敵対。

　③ノエルとエレンの関係を鑑かんがみるに、エレン＝ノエルの主あるじ＝組織の幹部博士。

　④騒動の最中、三み月つきは（おそらくエレンの手のものによって）攫さらわれてしまった。

『以上の事柄から推測できるのは……この島には貴女あなた以外に二人以上の改造人間キリングドールがいて、そいつらは敵対しているってこと。そしてそのうち片方──狙撃してきた方ね、そいつは貴女の正体をあらかじめ知っていたってことよ。まず間違いないでしょうね。だからそいつは、敵対しているノエルの前で、わざわざ貴女の抑制機リミツターだけをこれ見よがしに破壊して見せたの。その結果は──ご覧のとおりよ』

「つまり狙撃手は、私とノエルとを戦わせて漁ぎよ夫ふの利りを得ようとしていると？」

『たぶんね』

「は──やってくれますね」

　アリスは冷たく目を眇すがめる。

「けれど、その程度の計略、エレンやノエルだって気付いているのでは？」

『でしょうね、だけどそれも狙撃手にとっては織り込み済みなんじゃないかしら。つまりこの状況は、貴女あなたとノエル、そして謎なぞの狙そ撃げき手しゆ──少なくとも三つの勢力からなるバトルロイヤルってことになるわね』

「狙撃手は、一対一でノエルに勝てないから、私を巻き込んで乱戦にしたってことでしょうか」

『そんなふうに過小評価するのは早計だと思うわよ。その狙撃手がどんなに強くったって、貴女あなたと拮きつ抗こうするような大出力の敵てきと、あえてまともに戦う理由はないもの。強制バトルロイヤル、なかなか悪くない戦略だわ』

「こっちはいい迷めい惑わくですけれどね。そもそも、お母さんはこの島に敵がいることを知らなかったんですか？」

『知ってたら、幾ら何でも貴女を行かせないわよ。でも、この事態を防げなかったのは私のミスと力不足だわ。こうならないために、私が頑がん張ばらなくちゃいけなかったのに。あーん、も～、駄だ目め駄目だわ私ってば』

「ふんっ、ほんと役立たずなんですから、お母さんは」

『あっはー、ごめんねえ』

　一見いい加減な母と嫌いや味みな娘むすめのやり取りに聞こえるが、二人の内心はまったく逆。

「気にしないでください。この程度のトラブル、この私にとってはなんでもありません。ようは、倒してしまえばいいのでしょう？　先月みたいに」

　高こう慢まんに脚と腕うでを組むアリス。

　落ち着いた口調ではあるが、内心では怒りを燃え上がらせている。

「私としても、これ以上敵を増やすのは面白くありませんからね。敵が二人いるというのなら、両方ぶちのめしてやるだけです。今度は絶対逃がしません、必ず止とどめを刺してみせます」

『だけどアリス。ノエルは、貴女と同等の出力を持っているんでしょう？　ある程度出力が拮きつ抗こうしていないと、余波は発生しないんだから』

「いいえ。あの時、お互いにフラットな精神状態だったとして──ノエルの出力は、だいたい私の七十パーセントくらいでした。強がりではなく客観的な事実として、いまの私が負けるとは思えません」

　自信満々に胸を張る。アリスとて自分が狙ねらわれていると分かっていて、何もせずに遊んでいたわけではない。

　先月、悠ゆう里りとの戦闘中に発現したあの圧倒的な力──あれを自分の意思で使いこなせるよう、ラミアの指導の下、訓練を積んできた。

『……そうね。確かに貴女は、以前よりもずっとスフィアの力を使いこなせるようになってきている。まだまだ荒あら削けずりだけど、もともと貴女のスフィアは、反はん則そく性能の特別製なんだもの。気力さえ十分なら、大抵の相手を圧倒できるわ。以前は格上だった「三番目サード」や「十番目テンス」だって、いま再戦すれば一いつ蹴しゆうできるはず。だけど油断は禁物よ、貴女には及ばないとはいえノエルの出力は十分に驚異だし──その上、正体不明の狙そ撃げき手しゆまでいるんだから』

「分かってます。けれど、逃げるわけにはいかないでしょう？」

　攫さらわれた三み月つきを、救い出さねばならない。

　お姫様ヒロイン体質。先月ラミアと冗じよう談だん交じりに話していたことが、現実になってしまった。

　アリスのせいで彼を非日常に巻き込んでしまうのは、これで二度目。胸に渦うず巻まく自責をあえて無視し──アリスは言った。

「はぁっ、まったく……仕方のない人ですね。よりにもよって幼よう女じよに攫さらわれるなんて」

『ところでアリス……貴女あなた、ノエルを倒せるの？　実力云うん々ぬん以前の問題として──三月くんと仲のよかった、あの人を』

　心配そうにラミアが問う。

「問題ありません。殺せますよ。私の敵てきであるなら、誰であろうと関係ありません」

　自分でも驚くほど冷え切った声が出た。

「私の心はもうとっくに、そういうふうになっているんですから」

『アリス……』

　沈ちん鬱うつな空気を嫌きらったアリスは、すぐに話題を切り替えた。

「ところで、どうしてお母さんがそんなことを知っているんですか？　三月くんとノエルの仲がよかったなんて、一言も言っていないはずですが」

『えっ？　んー……えーと、ね……あはは』

「笑ってごまかそうとしても無む駄だです。正直に答えてください──彼に盗とう聴ちよう器きか何かを仕掛けましたね？」

　指摘すると、ラミアはあっさりと認めた。

『ばれちゃったん』

「もうっ！　人のプライバシーをなんだと思ってるんですか！」

『そんなに怒らないで頂ちよう戴だいな。彼に渡した通信機に盗聴器と発信機が付いているってことは、三月くんには説明してあるんだってばあ』

　盗聴器が仕掛けられているのは、通信機。その事実を知ったアリスは、ばっと小型通信機がついている髪かみの毛に手をやった。

「ま、まさか私にも……」

『いやだもう、そんなわけないじゃない～』

「ほ、ほんとでしょうね……？」

　顔を真まっ赤かにしながらアリスは確認した。とても人には会話を聞かせられないシーンに、心当たりがありすぎる。

『まあぶっちゃけ、三月くんと一緒にいたシーンの会話は全部保存してあるけどね』

「いますぐ消去しなさいそんなもの⁉」

　叫ぶと、通信機から、三み月つきの録音音声が聞こえてきた。

『……僕のこと、好き？』

「…………やぁ……バカ……本気で、お、怒りますよ……」

　録音だと分かっているのに、甘い声に心を溶とかされそうになるアリス。

　というかあの男は、自分に盗とう聴ちよう器きがついていることを知っていたはずなのに、どうしてこういう恥ずかしい台詞せりふを吐はけるのだろう。鈍にぶいとかそういうレベルを超越している。

『どーお？　力湧わいてきた？』

「そんなわけないでしょうバカ！　真面目まじめにやってくださいもぅっ！」

　本当は、結構湧いてきた。全身に、さらなる力が漲みなぎってくるのが分かる。

　そんなこと、とても口にはできないけれど。

『ＯＫ。話を戻すわね。で──そんなわけで、三月くんには発信機がついているから、彼の居場所はこっちで分かるわ。貴女あなたの現在位置から、ずーっと北にいるみたい。ちなみに彼に呼びかけてみたけど反応なしだから、たぶんまだ気絶してるっぽい』

「分かりました。いますぐ向かいます。言っておきますが、止めても無む駄だですよ──」

『止めないわよ、この場は貴女に任せる。その代わり、一応説得はしてみて頂ちよう戴だいね、私の言うとおりに。避けられる戦いなら、避けるに越したことはないもの』

「……よっぽど私を戦わせたくないみたいですね？」

『当然よ、母親だもん、私。自分の娘むすめを危険な目になんて遭あわせたくないわ』

「…………」

　アリスは少し照れて黙り込んだ。

『で──戦いが避けられなかった場合、ノエルを倒したあとの処置なんだけど、それも私に任せて。貴女があっちの切り札さえ墜おとしてしまえば、あとは口先でどうにでもしてみせるから』

「分かりました、お願いします」

『ＯＫ。こっちでもできるだけのサポートはするから、今回は一緒に戦いましょう、アリス』

　これから命を賭として戦うというのに、ラミアは気楽な調子でそう言った。

　母の意図を酌くんだアリスは信頼の微笑で応こたえる。

「はい。では──楽勝してきます」




　　　　　　†




　三月が目を覚ましたのは、見知らぬ建物の中だった。初めに目に入ったのはクリーム色の天てん井じよう、胡う乱ろんな視界が定まっていくにつれて、そこに嵌はめ込まれた丸い照明の輪りん郭かくがはっきりとしてくる。途と端たん──ズキリと腹部に鈍痛が走った。

「う……」

　呻うめき、腹に手をやる。

（……気絶してたの？　僕……）

　覚かく醒せいしたばかりの頭を動かすために、三み月つきは今までの経けい緯いを回想する。

　ミスコンテストの最中、突然ステージの方角から突風のようなものが吹き荒れた。同時に、なんだかもの凄く不安になってきて、何故なぜか控え室がパニックになった。

　そんな中、

（そう……確か、皇こう城じようさんの怪け我がを見てあげて……それから）

　それから、いきなり女の子に襲われた。お腹なかに重いパンチを見舞われて、一撃ＫＯされてしまったのだ、自分は。

　考えるだに情けない光景ではあるが、あの無感情な瞳ひとみには見覚えがあった。

　ハインツ・フレイが出来損ないの人形デイフェクテイヴィヴ・ドールと呼んでいた少女型の兵器。

　つまりこの異常事態のすべては、アリスの秘密──組織に関わり合いがあること……？

　そこまで考えたところで、声がかけられた。よく知っている──そして、ここで聞こえるはずのない声だった。

「目が覚めたのですか……三月」

「え……噓うそ、まさか」

　がばりと身体からだを起こすと、そこには長身の女が立っていた。こちらに向かって歩いてくる。

　漆黒の外套レザージヤケツトに黒の上下。右目には眼帯。ベルトのバックルに、日本刀の鞘さやを差している。

　侍さむらいのような、ポニーテール。

「ノエル……？　どう、して」

「その……私は」

　くしゃりと泣きそうに顔を歪ゆがめ、言葉を彷徨さまよわせるノエル。三月のすぐそばまで歩いてきた彼女の後ろから、白衣姿の少女が現われた。縁ふちなし眼鏡めがねをかけた、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの幼おさない少女。

　ノエルの主あるじ──エレンだった。

「また会ったな、少年」

「エレン……これは、どういうこと？　僕をここに連れてきたのは……きみたちなの？」

　三月は腹の痛みを堪こらえながら、ゆっくりと立ち上がる。

　周囲を見渡す。がらんとしたビルのエントランスホール……のようだ。他ほかに人はいない。三月を気絶させたあの少女の姿も見えない。

「ここは、どこ？」

「そんなにいっぺんに聞かれても困る。ふむ、一つずつ答えてやろう。まず一つ、ここはブルーエデン『北区画ノースブロツク』の一番外れにあるアルテミスの『浮島フロート』さ。そしてこの建物は、同社の研究所だ。まあちょっと色々あって、いまとなっては無人のダミー施設になってはいるがな。二つ、おまえをここに連れてきたのは、もちろん私たちだ」

　ニヤニヤとエレンは唇くちびるを歪ゆがめる。

「三つ、改めて名乗ってやろう。私は、エレノア・シュタインベルク。第七研究室の室長を務めている──といえば、伝わるかな？」

「第七研究室……って、組織、の」

「ふむふむ。なるほど、やはり無関係ではない……か。残念だったなあ、ノエル？　洒落しやれで済ますことはできなさそうだ」

「…………」

　ノエルは俯うつむいて黙り込む。

　三み月つきもいまさらながら気付いた。いまの質問は三月の正体を探るための尋じん問もんだったのだ。

　エレン──エレノアは続ける。

「そしてこいつはノエル、知ってのとおり私の下げ僕ぼくだ。組織内部では『七番目セブンス』などと呼ばれている」

「──⁉」

　三月は驚きよう愕がくの目まな差ざしでノエルを見た。無論、これも尋問の一いつ環かんなのだろうが、とても心情を隠かくすことなんてできない。まさかノエルが、アリスやフェレスと同じ……だったなんて。

「噓うそ、だよね？」

「いいえ、本当です、三月。私は『七番目セブンス』。貴方あなたの婚こん約やく者、アリスの敵てきだ」

「アリスの、敵」

「はい」

　ノエルは簡潔に言い捨てた。

　エレノアが口を挟はさむ。

「これでさっきおまえが言った質問にはすべて答えてやった。今度はおまえが答える番だ。おまえの婚約者──アレはいったい何だ？」

　まるで人間に対する台詞せりふではなかった。

　何か恐ろしい兵器に対して言うような、忌いま々いましげな口調。

「答えろ。答えなければ殺す」

　エレノアの目配せでノエルが抜ばつ刀とうし、長い刀を三月の首筋に当てた。

「……ノエル」

　涙なみだ目めでノエルと目を合わせる。

「三月、答えてください。私は貴方を斬きりたくはないが、主あるじの命めいとなれば話は別だ」

　彼女は隻せき眼がんを伏せたまま、無感情に言い放つ。

　永遠にも感じられる沈黙が降りた。脚が勝手に、カタカタと震えてくる。静寂の中、荒い呼吸の音だけが明瞭だった。やがて三月が口をひらく。

「アレ、じゃあない」

「何？」

「アリスは人間だ。そんなふうに言わないで」

「ふん、たいそうな口を利く」

　エレノアが鼻を鳴らす。

　三み月つきは首筋に刃やいばの冷たい温度を感じながら、続ける。

「それに、僕は何も知らない」

「噓うそをつけ。何もということはなかろうよ。ふむ──よし、こうしよう。質問形式だ。私が質問をして、おまえが答える。知らないなら、知らないと言えばいい。それでもって、おまえの答えが噓くさいと私が思ったら、殺す。ＯＫ？」

「…………」

「始めるぞ。九く条じよう院いんアリスは、ノエルと同じスフィア素体──改造人間キリングドールだな？」

「…………」

　三月は沈黙をもって答えた。自分が噓をつけないのはもう十分に分かっている。だったら、何も言わなければいい。絶対に──殺されたって言うもんか。自分がアリスのためにできることなんて、ほとんどない。だからこそ、足手纏まといになるのだけは御ご免めんだった。

　こんな自分でも──一応、男なのだから。

「ほう、そうか。見上げた根性だな、少年」

　冷然と呟つぶやくエレノア。三月はびくりと身を竦すくませたが、彼女の口から発せられたのは、意外な台詞せりふだった。

「ＹＥＳだな。よく分かった」

「⁉」

　三月は目を剝むいて驚いた。

　エレノアは得意げに胸を張る。

「バカめ、読心術くらい心得ている。おまえなんか、特に分かりやすいしな。では次の質問だ」

　そうして……

　結局、三月は根掘り葉掘り、知っていることの大部分を聞き出されてしまった。

　情けないことに。

「まあ、こんなところか。別に期待していたわけではないが、ホントにたいしたこと知らなかったんだな、おまえ。ノエル、もういいぞ」

「は」

　ノエルはホッと息を吐はいてから、三月の首筋に当てていた刀を納めた。

　三月は悔くやしげに唇くちびるを嚙かむ。エレノアは顎あごに手を当て思案する。

「さあて、これでこいつは情報源としては用済みになったわけだが……どうするか」

「主あるじ」

「バカが、いちいち喋しやべらなくても分かってる。逃がしてやればいいのだろう？」

　エレノアがノエルに向かって尊そん大だいに言った。

「よろしいのですか？」

「構わん。だって、どう見ても九く条じよう院いんアリスは『無調整』だ。下手へたにこいつを人ひと質じちにでもしてみろ。余計に厄やつ介かいなことになるぞ。怒り狂った無調整改造人間キリングドールなんて、まともな神経で相手にできるか。逆におまえの気力モチベーシヨンはがた落ちするだろうしな。いずれこいつをどうこうするのは下げ策さくだった。初めから危害を加えるつもりなんてない」

「主」

　明るい声を出した下げ僕ぼくから、エレノアは視線を外す。

「……それに餌えさとしての効果も、そろそろ十分なのだろう？」

「はい、アリスはもう私の共振範囲内に来ています」

「ふん、ずいぶんと早いが。まあ、別にさっきも共振を消しているわけではなかったしな。適当に北へ向かえばここに突き当たるか」

　エレノアは三み月つきに向き直って、蔑さげすむような視線を投げかけてきた。

「そういうわけだ。どこへなりとも行ってしまえ」

「…………」

　ことの成り行きを呆ぼう然ぜんと見守っていた三月は、話しかけられても返事さえできない。

「行くぞ──ノエル」

「は」

　短い返事。ノエルはエレノアの後を追う形で、外へ向かって歩いていく。

「待って──ノエル」

　その呼びかけに、ノエルは一いつ瞬しゆんだけ振り向いた。

　哀かなしげな一いち瞥べつだけを残し、再び三月に背を向ける。

　そしてもう二度と、振り返ることはなかった。

（──僕は、無力だ）

　今、かつてないほどに痛感する。

　これから、アリスとノエルが戦う。それを止めたいと思うのに、自分には何もできない。

　いてもいなくても同じだ。

　なんとかしたいのに、どうにもならない。できることが何一つない。

　自分に、アリスのような戦う力があればと思う。あるいは、ラミアのようにズバ抜けた知ち謀ぼうがあればと思う。しかし自分には、どちらもない。彼女たちのように、特別な力は、ないのだ。

　たとえ三み月つきに豊かな潜せん在ざい能力が眠ねむっていて、このまま努力を続ければいずれ才能が開花して、彼女らに肩かたを並べる日がくるのだとしても。それはあくまで、いずれでしかないのだ。

　決して、今ではない。今このとき、何もできない自分を変えることはできない。

　こんな非日常に限ったことではない。ごくごく当たり前の話だ。

　今現在このとき役に立つのは──

　自分の意思で、自由に使用できるのは──

　自分に眠っているかもしれない才能や、これから身に付ける知識や力などではない。

　今の自分を形作る、今まで積み重ねてきたすべての努力と、人生そのものだけだ。

　怠なまけていた分のつけは、いつだって、自身の非力となって跳はね返ってくる。

　打倒しなくちゃいけない壁を、力不足で打ち砕くだけない現実となって。

　後悔してももう遅い。怠たい惰だに気が付いたときには、どんなに懸けん命めいになろうと間に合わない。

　なんだってそう、人生とはそういうものだ。取り返しの付かない時間と、無数の後悔で塗まみれている。ほんの十数年しか生きていない自分でも分かる、当然の摂せつ理り。

　だから──仕方がないと諦あきらめて、自分の無力を受け入れよう。みんな誰もがそうやって、至らぬ自分と折り合いを付けて生きている。現実を見み据すえ、諦てい観かんと悔かい悟ごを胸に抱いだいて。

　仕方がない。そう、仕方がない、仕方がないんだ……

（違う……仕方なくない）

　自分を慰なぐさめる言い訳を、胸の中の何かが否定した。

（仕方ないことなんて、ない……）

　彼女だったら、絶対にそんなことは考えない。力及ばず挫ざ折せつしたとき、仕方がないなんて弱い気持ちで流したりしない。ごまかしたりしない。自分はずっと見てきたはずだ。いつだって傲ごう岸がん不ふ遜そんに、理想を目指して突き進む誇ほこり高い姿を。

　この世界には、自分の力ではどうしようもないことがたくさんある。本当に、たくさんある。それが現実なのさと受け入れて、諦めて、自分を慰めながら生きていくのがきっと楽で、巧うまいやり方なんだろう。誰だって無意識のうちに弁わきまえている、スマートな人生の定じよう石せき。

　それができないと、人生は辛つらいばかりなのに。だけど彼女は、自らそんな生き方を選んでいる。誇りと気合と根性で、弱い自分を踏みにじりながら。

　それなら彼女の隣となりにいると決めた自分も、そうあるべきだろう。

「……う……うぅっ……」

　涙なみだが零こぼれ、嗚お咽えつが漏もれた。

　頽くずおれ、両りよう膝ひざをつく。みじめだった。情けなくて、どうしようもなく悔くやしい。

　本当に無ぶ様ざまでみっともない。結局なにもできなくて、泣き喚わめくだけだなんて。

　そうして──

　自分の無力を、諦めず、流さず、ごまかさず、ただ強く嚙かみしめる。

　それで、結果が変わるわけじゃない。どうしようもないことは依然変わらず目の前に立ち塞ふさがったままだ。自分は無力で、何もできない弱者のままだ。

　だけど──それでも。

　それでも、だ。

　何もできないというのは、何もやらない理由にはならないだろう。




　三み月つきは、頭からウイッグを取り外し……

　髪かみの毛に着けていた小型通信機を作動させた。
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　ラミアのナビゲートに従い、アリスが辿たどり着いたのは、北区画ノースブロツクの北西──大小さまざまな規模の『浮島フロート』が、幾つか連なっている場所だった。この『群島』のみ、他ほかの『浮島フロート』と特に長いブリッジで隔かく離りされている。

『赤い弓矢』が刻印された建物が並んでいるが、どうにも雰ふん囲い気きがおかしい。

「人の気配が……ない？」

『……ふうん？　それは、とっても怪しいわね』

「ええ、けれど──細かいことを考えるのはそっちにまかせます」

　アリスはそう言って前を見み据すえた。

　場所の雰囲気をどうこう言っている場合ではない。

　あの燃え盛さかる炎ほのおのような共振は、もうすぐ目の前にあるのだから。

　短いブリッジで連れん環かんされた『浮島フロート』の群れ。

　アリスの眼前、もっとも大きな島の中心に、ノエルが立っていた。

　無む駄だな力の抜けた自然体。日本刀の鞘さやを提さげ、隻せき眼がんを閉ざしている。

「お待ちしておりました、アリス。臆おくせずここに現われた貴女あなたの気き概がいに、まずは賞賛を」

「よくもそんなことが言えたものですね……ノエル」

　威圧するように短く呼ぶ。ノエルはそれだけでアリスの意図を酌くんだようだった。

「それについてはお詫わびします。あのような卑ひ劣れつな手で貴女を呼び出したこと、誠まことに申しわけありませんでした。ご心配なく、三月はすでに解放しましたので。と、言っても……貴女が彼と再会することはありえませんが」

「あら──どうしてですか？」

「言うまでもない。貴女はここで、我が刀の錆さびとなるからだ」

　音もなく抜ばつ刀とうするノエル。濡ぬれたように鈍にぶく光る白はく刃じん。

　日本刀──それが彼女の専用武装なのだろうか。

「こんな昼間から、私と戦うと？」

「然さ様よう。ご察しのとおり、この周囲に人はいません。この『浮島フロート』は、敵てきが侵入する度に戦場になるもので、研究所としては危なくて使えなくなってしまった場所。今となっては開き直って敵てきを迎げい撃げきするための場所として使用しています。だから──」

　ノエルはアリスに真まっ直すぐ刃やいばを突き付けて、宣戦を布告する。

「貴女あなたのその『力』、存分に振るうといい。私はそれを、真まっ向こうから斬きり伏せてみせる」

「気に入りませんね、ノエル」

　ノエルの布告を聞き届けたアリスは、忌いま々いましげに舌したを打った。

「貴女が私と戦いたがっていることは分かりました。どうせ貴女たちも、私の胸に納まっている『宝物』が目当てなんでしょう？」

　先月の悠ゆう里りと同じだ。未知のスフィアを発見した幹部博士たちの取る行動は、決まっている。

　それは分かる。いまさら説明されるまでもない。

　だが──

「降りかかる火の粉は払うだけです。貴女が挑いどんで来るのなら、私としても迎え撃つ覚かく悟ごはあります。けれど……それで私は、帰ってあの人に何と言えばいいんですか？　私は貴方の友達と戦って、殺してきましたと言えとでも？　……冗じよう談だんでしょう？　あの人が貴女のことを何と言っていたか──どんな表情で話していたか──知りもしないくせに」

　ぎり、と歯を食いしばる。いまさら敵を殺すことにためらいはない。もうとっくに、自分の精神はそういうふうに造り替えられているのだから。けれどその結果、彼が哀かなしむことになるのは──非常に気に入らない。

「実に不ふ愉ゆ快かいです。どうしてくれるんですか、このイライラを……！」

「……それは言っても詮せん無ないことです、アリス」

　ノエルの表情が曇る。彼女とて、アリスと立場は同じなのだ。アリスを殺してしまったら、もう二度と三み月つきと合わせる顔なんてなくなる。

　それを弁わきまえた上で、彼女はアリスと戦い殺そうとしているのだ。

「そうでしょうね、ノエル。貴女にとっては、たった三日間の友人関係なんて、裏切ったところで痛くもかゆくもないんでしょうよ。だけどあの人は、とんでもないお人好しなんですよ。貴女が死んだなんて彼が知ったら、どれだけ泣くと思っているんですか？　それを宥なだめるのが誰だと思っているんですか？」

「それは違う！　私は──」

「私は？」

　問い返されて、ノエルは苦々しげに俯うつむく。

「……いや、貴女の言うとおりですね。私は彼を裏切っている。私の想いがどうであろうと、それは厳げん然ぜんたる事実なのですから。ですがアリス、貴女も分かっているはずだ。私たちがこうして出で遭あってしまった時点で、もう戦いを避さける術すべなどないことを。一方的に私のせいにするのはやめてもらいたい」

「……なにを、言っているんですか」

「とぼけないで欲しい。貴女あなたは私が挑いどんでくるから、やむを得ず迎え撃つようなことを言っていますが──それは噓うそでしょう。実のところ、貴女は私と戦いたくて仕方がないはずだ。私たちは、そういうふうに造られているのですから。そう──」

　ノエルは言った。

「スフィア素そ体たいたる私たちは、互いに殺し合うように仕組まれている」

「…………」

　アリスは黙り込んだ。最初の敵てき──フェレスと出遭ったあの時からうっすらと頭の中にあった真実を、見事に言い当てられたような気分だった。

　ノエルは続ける。

「あるいは、この場で互いに矛ほこを収めることは可能でしょう。私とて、貴女を殺し、三み月つきに嫌きらわれるのは本意ではない。主あるじさえよいと言ってくれるのなら、貴女を見逃しても構わないと思っています。ですが──仮にそうできたとしても、そんなものはあくまで一時しのぎにすぎない。結局私たちは、いずれ殺し合うことになる。早いか遅いかの違いだけだ。これはもう定められた運命といってもいい」

　彼女の言は──十二の研究室に分かたれて、相争いながら研究を続ける『組織』の有り様ようの、根源を衝ついていた。いますこし話を聞けば、その最さい奥おう部ぶに秘められた真実に至るかもしれない──それを弁わきまえた上で、あえてアリスはノエルの言葉に割り込んだ。

「ふん、なんのことやら分かりませんが、とにかく、貴女はどうあっても私と戦うつもりなんですね？」

　ノエルもまた、アリスに追つい随ずいするかのように言葉を弄ろうするのをやめる。

　吹っ切ったような笑顔で応こたえた。

「まぁ……つまりは、そういう結論になりますか」

「……だそうです。どうにも戦闘は避けられないみたいですよ？」

　小声で囁ささやくと返事が来た。

『分かったわ。じゃあ──』

　ラミアの指示を受けたアリスは、頷うなずく。

「ではノエル。戦う前に一つだけ確認を」

「何でしょうか？」

「私たちを争わせて消しよう耗もうさせた上で、漁ぎよ夫ふの利を得ようとしているやつがいる──それは、理解していますか？」

「無論です。彼女は、まるで貴女のことを仲間であるかのようにほのめかしていましたが──ようは、この乱戦状況を作り出すのが目的だったのでしょう。私はすっかり騙だまされましたが、我が主あるじの目はごまかせない。そもそも味方を狙そ撃げきするわけがないし、貴女あなたのいまの台詞せりふを聞いて、さらに確信を強めました。で──アリス、それがどうかしましたか？」

「提案ですが、まずは二人がかりで邪じや魔ま者ものを片付けてしまうというのはどうでしょうね」

　ラミアの台詞せりふを、そのままなぞって口にするアリス。

　仮かり初そめの同盟を結んで、敵てきの数を減らす。バトルロイヤルなら当然の戦略。

「──断る」

　ノエルは迷いなく断じた。

　彼女の総そう身しんから烈れつ風ぷうが吹き上がり、燃え上がる。乱れ刃やいばの刀身が黒い焰ほむらを纏まとう。

　そして一拍の後……ノエルの身体からだは、薄うすい黒こく炎えんの膜まくに守護されていた。

「二人がかりでまず一人を倒す？　不ふ愉ゆ快かいだ。相手がどんなに卑ひ劣れつな策さくを用いようと、私はあくまで真まっ向こうから、穢けがれた策ごと斬きり捨てるのみ。つまらぬ戯ざれ言ごとは二度と言わないで欲しい」

　ノエルはアリスに、再び刀の切っ先を突き付けた。

『……怒らせちゃったみたいねえ。苦手だわ、こういう人』

　ラミアはげんなりとため息をつき、それからまた冷たい口調で指示を下す。アリスは、ラミアに聞かされたとおりの言葉をノエルに述べる。

「……貴女の主は、なんと？」

　ノエル自身が、馬鹿正直で誇ほこり高いのは十分に分かった。しかし、その主はどうだろう。下げ僕ぼくが自ら罠わなの中に飛び込むような愚ぐ策さくを許すだろうか。

　ノエルは、幽かすかな微笑をもって問いに応こたえた。

「おまえの好きにしろと。どうせ二人とも斬きるのだから、順番などはどうでもいい。結局同じだろうと」

『まあ、いたずらに気力モチベーシヨンを下げるようなことは言わないだろうとは思ってたけど。それにしても凄すごい自信家ね』

「あら、私も同感ですよ？　こいつを倒し、次に覗のぞき見しているやつを倒す。それだけのことでしょう」

　アリスの全身から、黄金の粒子が溢あふれ出す。光の幕が、うっすらと全身を包み込んでいく。

　眩まばゆい黄金の燐りん光こうを纏まとうアリス。

　黒炎の膜を纏うノエルとは対照的な、しかしよく似た姿。

　粒子防護幕。異常な高出力で駆く動どうするスフィアが形作ったエネルギーフィールドだ。

『心強いわね。ＯＫ、それでいきましょう。もうあえて細かい指示はなし、貴女は目の前の敵に集中して──』

　ラミアは言った。

『大口を叩たたいたことを、後悔させてやりなさい』

「もちろんです」

　アリスはキーワードを入力し、極大の黒こく銃じゆうを左手に顕けん現げんさせる。指先で数度回転させてから構え、嗜し虐ぎやくの笑みで陶とう然ぜんとノエルを見み据すえた。

「さぁ、ノエル。この私の前で、泣き叫んでのたうち回りなさい」

　ノエルは大きく炎えん刀とうを振りかぶり、突進準備の構えを取った。そして相手に負けじと、誇りと自信に満ち溢あふれた微笑で応じる。

「その意気やよし。この『七番目セブンス』、全身全ぜん霊れいをもってお応こたえしよう」

　不ふ敵てきな挑ちよう発はつをかわし合い、両者は滑なめらかに戦闘態勢を整えた。

　剣士が地を蹴けり、狙ねらい澄ました銃じゆう声せいが轟とどろく。様子見などは無用とばかりに、戦闘の火ひ蓋ぶたは直ただちに切って落とされた。
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「おおおおおおおおおおおおおッ」

　裂れつ帛ぱくの気勢をもって、ノエルが猛もう然ぜんと突進してくる。速い。視し認にんが困難な程のスピードだ。

　対してアリスは迷うことなく漆黒の銃ジヤバウオツクを構え、立て続けに銃じゆう撃げきを浴びせかけて応じた。

　銃じゆう口こう炎えんが眼前で瞬またたき、鋼鉄さえ貫く弾だん丸がんが爆ばく裂れつ音おんを奏かなでて乱れ飛ぶ。

「⁉」

　弾たまの行方ゆくえを見守っていたアリスが瞠どう目もくする。銃じゆう口こうから放たれた六連の弾だん丸がんが、ノエルが纏まとう黒こく炎えんの守護に阻はばまれて蒸発したからだ。通常弾は無効──まなじりを決したアリスは、咄とつ嗟さに右みぎ後方に飛び退のく。

「くっ──」

「ッィァァアアァアァァアァッ！」

　回かい避ひは紙一重で遅かった。火か炎えんを帯びた斬ざん撃げきは、アリスの右手首を深々と切り裂さいて焼き尽くす。ノエルはさらに片脚を踏み込み急制動をかけながら、素早く手首を返した。振り切られた刃やいばが翻ひるがえり、滑なめらかに追撃へと移行する。標的の回避に応じ、方向転換からの跳ちよう躍やく突き。

　神かみ業わざ的てきな連続攻撃だ。牽けん制せいも小こ手て調しらべも飛ばして、一息に殺しにきている。

「ぐうううっ……！」

　体重の乗った突き込みに、際きわどいタイミングでアリスが応じた。両手を前に翳かざし、銃を楯たてにして受けとめたのだ。が──

「燃え尽きるがいい！」

　ノエルが叫ぶや、切っ先から螺ら旋せん状じようの黒炎が渦うずを巻いて放射された。眼前が一いつ瞬しゆんで灼しやく熱ねつに閉ざされ、たちまちアリスは火ひ達磨だるまになって吹き飛ばされる。

　勝敗は決したに見えたが──そうではない。

　ばん、と衝しよう撃げき音おんが響くや、瞬しゆん時じに炎ほのおが消え失うせて、無傷のアリスが現われた。何ごともなかったかのように宙ちゆう返がえりして着地。復元したばかりの右手首を、ぶらぶらと振って見せる。

　両者は互いに、炎と光によって守護されていた。生なま半はん可かな攻撃ではダメージは通らない。仮に損傷を与えたとしても、すぐさま治ち癒ゆしてしまう。

「なんという再生速度だ」

　ノエルがどこか嬉うれしげに目を細め、改めて刀を構え直す。

　アリスもまた、弾倉パレルを『Ωオメガ』に切り替えて攻撃態勢を整える。

　両者を隔へだてる距離は、八メートルほどだ。互いにジリジリと隙すきを窺うかがいつつ、策を練る。

『ＯＫ、いい感じだわ。その調子よ、アリス』

　通信機ごしにラミアが言った。

「ええ、でもあいつ……」

『異常な高出力に炎のバリア。貴女あなたとよく似たタイプみたいね。この分だときっと回復力も凄すごいわよ。スフィアが特別製なんじゃなくて……恐らく外部支援を受けている。きっと島全体に彼女を強化する『力場フイールド』が張り巡めぐらされているの』

「解く方法は？」

『発生装置があるはずだけど、この戦闘中に解除するのは色んな理由で無理』

「攻略法は？」

『アレク博士が言ってたでしょ、敵てきが再生するなら──』

「なるほど、ではそのように」

　皆まで言わせず悟さとったアリスは、光を吸い込む砲ほう口こうを標的へと振り向けた。

　無造作にトリガー。オメガブラスト──黄金の奔ほん流りゆうがノエルを襲う。跡あと形かたもなく消し飛ばしてしまえば、再生だろうがバリアだろうが用を為すまい。

「惜おしげもなく切り札を使う！」

　さすがのノエルも、今度は速やかに回かい避ひした。大きく横に走って身をかわす。

　標的を外した砲ほう撃げきは、メガフロートをガリガリと円形に抉えぐりながら彼方かなたへと伸びていく。

「もとより一撃で当たるとは思っていません。貴女が消し炭に変わるまで何度でも撃つだけです」

　ブラストの放射時間を最小限で切り上げたアリスは、再びチャージを始めながらノエルを追う。破壊の光を充じゆう塡てんする砲口を下段に構え、猛もう然ぜんと突進を仕掛ける。

「どうやら私の方が速いようですね。もう追い付きますよ、ノエル」

「なんと強引な。砲撃形態のまま、近距離戦を挑いどもうというのですか……！」

　遠くで撃っても当たらないなら、近付いて何度も撃てばいい。

　簡単な結論だ。

　ノエルが速度を上げるが、アリスは悠ゆう々ゆうとそれに付いていく。じわじわと間合いが狭せばまって──やがて『浮島フロート』の端はしに辿たどり着いた。そのときノエルの下か肢しが、方向転換のために刹せつ那な動きを鈍にぶらせる。

　見逃すアリスではなかった。

「ほうら、二発目」

「むぅっ──！」

　命中──いや、完全には決まらなかった。アリスが放ったオメガブラストは、後方に跳とんだノエルの脇わき腹はらをこそぎ取り、メガフロートの一画を斜めにくり抜いて海中へと消えた。特大の係船杭ドルフインで係けい留りゆうされている『浮島フロート』も、さすがに大きく波打ち揺れる。

　アリスの体勢が僅わずかに崩くずれた隙すきに、今度はノエルが反撃を仕掛けた。彼女は腹の損傷などお構いなしに、着地するや、すぐさまこちらへと飛びかかってきたのである。

「ちっ──」

　舌したを打つアリス。充じゆう塡てん中ちゆうにつき砲撃は不可。連射が利かないのがこの戦法の弱点だ。

　瞬しゆん時じにそこを衝ついてくる敵てきもまた、只ただ者ものではない。

「があああああッ！」

　矢のごとき跳ちよう躍やくからの、ノエル渾こん身しんの唐から竹たけ割り。

　山脈すらも断ち割りそうなその斬ざん撃げきを、アリスは再び銃じゆうで受ける。炎えん刀とうは漆黒の銃ジヤバウオツクを両断し、アリスの左ひだり腕うでを付け根まで切り裂さいて止まった。この程度ですんだのは僥ぎよう倖こうだ。まともに喰らっていたら真っ二つにされていただろう。一撃必殺されるとおしまいなのは、こちらとて同じ。

「ぐぅぅうぅぅぅうぅぅッ」

　斬きられた箇所が燃焼し蒸発する。煉れん獄ごくの苦痛に歯を軋きしらせながら、アリスは残る右腕うででノエルを殴なぐりつけた。炎バリアを貫き、無防備に晒さらされていた鳩尾みぞおちにヒット。右手首が焼けただれるが無視。さらに標的の下がった顔面に、額ひたいを全力で打ち付けた。

「ぐっ……」

　そこまでやってようやくノエルは刀を取り落とし、ふらふらとたたらを踏んだ。

　追撃をかけるべく踏み込んだアリスもまたグラリとふらつく。

「っ……ぐ……すぅ──は──」

　両者は体勢を整えながら深呼吸。アリスの左腕が瞬しゆん時じに復元し、ノエルの腹部もまた急速に再生が進む。あれほどの攻防を繰り広げた両者は、依然ノーダメージ。

　そして──

　アリスが再召しよう喚かんした銃じゆうを突き付けるのと、ノエルが刀を拾い上げて突き付けるのは同時だった。剣けん吞のんな体勢のままでしばし膠こう着ちやくする。

「同じタイプの武器を使っていて、こうも違うものか……あちらと違い、ずいぶん荒あら削けずりですが、そのぶん大だい胆たんで苛か烈れつな攻撃だ。一つ一つの行動に怖さがある」

「それはどうも」

　そこでアリスはノエルの動向に気を払いつつ、小声で囁ささやく。

　戦闘サポートを務めるラミアに、簡潔に現状報告をしたのだ。

『気になるわね』

　通信機越しにラミアが言う。

　アリスは沈黙をもって応こたえた。

『いま彼女は、一度落とした自分の武器を、わざわざ拾い上げてから攻撃動作に入った。そのまま再召しよう喚かんした方が隙すきが少ないにも関わらず。何か臭くさいわね、あの刀。もしかすると、出したり消したりできない固定武器なんじゃないかしら』

　そんなものがあるのだろうか。いや、ラミアがあるというのなら、あるのだろう。

　あったとして、わざわざ固定武器を使う意味は何か？　アリスはまず擬装フエイクではないかと勘かん繰ぐった。すなわちあの刀は、その実、ノエルの専用武装ではなく──あれとはまた別に召喚可能な武器を隠かくし持っている、という可能性だ。

（だけど……たぶん、それはない）

　根こん拠きよは二つ。ノエルの馬鹿正直にすぎる性格と、刀がその属性を変異させたこと。先ほど喰らった黒こく炎えんの渦うずは、ダメージこそ受けなかったとはいえ、威力速度ともに申し分なかった。

　偽にせ物ものでは、あれはできまい。すると……どういうことになるのだろうか。

『これは私の勘なんだけど。あれ、アンテナみたいなものなんじゃないかしら。つまりね、あの刀で島に張り巡めぐらされた「力場フイールド」の恩恵を受けているんじゃないかなって思うの』

　だとすれば……

『あの刀さえ奪ってしまえば、「七番目セブンス」は弱体化するかもしれない』

　難なん敵てきの攻略法を得て、アリスは薄うすく嗤わらった。勝利への確信からではない。これは敵の弱点を見破り、王手へ至る道筋が一つ増えただけのこと。まったく気を抜ける状況ではない。あの相手から武器を奪う……それがいかに難しいことか、アリスはよく弁わきまえていた。

　互いに武装を突き付け合いながら、一いつ触しよく即そく発はつの空気の中で、両者は動きを止める。

　次の瞬しゆん間かん、どちらが仕掛けてもおかしくない。

　ノエルが先に口を開いた。

「我が身の弱点は、我が身がもっともよく知るところ。再生する敵を倒す方法についてならば、私に一日の長ちようがある」

　突き付けられた刃やいばに、再び力が籠こもる。それを見て取ったアリスは、先んじてこう告げた。

「たとえば頭を吹き飛ばすとか？」

　最大限に溜ためたアリスの砲ほう撃げきが、ノエルの至近距離で炸さく裂れつする。常に抜け目なく砲を充じゆう塡てんし続け、敵が攻撃動作に入る瞬しゆん間かんを衝ついた玄げん妙みようなる不ふ意い討うちだ。最速充塡クイツクチヤージ時と比して倍する規模と破壊力で光の奔ほん流りゆうが荒れ狂い、アリスの眼前を破滅させた。

　だが、

「あるいは首を撥はねるのも効果的だ」

　──ヒュン──

　風を切る音と同時、アリスの喉のどから大量の鮮血が噴ふき出した。ノエルは砲撃を喰らう瞬間、アリスを飛び越えるように前方に跳ちよう躍やくして、オメガブラストの射線から待たい避ひしていたのである。

　しかも、離脱のついでとばかりに首を狩りにきた。

「斬ざん撃げきが浅く仕留められずとも、それだけの血を失えば、しばし動きは鈍にぶりましょう」

「……かはっ……」

　喉のどの傷が復元し、噴ふん出しゆつしていた血が止まる。アリスが喉を押さえて振り返ると、ノエルが刃を大きく振りかぶって再び突進を仕掛けてくるところだった。

「アリス、貴女あなたも御存知のとおり我等の弱点は二つある。一つは頭部、脳と身体からだを切り離してしまえば再生は途と絶ぜつする。そしてもう一つは」

　ノエルが肉にく薄はくする。充じゆう塡てん中ちゆうにつき反撃は不可。回かい避ひすらも間に合わない。

　ならば頭部を防ぼう御ぎよ──

「心臓だ」

　楯たてにした銃じゆうを擦すり抜けて、黒こく炎えんを帯びた白はく刃じんがアリスの胸を貫いた。
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　　　第四章　七番目 対







　ＬＴスフィアへの直接攻撃。それが異常出力でスフィアを駆く動どうさせ、再生／復元を繰り返すいわば『制せい御ぎよされた暴走状態』の改造人間キリングドールに抗する最さい適てき解かいだ。

　解かい析せき不能の超物質で構成されているスフィアは、いかなる手段でも破壊することは叶かなわない。しかしスフィアが寄生している心臓が致命的な損傷を被こうむれば、その機能は格段に減げん衰すいする。共振は止まり、身体強化機能は素そ体たいの生命維持のみを目的としたものに切り替わる。

　長時間の戦闘不能。完全無力化。

「おしまいです、アリス。私の勝ちだ」

　少女の背まで貫通した『黒こく蓮れん』をずるりと引き抜き、ノエルはぶんと血振りをする。

　力を喪うしなったアリスの身体からだが、ゆっくりと頽くずおれ地に伏せた。気を失っただけで、死んだわけではない。彼女のスフィアは残された力を振り絞り、宿やど主ぬしを生かそうとしているはずだ。

　しかし回復までには、まだまだ時間がかかるだろう。

「我が主あるじ、彼女の処しよ遇ぐうはいかように」

『連れてこい』

　命令は簡かん潔けつだった。

「は」

　残心を解いたノエルが納のう刀とうし、倒れたアリスに手を延ばそうとしたときだ。

「⁉」

　ノエルは瞬しゆん時じに抜ばつ刀とうし、突とつ如じよとして飛来した『何か』を斬きり捨てる。すると──

　バシュッ──！

　両断された『何か』の中から、眩まばゆい閃せん光こうが迸ほとばしった。同時にそこから発生した激げき烈れつな共振反応エコーが、ノエルの心臓を軋きしませる。

「ぐ……うっ」

　金かな縛しばりに遭あったように動けない。白く漂ひよう白はくされた視界。ノエルはたまらず膝ひざを屈した。刀を杖つえに、胸を引き絞しぼる激痛に耐える。そして……

　謎なぞの共振と光が消え失うせ、視力が戻ったときには、アリスの姿は忽こつ然ぜんと消え失せていた。

「ま……さか」

　閃せん光こうが生まれる寸前、幽かすかに見とがめた人影は確かに……

「三み月つき、なのですか」

　見知った少年のものだった。




　　　　　　†




　三月は意識のないアリスを抱かかえ、がらんとした建物の中を走って──いや、逃げていた。

『浮島フロート』に無数に建っている、無人研究所のうちの一つだ。

「はぁっ……はぁ……はぁ」

　とにかく必死だった。右、左、右、左、唯ただ々ただがむしゃらに脚を動かす。全身は汗だくで、乾かわいた喉のどはカラカラで、がくがくと震える脚はいまにももつれて転びそう。それでも走る。走る。

「アリス……アリス」

　ぶつぶつと呟つぶやく。恐怖で何かが折れそうになるたびに、彼女の名前を口にする。

　シャツの胸元が濡ぬれる。染みこんでくる。何が？　血だ。アリスの血が──

「……っ……っ……」

　唇くちびるを嚙かみしめ、嗚お咽えつを堪こらえる。

　あらかじめ髪かみに仕込んでいた通信機でラミアと連絡を取った三月は、彼女の指示の下、二人の戦いを外野で見届けた。もしものときは、こうして助けに入るために。

　その甲か斐いあって、ぎりぎりでアリスを連れて逃げることはできた。

　だけど、本当にこれしかなかったのだろうか？　自分には、他ほかに何もできなかったのだろうか？　あの戦いに割って入って、身体からだを張って止めることが、もしかしたらできたのではないだろうか？　ただ、やらなかったというだけで。できないと思いこんでいただけで。

　待たい機きと指示されていたからなんて、言い訳にもならない。

　何もできなかった。何もしなかった。

（僕は──）

　あまりにも悔くやしくて、自分自身が情けなく腹立たしくて、彼はらしくもなく歯を軋きしらせる。

　脚がふらつく。よろめくたびにドタンバタンと壁にぶつかる。どこに向かっているのかも分からない。思考停止したまま本能とでもいうべき感覚に従って薄うす暗ぐらい廊ろう下かを進む。

「どうして、こんなことに……」

　アリスをこんな目に遭あわせた敵てきのことを、三み月つきはよく知っていた。出会ってから、たった三日しか経たっていないけれど、それでも彼女の性しよう根ねが真まっ直すぐで、見た目に反して可愛かわいらしい人だということを知っていた。妙みように気の合う、どこか他人とは思えない──そんな女の人。

　彼女とすごした僅わずかな時は、この旅行が終わってからも、ずっとずっと忘れられない、掛け替えのない想い出になるはずだった。なのに、どうしてこんなことに？

　あのノエルが、アリスの敵で──三月の敵。それがいま目の前にある現実だ。

　事態は、無む垢くな少年が相手取るにはあまりにも酷こく薄はくだった。

「……っ……」

　気付けば脚が止まっていた。ふらふらとよろめいて、顔面から倒れ込む。意識のないアリスが、腕うでから転がり落ちた。彼女は動かない。冷たい床ゆかに、血が広がっていく。

「あ……う」

　ぞくりと寒気がした。恐かったからだ。血が。アリスの血が。死んでしまう。

　身体中汗あせびっしょりで暑苦しい。寒いのに暑い。自分の歯がカチカチ鳴ってうるさい。

「……う……」

　死んだみたいに動かないアリスに、這はいずるように近付いていく。縋すがるように抱だきかかえる。

　彼女の身体は温かかった。まだ生きている。まだ、死んでない。

　でもどうすればいい。どうすれば、どうすれば、どうすればアリスを助けられる？

「落ち着け……」

　自分で自分を叱しつ咤たする。どうしてここで、弱音なんて吐はけるだろう。

　確かに自分は無力だ。弱者だ。戦う力はないし、頭も大してよくないし、勇気だってない。

　ちょっと死を間近に感じたくらいで、こんなにも無ぶ様ざまに取り乱してしまう。

　情けなくて、弱虫で、泣き虫で、できることなんてほとんどなくても。

　それでも。

「僕が、やらないと……」

　自分にもできることが、いま目の前にあるならば、もう言い訳はできない。

　深呼吸。血のにおいのする空気を吸い込んで、ゆっくりと吐はき出す。

　すうっと頭が冷えて、そして三み月つきは自分が右手に何か硬いものを握り締めていることに、いまさらながら気付いた。銃じゆうだ。胸ポケットに入れておけるくらいの大きさ。名前なんて知らない──テレビや漫画で女の殺し屋が脚に着けているようなやつだ。

　銃じゆう身しんが折れて、中に一発だけ弾たまを込めることができる。

　装そう塡てんするのは、ラミア特製の閃光榴弾フラツシユグレネード。周囲約百メートルの範囲に、強力無比な共振を擬ぎ似じ的てきに発生させ、数十秒間ディフェクティヴ・ドールおよび改造人間キリングドールを行動不能にすることができる。先月ラミア自身も、この銃および弾丸の試作型を用いて『十番目テンス』の動きを止めて見せたという話だ。

　先日アリスの家に招かれた際に、ラミアから貰もらった『プレゼント』の中身が、この銃だった。

　護身用というにはあまりにも心許ない力。実際ラミアも、これは気休め程度にしかならないだろうと言っていた。できれば使うな、とも。いずれ三月がこんなものまで使わねばならないほどに逼ひつ迫ぱくした状況というのは、もうほとんど負けが確定して、悪わる足あ搔がきをしている段階だからだ。

　──いまのように。

　それでも三月は、あれからラミアの指導の下懸けん命めいに練習し、この矮わい小しような力を使いこなせるよう当たり前のように努力した。徒と労ろうだとは考えなかった。自分には、婚こん約やく者のためにそんな些さ細さいなことくらいしかできなかったからだ。べつだん誇ほころうとも思わない。胸に渦うず巻まく焦しよう燥そうを、自分が努力をしていると実感しているときだけは、僅わずかながらも忘れることができたから。

　そして辛かろうじて三割程度の確立で狙ねらいどおり撃てるようになったのが、つい先日のこと。

　あまりにも弱々しい、だけど確かにここにある自分の『力』。

（そうだ……僕は、これで）

　敵てきを、ノエルを、撃った。当たらなかったし、そもそも弾に殺傷力なんてないし、狙いどおりに飛んだのだって半分くらいまぐれみたいなものだ。

（だけど、撃ったんだ……僕が）

　そう思うと、恐くて恐くてたまらない。

　喧けん嘩かすらしたことない自分が、自分の意思で他人を攻撃したという事実が、とても痛い。

　胸がズキズキする。

　たったこの程度のことで。人を殺したわけでも、傷つけて血を流させたわけでもないのに──撃った相手が、ノエルが、きっと痛かったんじゃないかと想像するだけで、涙なみだが溢あふれて止まらない。苦しくて苦しくて、うまく息ができない。

「……ぅ……ぅ」

　僕にもできた、アリスを助けられた、やってやった──そんな気持ちはぜんぜんなかった。

　こんなに弱い自分が、敵てきに一いつ矢しを報むくいたっていうのに、自分で自分を誇れない。

（なんて情けないんだ、僕は）

　勘かん違ちがいしていた。戦うということがどういうことなのか、分かってなかった。

　それは、敵を傷つけ、殺さなくちゃいけないってことだ。

　それは、敵に傷つけられ、殺されてしまうかもしれないってことだ。

　分かっているつもりだったのに、言葉だけで理解していた。目の前でアリスが戦う姿を見ていながら、本当の意味で実感していなかった。戦ったことがないから。一方的に傷つけられたことはあっても、敵に銃じゆうを向けて、撃ったことさえないから。立ち向かって、なかったから。

（だけどいま、ちょっとだけ分かった）

　戦うって、こんなに気持ち悪くて、おぞましくて、苦しいことだったんだ、と。

　だけど自分が感じているものなんて、きっと序じよの口ですらないのだ。殺傷力のない弾だん丸がんで、たった一発撃ったくらいで、何を知ったようなことを言っているのか。

（アリスは、こんなのを、何度も……⁉）

　銃を握る手はかちかちに固まっていて、グリップを離すことができなかった。辛かろうじて嗚お咽えつを抑おさえ込み、ようやく自分がやるべきことを思い出す。三み月つきは引き吊つれた声で助けを求めた。

「ラミア、さん……助けてください」

『ええ──分かってる。落ち着いて、三月くん。大丈夫、だから』

　ラミアはすぐに応こたえてくれた。通信回線はずっと開いていた、彼女は三月が自分を取り戻すのを黙って待っていたのだろう。あるいは混乱のあまり聞こえていなかっただけか。

　ラミア。

　先ほどノエルを撃つよう指示をくれたのも、アリスを護まもる決意を促うながしてくれたのも、幽かすかながらも戦える『力』をくれたのも、ぜんぶこの人だ。

　まるで遠えん隔かく操作で操られているみたいな気分。だけどいまはそれでいい。ここにはいない彼女の手足となれれば。それでアリスが助けられるのなら。

『状況を確認するわ、貴方あなたはアリスを連れてそばの建物に入った。そしてアリスは怪け我がをして気絶している。そして敵は見失った貴方たちを探している。ここまではいいかしら？』

「……はい」

『まずはエレベーターか、地下への階段を探して。ここにいたんじゃ、遠からず見つかっちゃうわ』

「……地下、ですか？」

『そうよ。さっきノエルがこんなことを言ってたの』




《この『浮島フロート』は、敵が侵入する度に戦場になるもので、研究所としては危なくて使えなくなってしまった場所。今となっては開き直って敵を迎げい撃げきするための場所として使用しています》




『ってね、それで、この『浮島フロート』ばかりが戦場になるってどーいうことかしらって考えたの。で──ぴんと来たわ。ま、たぶんそういうことなんじゃないかなって。いまは、裏を取ってるところ』

「あの……ごめんなさい。ぜんぜん分からないんですけど……とにかく、エレベーターか地下への階段を探せばいいんですよね」

『うん、そうそう。よろしくね』

　あっけらかんと言うラミア。軽口めいたこの口調が、絶望的な空気を紛まぎらわしてくれる。

　三み月つきは、アリスをその場に横たえて、改めて薄うす暗ぐらい廊ろう下かを探たん索さくし始めた。その間にも時間を無む駄だにすることなく、ラミアが話しかけてくる。

『少しだけ安心したわ。建物ごとまとめて一いち網もう打だ尽じんにする気はないみたい。アリスの共振は消えているし、これなら……まだ望みはある。アリスが復活するまで時間を稼かせげれば……』

「どうして、ノエルはそうしないんでしょうか。建物をぜんぶ壊こわしちゃえば、すぐに僕たちを見付けられるのに」

『あら、分からない？　……三月くん、貴方がいるからよ。そんなことをすれば、貴方あなたは生き埋うめになって死んでしまう。だからノエル──「七番目セブンス」は、最後の詰めを打てないで、一つ一つ建物の中を確認するしかない。彼女、ちゃあんと貴方の姿を目撃してくれたみたいね──狙ねらいどおりだわ』

「……僕が、いるから？　どうして……そんな、だってノエルは……敵なのに」

『……鈍にぶいわねえ。それはそれで好都合だけど』

「え？」

『ううん、なんでもない。三月くん、ちょっと逆の立場で考えてみなさいよ。貴方、友達が敵と一緒に逃げているとして、まとめて殺してやろうなんて考えられる？』

「あ……」

『正直、確率は五分五分だと思ってたんだけど。……できなかったのね、彼女』

　その声には、哀あわれむような響きが籠こもっていた。

『これは私たちに残された大きな手札アドヴアンテージだわ。最大限に利用してやりましょう』

「そんな……」

『複雑な気分だろうけど、あまり深く考えない方がいいわよ』

「……はい」

　三月は暗い表情で俯うつむき、探たん索さくを続行する。ほどなく目的のものは見つかった。

「エレベーター、ありました」

『ビンゴ！　やっぱりね。アリスを連れて行く前に、一度下りてみましょう』

「はい……！」

　薄うす暗ぐらく使われた形けい跡せきのない廊ろう下かを進む。

『いい、三み月つきくん。こっちで打てる策はぜんぶ打ったわ。あと一時間でこの『浮島フロート』には一般人がたくさん入ってきて戦いどころじゃなくなる。だけどそれじゃ間に合わない。それまでに貴方あなたたちが殺されてしまったら意味がないから。そして、アリスがどれくらいの時間で復活するのかも分からない。地下に逃げ込んだとしても、稼かせげる時間なんてたかが知れている。……私の言ってること、分かるかしら？』

「はい」

　三月は、決意を込めて深く頷うなずいた。

「……僕が、敵を食い止めます」

　できるとか、できないとか、これはそういうことじゃない。他ほかに選せん択たく肢しはないのだ。

　ヒロインを護まもって、敵てきと対決する──

　待ち望んでいたはずの状況は、あまりにも絶望的で、穢けがれていて、そして救いがなかった。
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　エレベーターはロックされていたが、ラミアの言うとおりにパスコードを入力するとあっさりと開いた。すでに組織を抜けた彼女がどうして有効パスを知っているのだろうか。聞くと、例のごとく煙けむりに巻かれてしまう。抜けたとはいっても、まだ何らかのコネクションが残っているのだろうと適当に推測する。

（そういえば……さっきも）

　アリスの戦術サポートを務めながら、三月とも連絡を取っていた。情報を操作して、島にたくさんの人が集まるように手を打った、ともいう。もしかするとラミアは、他ほかにも誰かと連絡を取りながら、こうして三月に指示を下しているのかもしれない。

　それは、誰だろう。

　三月には、判断がつかなかった。

　エレベーター内部は狭せまく暗い。三人乗れば窮きゆう屈くつなほどだ。一度にたくさんの人間が下りられないようになっている。独特の浮遊感とともに、エレベーターが下っていく。

「……この下に、何があるんですか？」

『さあ？　分からないわ。何があるのかしらね』

　通信機から聞こえる声からは、何の心情も読み取れない。

（……ずいぶん長い時間、下っているような気がする）

　地下に向かっているということは、当然『浮島フロート』の内部に通じているのだろうが──

　メガフロートというのは、そんなに分厚い施設だったろうか？

　そんなことを考えていると、再び例の浮遊感があって、続いてガコンと箱が振動した。

　下層に到着したのだ。自動扉が開き、外の光景がつまびらかになる。

　そこは、上層とは比較にならないほど広大な空間だった。ぱっと見た感じ、船のドックを連想する。それも尋じん常じようのものではない。三み月つきの貧困な語ご彙いを駆く使しして、ごく単純に言い表すならこうだ。創作の中にしか存在し得ない、宇宙戦せん艦かんか何かのドックみたい。

　通路や階段が、壁にそってぐるりと設置されている。下を見ても横を見ても、かなり広い。何メートルくらいあるのかは計り知れないが、この高さから落ちたら確実に死ぬだろう。

　上の建物のすべてが、ここに通じているのだろうか？　あるいは他ほかの島からも？

「これ……って」

「三月くん。驚いてないで説明して頂ちよう戴だい。貴方あなたには私の目になってもらわなくちゃいけないんだから」

「は、はい」

　自分なりに目の前の光景を説明すると、ラミアはこう言った。

『「第七研究室・海底研究所」──ってとこかしらね？』

「か、海底……？」

『そう、驚いたわ。メガフロートの研究所はダミーで、こっちが本命ってわけ。あっはー、ほとんど秘密基地のノリじゃないの。なるほど守護者ガーデイアンを置くわけだわね』

「こんなところで、何を……造っているんですか？」

　研究所と言うからには、当然何かを造っているのだろうとは思う。しかしこんな規模の施設を海底に隠かくしてまで造るものとは……いったい。

　ラミアは、まるで興味なさげな声で応こたえる。

『さあね──どうせろくなものじゃないわよ。それよりも、人に見つからないようにね。監かん視しカメラはこっちで黙らせられるけれども、さすがに人の目は操作できないから。まずは……そうね、どこか安全そうな場所を探しましょう』

「……はい」

　三月には判断が付かなかったが……確かに、こうやって敵てきの懐ふところに飛び込んでしまうのは盲点かもしれない。パスコードを通過して、監視カメラを封じ、敵の死角に潜もぐり込む。あまりにも都合がよすぎるとは思わなかった。三月は、ただただ盲目的に頼りになる声に従った。意思なきマニピュレーターに徹てつした。ラミアに不ふ審しんを覚える余よ裕ゆうなどそもそもなかったし、彼女がアリスを助けるために全力を尽くしていることは、疑うべくもない。

　しかし──それにしても。

　秘密基地への侵入だなんて、本当に主人公っぽい。夢のようで、悪夢のよう。

　脇わき役やくの分際で、分ぶん不ふ相そう応おうな立ち位置にいるとしか思えなかった。
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　そこは機材室のようだった。山と積まれた段ボールや、布をかけられた機械などがある。

　三み月つきは、眠ねむるアリスをそっと壁にもたれさせた。雑多な機材に阻はばまれて、入口からは見えない位置だ。アリスが着ている瀟洒な黒衣ゴシツクロリータに、無む惨ざんな血の染みが広がっている。左胸が少し裂さけて、赤黒い傷きず痕あとが覗のぞいていた。出血はもう止まっているようだが、傷は塞ふさがっていない。

「アリス……」

　ハンカチで、アリスの額ひたいについた汗を拭ぬぐう。彼女の顔は苦しげだ。はぁはぁと荒く細い息を漏もらしている。頰ほおは赤く染まり、身体からだ全体が熱を持っていた。情欲に強く訴えかける艶つやっぽい表情だが、そんな場合ではなかった。このまま目を覚まさないのではないかと気が気でない。

「本当に、命に別状はないんですか……？」

『ええ、それは大丈夫。アリスはこのくらいのことで、絶対に死んだりはしないわ。絶対に。──それよりも時間がない。状況を整理して、作戦を立てましょう』

「はい」

　三月は、泣きそうな顔でアリスを覗のぞき込みながら頷うなずく。

『いい？　まず、アリスについてだけど……心臓が治ち癒ゆしてスフィアの機能が復活すれば、気力モチベーシヨン次第ですぐにでも怪け我がは復元できるわ。だけど、それまでどのくらいの時間がかかるのか、それは分からない。十分か、三十分か、それとも一時間か……こればかりは賭かけだわね。三月くん、厳しいようだけど貴方あなたには、私と一緒に、どうしてもその時間を稼かせいでもらわなくちゃならない』

「構いません。僕にできることなら、なんでもやります。……でも、アリスを……まだ戦わせるつもりなんですか？」

　非難めいた言い方になってしまうのは、どうしようもなかった。

『そうよ、戦わせるわ。他ほかに選せん択たく肢しはない。何か文句があるかしら？』

「……ありません」

　三月は俯うつむく。そう、ラミアだって好きでアリスにこんなことをさせるわけじゃない。

　分かっている。だけどそれでも、彼女を武器みたいに扱うのはイヤだった。

『次はノエル──「七番目セブンス」について。彼女は日本刀の形をした固定型専用武装を媒ばい介かいに、外部強化を受けている。この海底施設の目的の一つが、「七番目セブンス」を強化する「力場フイールド」を発生させることなんだと思うわ。私もあまり詳くわしくないんだけど「第七研究室」の研究課題は、「ＬＴスフィアの複製」らしいから。……あくまで推測だけど、この施設──いいえ、この島全体が「複製ダミースフィア」として機能しているんじゃないかと思う』

「この島自体が……ＬＴスフィアと同じ機能を持っている？」

　鸚鵡おうむ返しに問うと、ラミアは「そう」と答えた。

『スフィアのブラックボックスを、既存の技術で代替しようとすると、まあざっとこのくらいの規模は必要よね。もちろん完全再現ってわけじゃないだろうけど、オリジナルにはないメリットもあるみたい。一つは素そ体たいの心臓に埋うめ込む必要がないこと、二つはすでにスフィアを埋まい設せつずみの素体にも効果があること。……とりあえず現在推測できるのがこの二つ。特に二つめがやばいわね。「七番目セブンス」は、スフィアを二つ装備して、二重に強化されているってことだもの。そして一つ一つのスフィアは通常可動してるだけなんだから、暴走も自じ壊かいもしない。む～、分かってみれば、もの凄すごく単純な仕掛けだわ』

　しかも、とラミアはため息混じりに続ける。

『ノエル自身の戦闘熟練度が半はん端ぱじゃない。スフィアからプリインストールされる戦闘技術に加えて、訓練と実戦を繰り返して実力を底上げしてる。さらに重ねて言えば、無調整な上に主人への忠ちゆう誠せい心しんは鉄壁。おかげでスフィアの出力は、常に最大限に引き出されてる、と。──考えれば考えるほど無む敵てきだわ。かんべんして頂ちよう戴だいって感じね。ほんと誤算、スフィアの性能だけなら完全にアリスの勝ちなのに。……そういうわけで、この島にいるかぎり「七番目セブンス」とは、まずまともに戦っても勝てないというのが結論』

「でも、いまの話を聞いていると、弱点はありそうですね」

　素人しろうとの三み月つきでも気付く。ノエル──「七番目セブンス」の致命的な弱点。攻略の鍵。

『そうね、複製ダミースフィアの媒ばい介かいとなっている「刀」さえ奪っちゃえば、彼女の性能は半減する。アリスなら簡単に倒せる相手だわ。まあもちろん、その状況に持っていくのが大変なんだけど……それはひとまず置いておいて。大きな問題がもう一つあるのよ』

「……まだあるんですか」

　三月は重い声で問う。これ以上事態が悪化することはないだろうと思っていたが、まだ認識が甘かったのだろうか。

『敵は「七番目セブンス」だけじゃないの。少なくとももう一人、ミスコンテストの最中、アリスの抑制機リミツターを狙そ撃げきしてきたやつがいるわ』

「…………」

　絶望的な事実を告げられた三月は、何も言葉を返せなかった。一人だけでもすでに分ぶが悪いというのに、さらに敵てきがもう一人増える……？

「不幸中の幸いは、そいつと七番目セブンスが敵対していること。さっき言ったとおり、誰であろうと七番目セブンスとまともに戦って勝ち目はない。きっと、それをそいつも弁わきまえているのね。だから七番目セブンスとアリスの戦いの趨すう勢せいを静観している。勝った方が疲ひ弊へいしていれば漁ぎよ夫ふの利りを狙ねらい、手出しを控えるにしても抜け目なく戦闘データを攫さらっていく。これもまた、バトルロイヤルの定じよう石せきだわね』

「……どう、するんですか」

　辛かろうじてそれだけ口にした。

　ラミアは少し間まを空けてから答える。

『もちろんそいつと七番目セブンスが潰つぶし合ってくれれば一番いいんだけど、そう上手うまくはいかないでしょうね。戦闘が続行できなくなるタイムリミットまで耐えるか、もしくは、アリスが連戦できるだけの余力を残して、七番目セブンスを倒すしかないわ』

「そんな……」

　簡単に言うが、それがどれだけ難しいことか……三み月つきにだって分かる。

『というか、私にもよく分からないのよね……狙そ撃げき手しゆの考えてることが。何でこの状況で動かないのか……ぜんぜん読めない。むぅ……対策を立てようにも、材料が少なすぎるわ』

「どういうことですか？」

『んー……もしかしたら、そいつも三月くんラブだったりするのかしら』

「へっ？」

『冗じよう談だんよ、言ってみただけ。そーだったら、辻つじ褄つまが合うなって思ったんだけど……なわけないわよね、忘れて頂ちよう戴だい』

　と、お茶を濁にごすラミア。

　三月は、ふと思いついたことを言ってみた。

「あの、ラミアさん。ノエルの「刀」をアリスが使えれば、その狙撃手も簡単に倒せるんじゃ」

『それは私も考えた。でもあまり期待しないほうがいいわね。きっと彼女を強化しているシステムは、「七番目のセブンススフィア」を元にして造られている。その場合、相あい性しようが問題になるの。アリスが使えるかどうかは、やってみないことには分からないわ』

　これもまた、賭かけだ。今日という日を乗り越えるには、いったいどれだけの賭けに勝ち抜かなければならないんだろう。三月は暗あん澹たんたる気持ちで「……そうですか」と呟つぶやく。

　三月が黙り込むと、ラミアはがらりと優しい声に変わって言う。

『三月くん。貴方あなたがいてくれて、よかった』

「ラミアさん……」

『いまさら巻き込んでごめんなさいねとは言わない。だけど……ありがとう、アリスのそばにいてくれて。何も特技がなくたっていい、戦う力なんかなくたっていいの。それでもあの子のそばにいてくれる貴方を、だからこそ私は、誰よりも頼りにしているんだから』

「…………」

『三月くん、私と一緒に、アリスを護まもりましょう』

「……はい」

　しっかりと頷うなずく。アリスを抱だく腕うでに力を込めた。

『結論をまとめるわ。貴方は、アリスが復活するまでなんとか「七番目セブンス」を足止めして時間を稼かせぐ。そしてできれば彼女の力の源である「刀」を奪う。しかるのちに、弱体化した「七番目セブンス」をアリスが叩たたく。作戦の基本的な流れは以上よ』

　口で言うのは簡単。問題は、どうやってそれを成すか。

『こちらの手札は二つ。一つは私が貴方あなたに渡した「狐キツネ印じるし・どきどき♡はあとブレイカー弐式ぷち」。いまさら説明するまでもなく、半径約百メートルに強烈な疑ぎ似じ共振を発生させて敵てきを行動不能にする、小型拳けん銃じゆうサイズの武器ね。どこかに着ちやく弾だんさせるか、さっきみたいに割られたりすると、一秒後にドカンピカッといくわけ。できれば左胸に直撃させて。効果時間はもって数十秒。身構えられていたり、敵のスフィア出力が高かったりすると効き目が薄うすれるから気を付けて』

　三み月つきはポーチから親指ほどの閃光榴弾グレネードを取り出して、床ゆかに並べた。残り弾たま数かずは、三。

　これが手持ちの武器のすべてだ。全ぜん弾だん命中させたとしても、稼かせげる時間はたった数分。

　あまりにも心こころ許もとない。

　しかし三月は、そこで気付いた。

「……手札は、二つ？」

『ええ、もう一つは貴方よ、三月くん。自分では気付いていないかもしれないけど、いまこの場で、もっとも戦せん況きようを左右する存在は、間違いなく貴方』

「僕が？　そんな……」

　三月は当とう惑わくした。自分にそんな力があるなんて、とても信じられない。

『事実よ。貴方は無力なんかじゃない。もちろん潜せん在ざい能力云うん々ぬんの話じゃないわ。いまこの場で確実に使えない能力なんかに意味はないもの』

　そうだ。いつだって、本当に役に立つのは、いままでの人生で積み重ねてきた──獲得してきたものだけだ。怠たい惰だに生きてきた自分には、その積み重ねがあまりにも足りない。

　裕ゆう福ふくな家庭に生まれて、優しい祖そ父ふ母ぼに育てられて、そばにはいつも可愛かわいらしい婚こん約やく者がいて。自分はずっとずっと恵まれていた。それが当然だと受け入れてきた。特別な努力なんて、何一つしてこなかった。ごく普通に勉強して、ごく普通にスポーツをして、それだけ。

　自分は、いままで何一つ積み上げてこなかった。だから無力だと、そう思っていたのに。

　違うというのだろうか？　この不ふ甲が斐いない自分に、この絶望的な戦況を変えうるほどの、何かがあるというのだろうか？　本当に？　噓うそだ。そんなはずはないだろう。自分は特殊能力も技能もない単なる脇わき役やくみたいなもので、断じて主人公なんかじゃなくて、鈍にぶくてのろまで泣き虫で──こんなに駄だ目めなやつなのに。三月は振り絞しぼるように訴える。

「僕に何が……何があるっていうんですか」

『アリスが言っていたでしょう？　貴方は自分を過小評価しすぎているって。そう、貴方にだっていいところはたくさんある。幾らでもある。慰なぐさめなんかじゃないわ。そんな一時しのぎの綺き麗れいごとを、あの子が言うわけがないでしょう？　いい加減に認めなさい三月くん、貴方が十年以上もかけて積み重ねてきたものを、いまの貴方自身を、否定しては駄目。そんな自じ虐ぎやくは、他ほかの誰でもなく自分自身に失礼よ。いい、よーく聞きなさい？　アリスの代わりに、この私が叱しかってあげる』

　ラミアは、いままでで一番恐い声で言った。

『九条院アリスの婚約者を舐めないで』
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　ノエルは『浮島フロート』にあるすべての建物を調べ尽くし、こう結論した。

「敵てきは、すでにこの島にはいないようです」

『ふん、どういうことだ？　あの短時間でそう遠くに逃げられるわけもない。あの少年は、単なる一般人なのだろう？』

　通信機から主エレノアの声が聞こえてくる。ノエルは頷うなずいた。

「そのはずです。そもそも彼は男性ですし、スフィアの素そ体たいではありえない」

　原則として、ＬＴスフィアの素体となれるのは女性のみだ。いかに見てくれが少女めいていようとも、三み月つきがＬＴスフィアの素体となることはない。

『……だがな、確認したわけではなかろう？　実は女かもしれんぞ』

「主あるじっ⁉　そのように下劣なことをおっしゃるものではありません！」

『うるさいなあ、爺じいやかおまえは？　まあいい、で──敵はこの島にはいない、遠くに逃げてもいない。となると結論は一つしかない。研究所に入られたな』

「まさか……海底エレベーターにはパスコードがかかっているはずではありませんか」

『はん、その上、施設内のセキュリティ網にもまったく引っかかっていない。つまりオンラインから何の形けい跡せきも残さずにセキュリティに侵入してきたわけだよ。それもこの私が全力をもって造り上げた防壁を潜くぐり抜けて、だ。ありえないと声を大だいにして叫びたいところだが、他ほかに可能性が思いつかん。まったくもってふざけた話だ。やつらには最上級のブレーンが付いているに違いないが、だとしても納得いかん。研究所のセキュリティ情報が漏もれているとしか思えん』

「職員の中に、スパイがいると？」

『考えたくはないがな。ソーシャルエンジニアリング対策として、人員は厳選したし、過去の経歴もきっちり洗ったはずなんだが。それでも私の防壁が破られたと考えるよりは、よほど現実的だ』

　自信満々にエレノアは言う。そう、この海底研究所の存在を知っているのは、第七研究室の職員を除けば、エレノアと強い信頼関係で結ばれている数人だけだ。

『ふん、この件にケリがついたらすぐに見つけ出してやるさ』

　憤ふん然ぜんと鼻を鳴らすエレノアに、ノエルは詫わびの言葉を述べる。

「主あるじ……申しわけありませんでした」

『何のことだ？』

「私が我わが儘ままを言わなければ、敵てきは始末できていたはずだ」

　スタン状態から立ち返ってすぐ、広範囲攻撃で周囲の建物もろともアリスに止とどめを刺すことが、ノエルにはできた。しかしそれを、あえてやらなかったのだ。敵とともに、三み月つきが──数日前に知り合ったばかりの、友人がいたから。

『ああ……バカめ、そこは、詫わびではなく礼を言うところだろう？』

　エレノアは悪戯いたずらっぽく笑う。そうすると、大人おとなびた言葉遣づかいをしていても、年とし相そう応おうの稚ち気きが混じる。

『おまえの年下趣味には、大いに笑わせてもらった。せっかくだから付き合ってやるさ、最後までな』

「なにを……おっしゃるのですか。三月は……確かに友人ですが、そのような他意は」

　ノエルの言い草に、エレノアは呆あきれた様子で言ったものだ。

『それで隠かくしているつもりか？　それとも本当に気付いていないのか？　いったいどこまで純情乙女おとめなんだよおまえは』

　エレノアは老ろう獪かいそうに笑った。ひとくさり笑ってから、声のトーンを落とす。

『……あのなノエル。この間、寝不足で死にそうな私の前で、おまえがあの少年の話を楽しそうにくっちゃべっているとき、うるさい黙れと叱しかったがな。実のところ私はうれしかったのさ。大事な仕事が途と中ちゆうだというのに、へらへら浮かれきってなあ。そんな相手ができてよかったじゃないか』

　嫌いや味み混じりの、けれどしみじみとした口調。どこか、遠い昔を懐なつかしむような声色。

「主……」

『病院でくたばりかけてたおまえに、新しい命をくれてやったのは、この私だ。それからずっと、ずいぶんと長いこと私たちは一緒だったな。まるで姉妹のように。まるで家族のように。ふん、まあ色々あったさ。いいことも、悪いことも、数え切れないほど』

「…………」

　エレノアは、主は、普段の彼女らしからぬ、希こいねがうような口調で問う。

『そんなおまえを、自分の娘むすめのように思うのは……いけないことか？』

　……ああ、これだ。この御お方かたに、自分は忠ちゆう誠せいを誓ちかったのだ。命を救われたからではない。それはほんの切っ掛けに過ぎない。彼女を護まもり、彼女を敬うやまい、彼女のために命を捧ささげる。

　難しい言葉は一つも要いらない。それが自分の役割で──本ほん懐かいだ。

「私は……今年で十九になりますが」

『そうか、私は九歳さいだ。それがどうした？』

「いいえ、何でも。我が母君」

　隻せき眼がんを瞑つむり、応こたえる。

　先ほど三み月つきの姿を目撃したときから続いていた動揺は、もうすっかり落ち着いていた。

『あの少年を、殺したくないのだろう？　ならば好きにすればいいさ。今度こそきっちり拘こう束そくして、武器を奪ってやればいい』

「……ありがとうございます……」

　ノエルはその場にいない主あるじに向かって、深々とお辞じ儀ぎする。

『ただ、あの金きん髪ぱつは駄だ目めだ。直接やり合ったおまえなら分かるはずだな、あの化ばけ物ものの危険性とやつが胸に収める尋常ならざるスフィアの有用性を。とても生かしておくわけにはいかない。必ず心臓を引き摺ずりだしてやらねばならん。宝物の使い道は、それから考えればいいさ』

「……はい」

『言うまでもなく……婚こん約やく者を殺してしまえば、おまえは、嫌きらわれてしまうだろうがな』

「覚かく悟ごの上です」

『……強がるなよ』

「いいえ、強がってなど。何をおっしゃるのですか。私には貴女あなたがいる、だというのに……これ以上、なにを望みましょうか」

『はあ、そうか。そうだな。そういうことにしておくさ。この意地っ張りめ。では速すみやかに研究所に帰き還かんしろ。ちょうどいま所内を人形どもにくまなく索さく敵てきさせているところだ』

「はい、すぐに参ります」

　ことさら明るく応こたえた声には──寂しさなど混じる余地はなかった、はずだ。




　ブルーエデン北区画ノースブロツク、アルテミスの研究施設が建ち並ぶメガフロートの下部からは、海月くらげの触しよく手しゆのように幾つもの『管』が伸びている。

　数多あまたの『管』が至る先が、『第七研究室・海底研究所』だ。研究内容は複製ダミースフィアの作成。

　そう、この研究施設そのものが、試作型複製ダミースフィアの核コア──つまり素そ体たいの心臓部に相当するわけだ。心臓部より生み出されたある種のエネルギーは、ブルーエデンの各地に設置された増幅装置ブースターを経由して、島全体に『力場フイールド』を張り巡めぐらせる。最後に、固定型専用武装『黒こく蓮れん』を媒ばい介かいに、素体に身体強化機能を付与するという流れだ。

　ＴＳＳツイン・スフイア・システム。それが『七番目セブンス』の極意コンセプトの名称である。

『しかし解げせんな』

　下るエレベーターの中で、通信機の声が言った。ノエルは「何が、でしょうか」と問い返す。

『ああ、十二番目トウエルフスのことだ。いまだ動かず静観したままなのだろう？』

「はい。彼女の共振は、私と四百メートルほどの距離を維持したままです」

『不自然だ。どうしてなにも仕掛けてこない？』

「そうでしょうか。私は依然、無傷のままで健在です。彼女の勝機は薄うすいと思われますが」

　エレベーターが下層に到達。ノエルは開いた扉から、研究所内部に踏み入った。

『だが、隙すきはあったはずだ。さっきあの小こ賢ざかしい閃せん光こう弾だんを喰らった瞬しゆん間かん、おまえは行動不能状態に陥おちいった。しかも愛いとしの少年の姿を見たせいで、出力がガタ落ちしてさえいたんだぞ。私が十二番目トウエルフスなら、迷わず砲ほう撃げきするところだよ。ほら、奴やつが先日お披ひ露ろ目めしてくれただろう。あのアホみたいな破壊力なら、おまえを「浮島フロート」ごと消し炭にできたはずだ。何故なぜそうしない？』

「それは……」

　確かにそうだ。あのタイミングなら、ノエルはオメガブラストを回かい避ひできなかった。リリスは、まさにそういう隙すきが生まれる瞬間を待ち構えていたはずなのに。これはどういうことだろうか。十二番目トウエルフス──リリス・グラムが、強きよう敵てきを倒す絶好の好機をみすみす逃した理由。

　あるいは、逃さざるを得なかった、理由。

「まさか……」

　一つ、まっさきに思い浮かんだものがあった。

　エレノアもまた、同じことを考えたようだ。

『まさか、おまえと同じ理由ではあるまいな……？』

「そんな……いや、しかし」

　いまのところ、他ほかに理由が見あたらない。同じ『浮島フロート』に三み月つきがいたために、リリスは、ノエルを砲撃で島ごと吹き飛ばしてしまうわけにはいかなかった。

　そう考えると、辻つじ褄つまが合ってしまう。

　エレノアは、幽ゆう霊れいでも目撃したかのような口調で呟つぶやく。

『だとしたら……何者なんだ、あの少年は。本当に……ただの一般人なのか？』

「その……はずですが」

『そうだよな。私も実際に会って少し話したが、くそ鈍にぶいお人好しの餓が鬼きにしか見えなかった。なのに……その単なる一般人の少年一人がいるために、十二番目トウエルフスは絶好の機会をふいにし、おまえは詰めを誤り敵を逃し、さらにはこうして研究所内部への侵入を許してしまったわけだ』

　嫌いやな感じだな、とエレノアは苦い声で呟いた。

『どんな強敵だろうが、おまえの敵ではないと私は信じている。実際、あの金きん髪ぱつも銀髪も、どちらも恐ろしい相手ではあったが──おまえは難なく勝利しただろう。しかしあの少年ときたら……滅め茶ちや苦く茶ちや弱いはずなのに、まったくたいしたことはしていないはずなのに、ただいるだけで結果として私たちの思惑おもわくは狂わされ、翻ほん弄ろうされている。ほんとに嫌いやな感じだよ。偶ぐう然ぜんにしろ必然にしろ、邪じや魔まくさいやつだ』

「主あるじ……」

　通路を歩いていたノエルが立ち止まった。十字路の曲がり角から、探し求めていた人物が、いたって無造作に現われたからだ。三月である。アリスの姿はない。

　面白そうな声でエレノアが言う。

『ほう、噂うわさをすれば。見つかるまで隠かくれているものとばかり思っていたが、まさか自分からのこのこ出てこようとはな。何のつもりなのだか』

「三み月つき……」

　ノエルは無意識のうちに、彼の名を呟つぶやいていた。

「ノエル……」

　三月は口元を固く引き結び、健けな気げにもノエルを真まっ直すぐに見み据すえている。可哀かわい想そうに……腕うでも脚もカタカタ震えているし、愛らしい瞳ひとみには大粒の涙なみだを浮かべている。いますぐ抱だき寄せて、慰なぐさめてあげたかった。彼を苦しめるものがいるのならば、この手で斬きり捨ててやりたいとさえ思った。なのに──なのにだ。それはできない。断じてだ。何故なぜなら、彼にそんな顔をさせているのは、他ほかならぬこの自分なのだから。

『おい、ノエル、出力が落ちているぞ』

「問題ありません、主あるじ」

　即答で断じ、揺れる心を抑おさえつけた。撥はねる心臓をあえて無視し、冷静を装い、辛かろうじて曖あい昧まいな問いを投げる。意味のない質問だった。

「何のつもりですか、三月」

「ノエル、僕の話を聞いて……！」

「話？」

　エレノアの声が割り込んだ。

『分かっていると思うが時間稼かせぎだ。こいつはあの金きん髪ぱつが復活するまで、おまえを足止めする腹だぞ』

　当然そうだろう。分かっている。しかしノエルには、いきなり三月を殴なぐりつけて気絶させるような真似まねはさすがにできなかった。アリスは人形たちが捜そう索さくを続けている。どこに隠かくれていようと、すぐに見つかるはずだったし、三月自身は、無力で無害な少年なのだ。彼の話というのが何か、どうしても気になった。

「……三月、貴方あなたは私の大切な友人だ。本当に久しぶりにできた、気の置けない友達だ」

「僕も、そう思ってる」

「私は、貴方とずっと友人でいたい。いいえ、もっと仲良くなりたい。よくお互いのことを知り合って、会話を交わして、一緒に出かけて……」

「僕だって、そう思ってるよ……？　ノエル」

「三月……私は……」

　ノエルは、彼に許しを請こいたい衝しよう動どうを堪こらえていた。彼の婚こん約やく者を殺そうとした罪を土ど下げ座ざして詫わびて、また少し前までの関係に戻れたら、どんなにいいことかと。そんな埒らちもない考えに、一時とはいえ支配された。けれど、それはできない。できないのだ。九く条じよう院いんアリスは、エレノアにとって、ノエルにとって、倒すべき敵てきだから。アリスの人格云うん々ぬんの問題ではない。ノエルがアリスと戦い、倒し、殺すことは、もう定められている。見逃すことはできなかった。どうしてもだ。それがエレノアの指令であったし──ノエルの本能もまた、アリスを倒さねばならないと叫んでいたからだ。言葉にはし難い感覚だ。余よ人じんには理解されぬかもしれない。

「ノエル……お願いだから、アリスを殺さないで。僕はどうなってもいいから、なんでもするから、だから……だからアリスの命だけは助けて……ください」

　三み月つきは、涙なみだながらに懇こん願がんした。恥も外聞もかなぐり捨ててその場に土ど下げ座ざした。

「お願いします……お願いします……お願いしますっ──アリスを、僕の大切な人を、どうか殺さないで……！　……お願い、だから……なんでも、するから」

　無ぶ様ざまに、哀あわれっぽく、一生懸けん命めい、誠心誠意、頭を擦こすりつけて命乞ごいをする三月。

「……やめて、ください、三月」

　武器を持って立ち向かうよりも、狡こう猾かつな罠わなを張り巡めぐらせて待ち受けるよりも、それは、その姿は、よほどに効果的だった。ノエルを動揺させ、戦意をくじき、精神に多大な負荷をもたらした。極限まで錬れん磨まされた闘法でノエルを翻ほん弄ろうしたリリスよりも、圧倒的な出力と大だい胆たんな戦法でノエルを苦戦させたアリスよりも、いま目の前で泣き喚わめく無力な少年こそが、もっともノエルを追い詰めていた。

「どうか……頭を上げてほしい。私たちは友人のはずだ。友人に、そんなことをするものではない。なにより、私は、貴方あなたのそんな姿は見たくない……」

「ならっ、約束して！　アリスを殺さないって！　助けてくれるって！」

　必死に泣き叫ぶ三月。そんな彼を見下ろしているだけで、胸が壊こわれてしまいそうだ。

　しかしノエルは、静かに首を振った。

「それは、できない。たとえ貴方に憎にくまれる結果になろうとも、私はアリスを殺すでしょう」

　三月は土下座の体勢から、涙でぐしゃぐしゃになった顔を上げた。

「どう……しても？」

「はい、どうしても」

　そんな瞳ひとみで見つめられても、答えを変えるわけにはいかなかった。

「……ノエル。きみは、僕たちの敵なの？」

「残念ながら、そのようです」

　ノエルが忸じく怩じたる想いを押込め、平静を装った声で告げると、三月はゆらりと立ち上がった。情けなくしゃくり上げながら、ごしごしと手の甲こうで涙を拭ぬぐう。それから──

　ずっと片手に持っていた銃じゆうを、ノエルへと振り向けた。

　三月は震える声で、しかしはっきりと宣言する。

「なら……僕が相手だ。僕が、きみを倒す」

「…………三月っ」
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　どうしてだ？　とノエルは思った。どうしてこうなるんだ？　どうして三み月つきが、自分に銃じゆうを向けている？　あんなに優しくて、穏おだやかで、可愛かわいらしくて、虫も殺せぬ性格の彼が、あろうことかノエルを敵てきと認識し、凶きよう器きを向けて構えているのだ？

　普段の彼が絶対に口にしない、暴力的な言葉さえ吐はいて。

　決まっている。敵だからだ。自分が三月の、敵だからだ。

（ああ、私が……）

　彼を説得できるとは思っていなかった。憎にくまれることさえ覚かく悟ごしていた。

　だが……こんなことがあっていいのだろうか。

（三月と、闘うというのですか）

　悪夢のようだった。あまりにも馬鹿馬鹿しくて、あまりにも哀かなしくて、口からみっともない嗚お咽えつが漏もれてきた。奇き妙みような笑いが漏れてきた。頭が痛い。視界が霞かすむ。四し肢しに力が入らない。

「……く、は、は。ははは」

　泣き笑うノエルの膝ひざからカクンと力が抜け、よろめく。気力モチベーシヨンは、最低。

（私には……無理だ）

　いまノエルは、三月に敗北した。完敗だった。最初から勝ち目などなかったのだ。

　男性恐怖症だから、ではない。

　この身に拒絶反応を起こさせない希け有うな人。

　本当に久しぶりに得た、異性の友人。

　彼を傷つけることなんて、自分にできるわけがない。

　もしもこれが作戦なのだとしたら、考えた奴やつはとんでもない外げ道どうに違いない。

　だが──

「無理だ。貴方あなたにはできません、三み月つき」

「⁉」

　トリガーに指をかけた三月を、そばに隠かくれ潜ひそんでいた数体の人形が取り押さえた。

　エレノアの下げ僕ぼくは、ノエル一人だけではない。

『終わりだ』

　通信機ではなく、館内スピーカーからエレノアの声が聞こえてくる。隠かくしもしない、暗い怒気を孕はらんだ声だ。

『よくもまあ、やってくれたな。覚かく悟ごしろよ糞くそ餓が鬼きめ、必ず後悔させてやるぞ……！』

「く……！」

　床ゆかに押さえつけられた三月の手から銃じゆうがこぼれ落ちる。これでもう、彼は唯一持っていた戦う力を失った。彼との会話は、確かにノエルの出力を格段に引き下げはしたが、それだけだ。

　現状は何も変わらない。彼は、アリスを護まもることができなかったのだ。

　エレノアが三月を嘲あざけり笑う。

『そうら見ろ、貴様ごときがいかにあがこうと、結局、なにも結果は変わらないのさ。お笑いだな、弱者がちょっとやる気を出したからって、何かができるとでも思ったのか？』

「…………」

『ふん、しょせんおまえの婚こん約やく者への想いなど、その程度のものなんだよ。雑魚ざこが女のために戦場に飛び込んで、女のために慣れない武器を敵てきに向けて、それで格好いいつもりなのか？　「僕が相手だ」だと？「僕が、きみを倒す」だと？　自らの非力も顧かえりみず、吼ほえるだけなら犬でもできるだろうが！　口だけじゃないというなら、女への想おもいが本物だというなら、この私に結果を見せてみろ、いますぐおまえの覚かく悟ごを見せてみろ！』

「……くが」

『は……なんだ？　文句があるなら言ってみるがいい』

　なんの武器も持たず、四し肢しは取り抑おさえられ、動かせるのは口ばかり。そんな状態でもなお、三月は言った。ギシリと歯を食いしばり、先と違わぬ、覚悟の台詞せりふを。

「僕が相手だ。僕が、きみたちを倒す」

『ふざ──！』

　エレノアの言葉は最後まで聞こえなかった。その瞬しゆん間かん、閃せん光こうが爆発し、視界を漂ひよう白はくしたからだ。そしてすぐさま擬ぎ似じ的てきな共振反応エコーが発生し、ノエルと人形どもを打ちのめした。

（馬鹿な⁉）

　ノエルは無ぶ様ざまに膝ひざを屈し、眼めを固く瞑つむった。

　閃せん光こう弾だん。敵てきの増援ではない。うろたえていたとはいえ、そんな気配を察せないほどノエルは落ちぶれてはいない。三み月つきだ。三月が撃った。しかし──銃じゆうを奪われ、四し肢しを束そく縛ばくされていた彼が、どうやって。

　動かせるのは、口くらいしかないというのに。いや──口、だと？

（まさか……⁉）

　それしかない。

　三月は口内に例の閃光弾を隠かくし持ち、嚙かみ砕くだいて吐はき出したのだ。先ほど斬きった感かん触しよく──手て応ごたえからすれば、やってできない硬さではないはずだ。それこそ、覚悟さえあれば。

　つまり三月は、会話でこちらの出力を下げた上で、身構える暇さえない不ふ意い討うちで、ノエルに至し近きん距離から閃光弾を喰らわせたのだ。

（なんという……無む茶ちやを‼）

　まがりなりにも爆発物を、至近距離で爆発させるなど。

「三月……‼」

　頭の中で、ノエルを護まもって落ちていく『彼』の顔がフラッシュバックした。

　そのとき何者かの手が延びて、ノエルの腰こしから刀を引き抜こうとする。

　三月の手だ。

　彼は『七番目セブンス』の力の秘密をすでに見抜いていて、この『黒こく蓮れん』を奪おうとしているのだ。

「く──」

　ノエルは咄とつ嗟さに彼の腕うでを摑つかんだが、今度は左胸に硬いものが押しつけられた。

　銃だ。三月は束そく縛ばくを振りほどき、落とした銃を拾い上げ、ノエルの胸に密着させて──

　トリガーを引いた。

「がああああ……ッ」

　再び閃せん光こうが爆発──ノエルの心臓が悲鳴を上げる。出力が落ち込んだところに、激烈な疑ぎ似じ共振を連続でぶちかまされたのだ。心臓を直接鷲わし摑みにされて、握り潰つぶされているみたいだった。本当にこれが三月の仕し業わざなのか？　あのお人好しの彼が、このような無む茶ちやや非道を速やかにやってのけたと？

「か……は、っ」

　三月の手に突き飛ばされ、ノエルは通路の壁に背をしたたかにぶつけた。腰こしの鞘さやに刀はない。

『黒蓮』は三月に──敵に、奪われてしまった。

「み……つき」

　白光の中、深い怪け我がを負っているだろう彼の姿は見えない。

　そして──

　駄だ目め押おしの閃光弾が放たれた。
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「……はぁっ……つぅ……‼」

　三み月つきは悲鳴を押し殺して廊ろう下かを走る。すべての弾だん丸がんを撃ちつくし、武器としての用をなさなくなった銃じゆうをポーチにしまう。三発の閃光榴弾フラツシユグレネードは、出力を極限まで引き下げられたノエルにすべて至し近きん距離でヒットし、持てる最大の効果を発揮した。あれでどれほど足止めできるかは分からないが、切り札の使いどころとしてはこれ以上なかったはずだ。

　ラミアと二人で考案した策が見事に嵌はまった形だが、むろん三月自身はその策の根幹部分を理解できていない。彼がラミアに提案したのは、ノエルを誠心誠意一生懸けん命めいに説得して、それが駄だ目めだったときは口内に仕込んだ閃光榴弾フラツシユグレネードを起爆する──それだけだ。

　心通じ合わせた友人への命乞ごい、そしてそれが無む為いに終わったときの切り札。

　まるで打算のない本心からの言葉と、か弱い少年に秘められたなけなしの勇気。

　その結果──会話で戦意を極限まで萎なえさせてからの奇襲が成立する。

　それこそがラミアの計略だったのだが、三月は気付いていなかった。

　そして──

　はたして首しゆ尾びは上々だった。爆発の衝しよう撃げきで通信機こそ壊こわれてしまったものの、ノエルの力の源だという刀は、抜き身のまま三月の右手に収まっている。

「はっ……はぁっ……くっ」

　だというのに少年の顔は苦く悶もんに歪ゆがんでいる。最上の結果を手にした彼の心中は、だからこそかつてない苦痛に苛さいなまれていた。頭の中がぐちゃぐちゃで、ろくにものを考えられない。

　至し近きん距離で榴りゆう弾だんを起爆したことによるダメージがある。あらかじめ覚かく悟ごしていたとはいえ、想像以上の衝しよう撃げきだった。気を失っていないのが不思議なほどの激痛が、先ほどからずっと全身を駆かけめぐっている。

　何の戦闘訓練も受けていない彼は、決して痛みに強いわけではない。むしろ弱いくらいだ。

　人形たちに押さえつけられたときに、腕うでの骨に罅ひびが入っている。

　至近距離の爆発は、乙女おとめのような柔やわ肌はだに無む惨ざんな火傷やけどさえ刻んでいる。

　普段の彼なら、無ぶ様ざまに泣き叫んでいて当然の負傷である。

　だがそんな痛みなど、いまの彼にとっては些さ事じも同然だった。

　自分よりもずっとひどい怪け我がをして、死にかけていた婚こん約やく者の姿が、脳裏へと克明に刻み込まれていたからだ。あんな光景を目にしたその上で、この程度の痛みに怯ひるむなど──彼はそこまで自分自身に対して寛かん容ようではなかった。強いとか弱いとか、できるとかできないとか、これはそういう次元の問題ではない。これは──意地だ。

　だから彼をここまで苦しめているのは、ごくささいな肉体的苦痛などではなく。

　彼の根源的な人格に起因する、精神的な苦痛。つまりは罪悪感だった。

　心が痛かった。痛くて痛くて、涙なみだが溢あふれて止まらない。

「……う……う……」

　撃った。自分はまた、ノエルを、撃った。

（ノエル──）

　心の中であやまりかけて、踏みとどまる。彼女は敵てきだ。敵に、ひどいことを言って泣かせてごめんなさいとか、銃じゆうで撃ってごめんねとか、そんなこと言っちゃ駄だ目めだ。思うのも駄目だ。

　だけど辛つらい。他人に暴力を振るって、傷つけて、謝ることさえできず、だから許してももらえない。仲直り、できない。知らなかった。当たり前のことができないというだけで、他人との触ふれあいが、こんなにも苦しくなるなんて。哀かなしいだけで、刺とげ々とげしくて、痛くて。

（僕は……ノエルを、殺すつもりだったの？）

　がむしゃらだったとか、必死だったとか、そんなのは言い訳にはならない。彼女が死ななかったのは、ただ三み月つきにそれだけの力がなかっただけ。あのとき自分は、間違いなく殺意を持ってノエルに襲いかかっていた。友達を、殺そうとしたんだ。

「う……うう」

　恐い。恐くて恐くてたまらない。ごまかすように走り続ける。何が恐い？　何を恐れる？

（僕は、何が恐いんだ？）

　決まっている。

　僕だ。

　こんなおぞましい寒気を、アリスはずっと抱かかえていたのか？　たった一人で？　三月を護まもって敵と戦った──あの時から。

（僕は──バカだ）

　自分のこの手で、他人の命を奪う──

　それがどれだけ重いことか、分かってなかった。心が壊こわれてしまいそうなこの感覚でさえ、人を殺しかけてしまったというだけのこと。そんなことがあるわけない。あるわけないが──自分が撃ったさっきの弾たまで、もしもノエルが死んでしまっていたら。

　想像したくもない。無理だ。とても耐えられない。

「は、はあ──はっ……」

　あれからどれだけ経たっただろう。もう一時間くらい走っている気がするが、そんなわけはない。せいぜい数分ってところじゃないだろうか。

　代わり映えのしない景色が続く。壁に刻まれた番号だけが目印だ。気付けば、いつの間にかアリスを置いてきた部屋のすぐそばにきていた。

「⁉」

　三月は走りながら瞠どう目もくした。機材室の扉が開かれて、いままさに人形たちが部屋の中に踏み入ろうとしているところだったからだ。もう閃光榴弾フラツシユグレネードは弾たま切ぎれだ。手持ちの武器は、ノエルの刀だけ。自分に使えるわけもない。そしてあの黒尽くめの少女たちは、アリスたちには及ばずとも人間離れした強さを持つと知っている。

（だけど……）

　三み月つきは脚に力を入れ、加速した。もちろん恐かった──あの人形たちが、ではない。自分がまたしても他人を攻撃しようとしているということが、恐くて恐くてしょうがない。

　だけど。

（……僕は、アリスを護まもるって決めたんだ……）

「うあああああああああああああああああああああっ！」

　駆かける。駆ける。駆けて──体勢を低くして、突っ込む。

　肩かたからぶち当たり、三体の人形のうち一体をぶっとばした。
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　ずっと、どこからか声が聞こえていた。

　よく知っている男の子の声だ。頼りなくて、情けなくて、鈍にぶくて、うじうじしているけど……だけど優しくて、可愛かわいくて、どこまでもお人好しで……いつもいつも苛いじめたくなる。

　そんな婚こん約やく者。

　彼は戦っていた。

　自分よりもずっとずっと強い敵てきと。喧けん嘩かなんてしたこともないくせに。なけなしの勇気を振り絞しぼって、他ほかの誰でもないアリスのために。

　なりふり構わず命乞ごいをして、似合わない見み栄えを切って、小こ狡ずるく不ふ意い討うちをかけてまで。

　何もかもを顧かえりみず、ただただ全力で護ってくれている。

『起きて……起きてアリス』

　今度は母の声がした。

　そうだ、早く起きないと。夢ゆめ現うつつのまま指に力を込める。

　動く。どくんと心臓が一つ撥はねて、全身に力が充みち満ちていく。

「────」

　アリスは目を開けた。事態はだいたい分かっている。髪かみに仕込んだ通信機から、音声が聞こえていたから。三月の通信機と、ラミアが回線を繫つないでいたのだろう。先ほどノエルに貫かれた左胸を触さわり、傷が塞ふさがっていることを確認し、速やかに立ち上がる。

「……！」

　部屋の入口を見たアリスは瞠どう目もくした。

　そこに、人形に首を吊つり上げられる三月の姿があったからだ。

「離れなさいっ！」

　アリスは脇わき目めもふらず突進し、三み月つきの首を絞めていた人形に体当たりした。彼の腕うでをひっ摑つかんで奪い返すと同時、人形の腹に膝ひざをぶち込む。骨を砕くだく感かん触しよくがして、それでおしまい。

　倒れ込む黒尽くめを尻しり目めに、アリスはさらに飛びかかってくる人形二体に意識を切り替え、無造作に腕うでを薙なぎ払った。

　裏拳で頭部を粉ふん砕さい──残り一体。

　アリスは遠心力のままに旋せん転てんし、最後の敵てきの胸板目掛け、廻し蹴げりを炸さく裂れつさせた。勢いよく吹き飛んだ少女人形は、壁面に叩たたき付けられて動かなくなった。

「──この人を苛いじめていいのは、私だけです！」

　雑魚ざこを一いつ瞬しゆんで片付けたアリスは、助けたばかりの三月に向き直る。床ゆかに座り込んでいる彼の服は、血や汚物でひどく汚れていた。全身に怪け我がを負っている。いまの人形どもにやられたのか、それともまた別の理由か──それは分からないし、どうでもいい。

　俯うつむき咳せき込んでいる彼の顔は見えない。

　容態を診みるべくアリスは膝を着いて、顔を三月と同じ高さに合わせる。

「……三月くん」

「……ああ、よかった。アリス……身体からだは、大丈夫？」

　彼はいつものように、にっこりと笑ってアリスを気き遣づかった。その瞳ひとみには心からの喜びと心配が浮かんでいる。自分が助かったことへの安心なんて、二の次以下なのだ、彼にとっては。

　自己犠ぎ牲せいや献けん身しんとはまた違う。彼なりの信念が、そこにはあった。

　そんな彼を、アリスはぎゅっと唇くちびるを嚙かんで睨にらみ付ける。

「は──自分こそ、そんなボロボロになってるくせに……貴方あなたって人は、本当に底無しの甘ちゃんなんですね。救いようがありません」

　彼の頰ほおにそっと触ふれる。じわり、と青い瞳に涙なみだが滲にじんできた。声が震える。

「こんな……無む茶ちやをして。まったく……仕方のない人です。ほら、可愛かわいい顔が台無しじゃないですか……それくらいしか取り柄えがないのに……こんなに不ぶ細さい工くになって……どうするつもりなんですか、貴方……」

「ご、ごめんね。あ……その……アリス？　僕のこと……嫌きらいになった？」

　おどおどと涙目で言う。全身を負傷していて、いままさに殺されかけたばかりの状況で、出てくる台詞せりふがこれなのだからどうしようもない。

　彼にとっては……アリスに嫌われてしまうのは、それほどの重大事で、恐いことなのだ。

　呆あきれてしまう。本当に──どこまで鈍にぶいのだろう、この人は。

「はぁっ」

　アリスは涙を拭ぬぐって、苦笑とともにため息を吐ついた。

　そして──

　彼の細い身体からだを、ぎゅぅっと強く抱だき締める。

　鈍どん感かんのわからず屋に、胸に溢あふれるこの気持ちが、ぜんぶ余さず伝わるように。

「大好きです、ばか」
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　三み月つきをその場に残し、アリスは通路を進む。ノエルの共振は、ついさっきから位置が止まったままだ。彼女は、この先でアリスを待っている。

　背後から三月が声をかけてきた。

「アリス……お願いだから、ぜったい死なないでね」

「私がやられたら、また貴方あなたが助けてくれるんでしょう？」

　アリスが振り返り、冗じよう談だんめかして言うと、三月は微笑ほほえんだ。

「……ぅ……」

　大好きな彼の笑顔に、アリスはとろけそうになる。というか、勢いで凄すごいことを口走ってしまった。いまさらながらにうろたえる。どうしよう、まともに顔を合わせられない。

『──大丈夫よアリス。ママちゃんと録音しといたからね』

「あんなものは一時の気の迷いです！　消しなさいそんなもの！」

　これからノエルと再戦しようというのに、しまらない会話ではあった。

　だが──おかげで、余分な力が抜けた。

　少し歩くと、やがて広い空間に出た。下層と吹き抜けになって繫つながっている、戦せん艦かんドックみたいな場所だった。下層まで、かなりの高さがある。たとえアリスでも、受け身を取らずに落ちたら危ないかもしれない。眼前には太い橋がかかっている。

　連想するのは、絶壁にかかる吊つり橋。

　橋の中心部、闘技場のように円形に広がった場所に、ノエルが立っていた。

　対たい峙じした二人の距離は、十五メートルほどだ。

「お待たせしました」

「……たった十数分で復元しますか。恐ろしい化ばけ物ものだ、貴女あなたは」

　三み月つきに武器を奪われたノエルは、見る影もなく弱体化していた。かつてのような共振の圧力も、炎ほのおの守護もない。再生能力も衰えているはずだ。平静を装いつつも、額ひたいに汗が滲にじんでいる。

　アリスから受ける共振が、ノエルの胸を軋きしませているのだ。

「それはもう。ゆっくりと眠ねむらせてもらいましたから」

　アリスは嘲あざけるように言ってやった。

「……三月の、怪け我がの、具合は」

「貴女には関係ありません」

「……いかにも。筋ではない、か」

　ノエルは睫まつ毛げを伏せ、ぽつりと零こぼす。それから、するりと、おもむろに眼帯を外した。その下から現われたのは無む惨ざんな裂傷。再生機能のある彼女に傷が残るわけがない。つまりあれは、ノエルが人間であったときに負った傷、ということになる。

「そんなものを見せて、なんのつもりですか？」

「これは私の罪の証あかし。我が最さい奥おうに刻まれた戦う理由。今ひとたび原点に立ち返り……自らを見詰め直したのです。アリス、貴女を倒すために」

「いまさら貴女に勝ち目が残っているとでも？」

　心身ともに充実し、力を漲みなぎらせているアリスに対し、ノエルの力はあまりにもか弱い。こちらの共振に圧されたためか、みるみる出力が低下していく。

　なのに……

「勝ちましょう」

　脱力した自然体で立つノエルは、なんでもないように言い放つ。

「私にも、貴女と同様、護まもるべきものがある。敗北が許されぬわけがある。もとより下げ駄たを脱いだいまこそが、我が本領。ゆめゆめ油断なさらぬことだ。衰えた剣士なぞ敵てきにあらず……そう気を緩ゆるめるならば是ぜ非ひもない。その驕おごりを衝つかせてもらう」

「……たいした自信ですね。性能の差は、技量で埋うめようというわけですか」

　アリスは一いつ瞬しゆん鼻はな白じらみ、それから言った。

　ノエルは弱々しく寂しげな、しかし不ぶ気き味みな圧力の籠こもった微笑で応こたえる。

「違う。そういうことではありません、アリス。貴女あなたと私との性能差は、いまや経験や技量程度で埋うまるようなものではない。私が頼みにする理ことわりは、もっと単純な代しろ物ものだ」

「それは──何だと？」

「魂たましい」

　告げて、ノエルはぐっと低い体勢になった。

　空の鞘さやに右手を添えた、居い合あいの構えだ。

「勝たねばならない──ゆえに、勝つのです、私は」

「はっ、なるほど。貴女もですか。本当に芸がありませんね、私に追い詰められた雑魚ざこどもがのたまう台詞せりふは、いつも同じです」

　音声入力がなされ、アリスの左手に漆しつ黒こくの拳けん銃じゆうが顕けん現げん──充じゆう塡てんを開始。

　だがノエルは動かない。静かに眼めを瞑つむり、じっと存在しない柄を握り締めたままだ。

「ふん。武器もなしで、どうするつもりなんですか？」

「ご心配には及ばない。三み月つきに奪われたあれは、我が『黒こく蓮れん』を第六研究室の技術で固定化し、改良を加えたものだ。私本来の武器とはすでに別物なのです」

「なるほど、それでは遠えん慮りよなくやらせていただきます」

　フルチャージが完了。標的に砲口を振り向けるアリス。ノエルは依然、微動だにしない。

　このタイミングで、アリスは意地悪く嗤わらった。ノエルの背後、橋を渡りきった対岸、やや上の窓に一いち瞥べつを向けながら、

「ところで……貴女の後ろにいるお子様が、貴女のいう護まもりたいものとやらですか？　あらあら困りましたね。この角度じゃあ、私の砲ほう撃げきを貴女が避けたりしたら、可哀かわい想そうにあの子が消し飛んでしまいますよ？」

「…………」

　ノエルは応じなかった。泰たい然ぜん自じ若じやくと構えるのみ。

　アリスもまた、動揺したりはしなかった。まったく躊ちゆう躇ちよせずにトリガーに指をかける。

「いいでしょう。主あるじ共々、跡あと形かたもなく消えてしまいなさい、ノエル」

　黒くろ銃じゆうの砲口からオメガブラストが発射された。全身に充みち満ちたエネルギーを潤じゆん沢たくに注ぎ込んだ、かつてない一撃。黄金に輝く波は濤とうが、ノエルを吞のみ込まんと雪崩なだれれ込む。

「……！」

　そこでノエルが動いた。赤眼がかっと見開き、力強く下か肢しが踏み込まれる。乾けん坤こん一いつ擲てきの斬ざん撃げきを繰り出さんと、ノエルの全身が恐るべき速度で駆く動どうする。

　だが抜き撃たれた架か空くうの刃やいばには、実体がない。いや──

　ノエルは唱となえた。黒蓮、と。

　瞬しゆん間かん、振るわれる腕うでの先に、虚こ空くうから黒い炎ほのおを纏まとう刀身が鍛きたえ上げられた。ノエルの出力が激げき烈れつに膨ふくれあがり、圧倒的な共振が大気を震わす。彼女は外部強化に頼ることなく、自前の心臓のみでアリスに立ち向かうつもりなのだ。

　死の淵ふちに立ったフェレスが、かつてそうしたように。

　自滅覚かく悟ごの──いや、それも違う。ノエルはこの斬ざん撃げきを放つ一刹せつ那なに、限界を超えた出力を引き出して、すぐさまそれを押さえ込んだ。限界を超えて、かつ自じ壊かいも暴走もしない。

　もとよりそれが『七番目セブンス』の極意コンセプトだった。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ‼」

　咆ほう吼こう。極ごく炎えんを纏まとう超絶の斬きり上げが、黄金の波は濤とうを切り裂さいた。真っ二つに断たれた光の奔ほん流りゆうは、ノエルの背後──エレノアのいる一画のみを避さけて荒れ狂う。

　光が割れてできた道をとおり、ノエルが猛もう然ぜんと突進してくる。すでに刀身の黒炎は消え、剝むき出しの白はく刃じんが彼女の頭上で翻ひるがえった。

「ふっ──」

　凄すさまじい轟ごう音おんとともにあちこちで壁面が崩くずれ、爆発し、警報アラートが鳴り響く。

　けれど今のノエルには、そんなものは眼中になかったはずだ。彼女の隻せき眼がんに映っていたのはただ一人。砲ほう撃げき体勢を取ったまま動けず、隙すきだらけで、それでも不ふ遜そんな嘲ちよう笑しようで迫る刃やいばを待ち受ける、アリスのみだったのだから。

　交差は一いつ瞬しゆん。互いの背が向き合い……そしてアリスの黒こく衣いに、斜めの線が走った。

「…………」

　身体からだの前面を心臓ごと切り裂かれたアリスは、噴ふん水すいのように出血して倒れた。
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「…………⁉」

　その瞬間を、三み月つきは通路から目撃した。アリスとノエルが殺し合う光景なんて見たくはなかったけれど、どうしてもただ隠かくれて待っていることなんてできなかったのだ。

　ノエルが振り返り、アリスへと歩み寄っていく。さっきは心臓を破壊しても、アリスを殺しきることはできなかった。だからノエルは、首を撥はねて、完全に止とどめを刺すつもりなのだ。

「アリスっ！」

　三月はたまらず叫び、通路から飛び出した。懐ふところには相変わらず刀を抱かかえている。

「⁉」

　当然、ノエルは三月に気付いたようだったが、彼女の脚は止まらない。振り返りもしない。無力な邪じや魔ま者に拘かかずらっている場合ではないとばかりに。

　三月にだって分かっていた、ノエルはもう何を言ってもアリスを殺すのをやめてはくれない。

　言葉は届かない。止められない。

　だけど自分には、他ほかに力が何もなかった。銃じゆうはもうとっくに弾たま切ぎれで、残された武器は、使いこなせるわけもないこの刀だけ。だが諦あきらめるわけにはいかなかった。断じてだ。

（神様──）

　祈りかけて、違う、と思った。それじゃあ駄だ目めだ。いまアリスを助けられるのは神様なんかじゃない。他ほかの誰でもない。

　自分だけだ。

　お祈りしてる時間はない。そんな暇ひまがあるなら、この状況を打ち破る方法を考える。

　力不足なんて言い訳はできない。失敗すればアリスが死ぬ。

　自分のせいで、一番大切な彼女が殺されてしまう。

（考えろ……考えろ考えろ考えろ……）

　三み月つきは頭を振り絞しぼって、必死で思考した。三月の通信機は壊こわれている。最高の頭脳で的確な助言を与えてくれたラミアには、もう頼れない。頼れるのは、自分自身の頭脳と身体からだだけ。

　時間はない。今にもノエルはアリスを殺す。首を撥はねる。

（アリスを助けるには、僕が、僕がノエルを止めるには……どうしたらいい）

　たった今だけでいいから、ラミアのあの狡こう猾かつな頭脳が自分にあればと思う。

　分ぶん不ふ相そう応おうな、ないものねだりだ。それは分かってる。

　だけど今までの自分では、どうしたって思いつきそうにない。

　だからいまだけは、自分は、鬼おに百合ゆり三月じゃなくていい。

　他の誰かでいい。この状況をどうにかする方法さえ思いつくなら、誇りも信念も尊厳も魂たましいもいらない。全部捨てたっていい。死んだって構わない。だからどうか、




《大好きです、ばか》




　だからどうか、

（僕に、アリスを護まもらせて……！）

「あああああああああああああああっ！」

　みっともない奇声を張り上げて、何度も何度も転びかけながら、三月は、ノエルに向かって駆かけだした。刀を胸に抱だいたまま、策なんてないみたいに、まるで錯さく乱らんしたみたいに。

「三月……！」

　いましもアリスの元に辿たどり着こうとしていたノエルは、悲痛な声で振り返った。そして、何もしない。する必要がない。三月の無ぶ様ざまな突進は、体当たりにすらならなかったからだ。

　自分で勝手に脚をもつれさせて、倒れ込む。ズタンバタンビタン、勢い余って転がった。

　落ちれば死ぬ、橋の上で。

「あ……あっ、あ……！」

　手すりの隙すき間まから下半身が転げ落ちた。下か肢しから床ゆかの感覚が消え失うせ──それでも転がる勢いは緩ゆるまない。全身が橋から投げ出された。必死に虚こ空くうへと手を延ばすが、何も摑つかめない。

「うわあああああああああっ！」

　三み月つきは、奈な落らくの底へと真まっ逆さかさまに落ちていく。数秒後には潰つぶれたトマトみたいにびしゃっとなる。どうしようもない。もう、自力では絶対に助からない。完全に死んだ。

　だが──

　そんな三月を、助けようとするものがいた。

「三月ィィィイィィィイイィィッ‼」

　ノエルだ。彼女は刀を放り出し、瞬しゆん時じに柵さくを飛び越え、橋の裏側を蹴けって下に跳ちよう躍やくした。

　速い。あっというまに近付いてくる。髪かみ留どめが解とけて、黒い髪かみがぶわっと広がった。

「手を……！」

　ノエルは懸けん命めいに手を差し伸べてくれた。三月を助けるために、本来の任務をかなぐり捨てて脇わき目めもふらずに飛んできてくれた。

「ノエル……！」

　三月は彼女の手をにぎる。すると彼女は、腕わん力りよくだけでぐっと三月の身体からだを引き寄せて、抱だき寄せた。それから、くるりと身体を反転させて三月を上に持ってくる。

　自分をクッションにして、三月を庇かばおうとしているのだ。

　二人は空中できりもみしながら、勢いよく落ちていく。

　痛いほどの風圧の中、三月は目を閉ざさず落下点を見み据すえる。




　そして──

　勝敗は決した。




　三月を庇い背中で着地したノエルは、その瞬しゆん間かん、驚いたように隻せき眼がんを見開いた。

　赤い瞳ひとみがゆっくりと下を向く。

「な…………ぐぅっ……」

　ノエルの顔が苦く悶もんに歪ゆがむ。

　彼女はそこで初めて、己おのが身に何が起こったのかを悟さとったようだった。

　三月は落下の勢いを利用して、ノエルの心臓に刀を突き立てたのだ。刃やいばは彼女の胸をとおり、心臓を破壊し、背を貫通して床に縫ぬい止めた。

　ＬＴスフィアへの直接攻撃。完全なる戦闘不能。

「…………う、う」

　柄つかを握った両手は、ガチガチに固まって離れない。おぞましい寒気が全身にこびりつく。寒い。身体からだが震えている。歯がカチカチと鳴って止められない。ただ呼こ気きだけが荒く、熱かった。

　ノエルの瞳ひとみが、三み月つきを真まっ直すぐに見ている。

　唇くちびるが、幽かすかに動いた。

「──見事です、三月。……私の、負けだ」

「…………ノエル」

「そんな顔をしないで欲しい。私は、そこで己を卑ひ下げするような男に、負けたのですか？」

　三月は下唇を嚙かみしめて、胸から溢あふれ出てくるものに耐えた。何も言うことはできなかった。

「それで、いい」

　満足げにノエルは呟つぶやく。唇の端はしから血が流れる。

　そのとき壁面が連続で爆発し、亀き裂れつから大量の水が雪崩なだれ込んできた。広い空間が、あっという間に水浸しになっていく。海底研究所が、崩ほう壊かいしようとしている。

　なのにノエルの瞳は、三月だけを見詰めていた。

　初めて会ったときと同じ、夢見がちな乙女おとめのように。

「申しわけございません主あるじ……今度こそ、私は……」

　濁だく流りゆうが二人を吞のみ込んだのは、次の瞬しゆん間かんだった。
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　研究所の全域に警報アラートが鳴り響いていた。所内のあちこちで外壁が崩くずれ、勢いよく浸水が進んでいるのだ。すでに避ひ難なん勧告はなされ、数少ない所員たちは所定の規律に則のつとって、研究成果ともども待たい避ひしているはずだ。

（くそっ……やってくれる）

　ぶかぶかの白衣を着た幼おさない少女が、研究室の窓から、眼下を睥へい睨げいしていた。

　エレノアだ。

　彼女の視線の先にあるのは、アリスとノエルの戦闘が行われた橋である。倒れているアリスの姿が視し認にんできた。当然、死んではいないだろう。先ほど見たとおり、放置すればあの化ばけ物ものは、十数分で元通りに復元してしまうはずだった。今のうちに止とどめを刺すべく、すでに人形どもを差し向けてある。それにしても……

「ノエル……あのバカ」

　まさかあの三月に、自じ慢まんの下げ僕ぼくが倒されてしまうとは思わなかった。ノエルの好きな日本の諺ことわざで、火か事じ場ばの馬鹿力というものがある。追い詰められた人間が発揮する、驚異の底力。

　それだけではない。

　あの状況はノエルが抱かかえていた呪いトラウマに酷こく似じしていた。だから……

「あの……バカめが……」

　悲痛に呻うめくエレノア。ノエルと三み月つきは、浸水に流されてしまった。通信機に呼びかけても、返事は来ない。轟ごう々ごうという水の音がするばかりだ。

　かなり絶望的な状況だったが、エレノアはノエルの生存を諦あきらめていなかった。

「……そう、死ぬわけがない。おまえがあの程度で、死ぬものか……なぁ、そうだろう？」

　人形どもに探たん索さくを命じ、いまは退ひく。それが現状のベストだろう。

　だが、幾つか無視できない問題があった。幸い研究所はまだ保もつ。彼女は逃げる前に、三十秒だけ思考に時間を費やすことにした。

　研究所が崩ほう壊かいしている理由について。

（この有様の原因は、金きん髪ぱつの砲ほう撃げきじゃあない）

　ノエルの斬ざん撃げきで拡散された威力では、研究所の外壁を貫くことなどできないはずだ。第一、あの砲撃と浸水のタイミングは一致しないし、損そん壊かい箇所も複数だ。

　他ほかに侵入者がいるとしか思えなかった。

（それも、海底からじゃない）

　海底からの襲しゆう撃げきには、かなり厳重な防衛網を敷いている。外側からは、この研究所は見えないようになっているし、そばに何者かが近寄ればセンサーでそれと分かる。

（つまり正規の手順で這は入いってきた、というわけだ。パスコードを、使って）

　侵入者の正体は、すぐに知れた。眼下の橋に、『十二番目トウエルフス』──リリスが現われたからだ。彼女は、倒れているアリスに向かって歩み寄る。その両りよう脇わきに抱かかえられているのは、びしょ濡ぬれになった三月とノエルだ。

「どういう……ことだ」

　エレノアは、透明の窓に両手を押しつけて呻うめいた。

　状況が把は握あくできない。

　アリスとリリスは、協力関係にない──敵てき対たいしているはずではなかったのか？

　少なくとも先ほどまで、エレノアはそう推測していた。アリスはリリスの名前を一度たりとも呼ばなかったし、その行動からも『十二番目トウエルフス』の正体に気付いているとは考えられないと。

　リリスがアリスと同じ学院に通っているのは、『十三番目サーテイーンス』を監かん視しし、今回のように駒こまとして利用するためだろうと。

　なのに。

（敵対している振りをして、実は仲間だったのか？　いや、わざわざそんな回りくどいことをする必要がないし、リリスはアリスの窮地を助けなかった。なんだ……どうなってる？）

　パスコード等の情報が、複数のルートから漏もれているとは考えにくい。奴やつらが使用したパスコードは、恐らく同じ人間から漏れているはずだ。

（そう──そもそも、情報を漏らしたのは誰だ？）

「ドクター・エレノア」

　突然、背後から声をかけられたエレノアは、はっと振り返った。

　そこにいたのは、黒いノースリーブを着た少女だった。鋼はがね色いろの髪かみと灰色の瞳ひとみ、無感情な顔。下げ僕ぼくの人形どもの一体かと思ったが、違う。エレノアはこいつを知っている。

「六番目シクスス……？　何故なぜおまえが……」

　動揺に目を見開き、エレノアは問うた。

　彼女は六番目シクスス。エレノアが敬愛する師・加か賀が見みの下僕であり、二年前に十二番目トウエルフスに破壊されたはずの改造人間キリングドールだ。

「おまえは、粉こな微み塵じんになって吹き飛んだはずだ。私がこの目で映像データを確認した。断じて偽ぎ造ぞうなどではなかった。おまえ自身の偽にせ物ものでもなかった。おまえは確実に消滅したはずだ」

「…………」

　六番目シクススは黙したまま、何の応答もしない。

　エレノアは酷こく薄はくに目を眇すがめた。

「答えろ、人形。おまえは六番目シクススの偽物か？」

『いいや、そちらにいる六番目シクススも、二年前に消滅した六番目シクススも、どちらも本物だ』

　六番目シクススの口が動き、淡々とした男の声で応こたえた。加賀見の声だった。

「先生……？」

『そうだ』

「……先生、これは、どういうことですか」

『説明が必要かね？』

　エレノアが加賀見に師事していたころ、同じ台詞せりふを何度も聞いた。これは『自分で考えれば分かるだろう』という意味だった。こう言われたエレノアはいつも、一生懸けん命めい考えて、一つ一つ『～～ですか？』、『～～ですよね？』と確認を取る。

　すると加賀見はそのたびに『そうだ』とか『ああ』とか、『ふむ』とか短く答えるのだ。

　そんな無ぶ愛あい想そうな先生が、好きだった。

　エレノアは一生懸命考えて、聞いた。

「この研究室の情報を漏らしたのは……先生ですか」

『そうだ』

「あの金きん髪ぱつと銀髪は、敵てき対たいしていて……先生は、そのどちらとも同盟……ないしそれに近い関係を結んでいる。そして、その双方と情報をやり取りして、状況を操作している」

『ああ、どちらもなかなかに手て強ごわくて、思いどおりとまではいかんがね。概おおむねそのとおりだ』

「じゃあ、十二番目トウエルフスの反逆は……六番目シクススとの戦闘は茶番だった……の？」

『ふむ、だがいま言ったとおり、当時消滅した六番目シクススは本物だよ』

「量産型……改造人間キリングドール」

『さすがにきみは察しがいい。そういうことだ。特定の敷地内でのみ量産型の『分身』を駆く動どうさせる──理論的には、きみの複製ダミースフィアシステムと似ているな。きみとはよく論議を戦わせたものだし、師弟で似た結論を得るのは当然かもしれんがね。まあ、それに劣れつ化かクローン技術を組み合わせたようなものだと思ってくれていい。かつてきみに技術供与した、専用武装の固定化技術も併用している』

「……ひぅ」

　エレノアはかぶりを振って呻うめいた。信じられないような事実が、次々と明らかになっていく。

　それも自分の頭の中でだ。パズルが凄すさまじい勢いで組み上がっていくようなイメージ。

　この時ばかりは、自分の頭脳の明めい晰せきさが恨うらめしかった。無知という愚おろかさが羨うらやましかった。

　涙なみだ眼めでまばたきを繰り返し、ずるずると鼻汁を啜すすりながら、問いを続ける。

「ひっ……せんせ、のもく、てきは……『七番目のセブンススフィア』と『複製ダミースフィア』の開発データ……ですね」

『ああ、つい先日きみと通信したときの話題を覚えているかね？　ちょうど御老体の秘密について会話をかわしたあとだ。きみはこう言った「ようやく次の段階に進んだ」と。他ほかにも色々と事情が重なってね、今日こうして伺うかがうことになった次第だよ』

　得意がるでもなく、心痛めるふうもなく、加か賀が見みはきわめて淡々と自身の裏切りを告白した。

　エレノアはもう、涙を我が慢まんするのをやめていた。大人おとなぶった仮面はぜんぶ引き剝はがされて、年とし相そう応おうの少女のように泣き喚わめく。何もかも分かったからだ。これから自分がどうなるのかを。

　誰よりも優秀な頭脳を持っていたから。

　そして、大好きな先生のことを、誰よりもよく知っていたから。

「……ぅ……ひぐっ……あたし……あたしは……せんせ……のこと……」

『エレン、きみは実に優秀な生徒だった。年ねん齢れいなど意味を成さない、真の天才だった。きみとの討議は常に刺激に充みちていた。本心から言う────楽しかった』

　六番目シクススが、加賀見の声で言った。

『だが死にたまえ』
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　　　エピローグ







　眠ねむりから覚さめたアリスが、まず初めに目にしたのは、よく見知った婚こん約やく者の顔だった。

「三み月つき、くん……？」

「ああ……アリス！」

　ぽろぽろと感かん涙るいする彼の表情は、アリスの無事を確認するや、いじましいほど無む垢くな喜びに満たされていく。

　泥どろや塵ちりで汚れているし、頰ほおは火傷やけどで爛ただれている。率直に言ってひどい顔だ。だけど……

　これほどまでに清らかな笑顔を、他ほかの誰が浮かべられるだろう。

「アリス……よかった……本当に、よかった……」

「ばか……なに……泣いてるん、ですか」

「……だって。もう、もぅ目を覚まさないんじゃないかって……僕……」

「情けない、ですね……まったく」

　言いながら、アリスは自分が彼に膝ひざ枕まくらされていることに、いまさらながら気付いた。

　柔やわらかな温かい感かん触しよくが、頭の裏にある。彼の体温がじぃんと伝わってくる。

　とても……気持ちいい。

（ん……この人は……もう）

　どうしてこう、行動の節ふし々ぶしに女の子めいたところがあるのだろう。

　などと心中で非難しながらも、アリスはポッと頰ほおを薔薇ばら色いろに染めた。

　彼女とて、決してまんざらでもなかったからだ。

　それに、身体からだに力が入らない。だから仕方ない……もうしばらくこのままでいよう。一日に二度も致命傷を受けたのだ、こんなふうになってしまうのも無理もないだろう。

　と──そこで気付く。

「……三み月つきくん……！」

「なあに……アリス？　あっ……起きちゃダメだってば」

　彼の静止に耳を貸さず、彼の肩かたに手をかけるようにして、辛かろうじて上体を起こした。

「ここは……」

　周囲を見渡す。アリスたちがいるのは、見知らぬ砂浜のようだった。左を向けば青い海原うなばら、右を向けば森。同じような景色が、ずっと先まで続いている。

　ブルーエデンのどこかではあるのだろうが……

　遅ればせながら、どういうことかと思った。自分はあの時、ノエルに敗れたはずだ。あの絶望的な状況と現在とが繫つながらない。

　そこで、ふと自分が三月に言った台詞せりふを思い出した。

《私がやられたら、また貴方あなたが助けてくれるんでしょう？》

　三月がノエルを倒し……アリスを救った？　ラミアとの通信もできず、唯一の武器は弾たま切ぎれで、ひどい怪け我がさえしていた彼が？　ありえない。リアリティに欠ける想像だ。

『貴女あなたの考えているとおりよ、アリス』

　ラミアの声が言った。三月の通信機は壊こわれたが、アリスの通信機は健在だった。

『三月くんが……貴女を助けてくれたの』

「…………どう、やって？」

　アリスは啞あ然ぜんと三月の顔を見た。すると三月は困ったように目を細め、首を傾かしげる。

　彼の返答は、無言。

（あ……そうか）

　通信機を失った彼には、ラミアの声が聞こえていないのだろう。そう思い、もう一度聞き直そうとしたアリスだったが、そこで気付いてしまった。

　よく見れば──本当によく見なければ気付かないが──細められた瞳ひとみの奥に、暗い哀かなしみの色が宿っていることに。深い懊おう悩のうの陰が落ちていることに。

（三月くん……まさか……貴方）

　噓うそを吐つくのが致命的に下手へたな彼が、こんなにも必死で隠かくそうとしているもの。

　それがなんなのか、経験者であるアリスには、容易たやすく察せられた。

　だからそれ以上、何も言えなかった。

　──なんてことだろう。

　彼は自分とは違うのに。アリスみたいに、装置に心を狂わされていて、罪悪感を軽減されていたりはしないのに。

　あまりにも無情すぎる現実に、さぁっと血の気が引いていく。

　自分のせいで彼の日常を──取り返しの付かないほど致命的に、壊こわしてしまった。

「あ……う……」

　アリスは悪寒に凍こごえながら、後悔の念に囚とらわれる。

　こんなことになるのなら──こんなことになるのなら──

　なるのなら……どうすればよかったのだろう？　自分のそばが危険なことなど百も承知でいたはずなのに、最も身近にいる彼と離れることなんて、考えつきもしなかったこの自分が。

（私は──なんて──）

「三み月つきくん……」

　纏まとまらない思考を持てあましたまま、縋すがるように彼の名を呼ぶ。

「なあに、アリス？」

　そんなアリスに、三月は優しく微笑ほほえんだ。

　一辺の濁にごりもない、いつもどおりの笑顔だった。いつもどおりの三月だった。

　だからこそ逆に痛ましい。どれほどの心痛を胸に秘めて、どれほどの悲哀を押し殺して、彼はこの笑顔を向けてくれているのだろう。いつだってそう。初めて逢あったときから、彼はいつだって優しく笑っていて──いつもアリスを慰なぐさめてくれていた。

　そんな彼に、自分は何を返してあげられるのか。

「三月くん……私は、どうすれば……いいんですか？」

「どうすればって……何が？」

「いえ……その……」

　視線を逸そらす。

　どうすれば彼に償つぐなえるのか。どうすれば彼に許してもらえるのか。いや、そもそも許されることなのかどうか。何一つ分からなかった。彼に許しを請こうなんて、いままで一度だってしたことがなかったから。

「よく分からないけど……アリスが僕に、何かしてくれるの？」

　三月はことさら明るい口調で言う。

　返事もできずアリスが俯うつむくと、彼はそれを承しよう諾だくと取ったようだ。今度は宥なだめるような声で、

「じゃあ、お願いだから……いまはゆっくり眠ねむっていて？」

　そっとアリスの身体からだを倒してくれる。触ふれてくる彼の手から、深い心配が伝わってくる……アリスはつい甘えてしまいそうになって、首を横に振った。

「違うんです……三み月つきくん」

「？」

「私──貴方あなたに、謝らないと」

「謝らなくて、いいよ」

　アリスの言葉を、どこまで理解したのか……三月はそう言って瞑めい目もくし、ゆっくりと目を開けた。すぐ間近でアリスの目を覗のぞき込むようにして、悪戯いたずらっぽく微笑わらう。

「だって──僕は、きみのものなんでしょう？」

「……ぁ……」

　それは、最近アリスが何度も繰り返した台詞せりふだった。彼との絆きずなを何度となく確認するために、従属を強要させる言葉だった。

　それを──今度は彼の方から口にした。あんな仕打ちをうけたのに、口にして、くれた。

　これからも一緒にいようね、と、そういう意味で。

　あんまり嬉うれしくて、愛いとしくて、どうしようもなかった。我が慢まんなんてできなかった。

「……ぅ……ぅ……」

「⁉」

　突然嗚お咽えつを漏もらし始めたアリスに、三月が驚いて慌あわて始める。

「どうしたの？　どこか、痛むの？」

「……違います……あんまり貴方が滑こつ稽けいで、愚おろかしくて……つい、涙なみだが出てきただけです」

　彼は、アリスがどうなろうとも一緒にいてくれる──そう改めて確信した。

　彼は、自分がどんな目に遭あおうとも、絶対にアリスを嫌きらったりしない。

　そんな当たり前のことに、いまさらながら気付いた。

（バカですね……私も）

　彼がこういう人だってことは、ずっと前から知っていたはずなのに。

　いまさら見直したりなんかしてない。彼のすべては自分が一番よく知っている。誰よりも分かってる。でなければどうして、彼を伴はん侶りよと認めるだろう。

　情けなくて、弱々しくて、女め々めしくて、どうしようもないくらい鈍にぶくって。

　だけど──誰よりも素す敵てきな人。代わりなんていない。

　そう、アリスは知っていた。ずっとずっと昔から。きっと初めて逢あったときから、誰よりもよく知っていた。知っていて──心の奥に秘め隠かくしてきた。自分でも気付かないくらい深く。

「三月くん……」

「なに……アリス？」

　アリスは、彼のすぐそばで──ぺこりと頭を下げた。

「不束ふつつか者ものですが……これからも、末永くよろしくお願いします」

　こちらこそ、と、返事が来た。




　　　　　　†




　それから数日後──

　三み月つきはブルーエデンの病院に入院していた。自分で思っていたよりも怪け我がはひどかったらしく（庇かばわれたとはいえ、あんな高所から落下したのだから当然ではある）、彼はスクールステイの後半を個室で過ごす羽は目めになった。まだまだ完治までは遠く、この分だと帰国できるのももう少し後になってしまうだろう。

　怪我の原因についてだが──

　ラミアの計らいで、表向きは事故ということになっている。

　三月が誘ゆう拐かいされたことを知っている面子メンツには、また少し違った説明（学院の体面上、誘ゆう拐かい事件を表おもて沙ざ汰たにするわけにはいかないというものだ）で納得してもらったらしい。

　ところで誘拐されたのが女の子ラビだと勘かん違ちがいしたままの瞑めいには、どう言い訳をしたのだろう。

　あれから彼女には会っていないのだが──

　なんとなく、次に会ったときが恐ろしいような気がする。そんな他愛たわいもない考えに身震いしている自分に気付き、三月はふと呟つぶやく。

「終わった、のかな」

　あの時、ラミアはこういった。

『お疲れ様……よくやったわね、三月くん。ぜんぶ──終わったわ』

　あの海底研究所は壊かい滅めつしてしまったのだという。

　アリスとノエルを狙ねらっていた狙そ撃げき手しゆについても、いまひとまずは襲っては来ないだろうという話だった。アリスと三月が気絶している間に、何もかもが終わってしまっていた。

　ブルーエデンにいないラミアが、もっとも事態を把は握あくしていた。きっと三月が知らない大切なことも、彼女はたくさん知っていて、隠かくしているような気がする。そしてそれが当然なのだという雰ふん囲い気きが、ラミアにはあった。彼女の情報網とは、隠している秘密とは、いったいどういうものなのだろうか。

　九く条じよう院いんラミア。まるで狐きつねのように狡こう猾かつな、謎なぞ多き女性──

　彼女が、確実にアリスの味方であることだけが救いだった。

　皇こう城じよう学院の皆が帰国する日の朝、リリスが見舞いに訪れた。

「ご機き嫌げんよう、三月さま。お怪我の具合はいかがかしら」

「おはよう、リリス。うん、だいぶいい感じだよ。あと一週間くらいで、退院できるって」

　挨あい拶さつを交わす。そこで三月は、彼にしてはとても珍しいことに、リリスの胸元に飾られているネックレスに注目した。ぼんやりと淡く光っているように見える、黒い宝石。

「あら、どうかいたしまして？」

「……そのネックレス……」

「これですの？」

　リリスは、指でちょんと黒い宝石に触ふれる。そして、何故なぜか寂しげな声で呟つぶやいた。

「つい先日、買ったばかりですのよ。似合います？」

「…………」

　どうしてか、返事ができなかった。とてもよく似合っているとは思うのに……どうしてか、彼女を賞賛する言葉がでてこない。

　失礼な態度を取ったにも関わらず、リリスは気にしたふうもなく「そうですわ」と話を切り替える。彼女は、和紙で丁てい寧ねいに包装された包みを三み月つきに差し出す。

「あの……よく分からないのですけれど、先ほど病院の前で、これを三月さまにお渡しするよう頼まれましたの。お心あたりはございまして？」

「いや……分からない、けど。どんな人？」

「それが……顔を隠かくしていらっしゃったもので……ですけど、背の高い女性でしたわ」

　リリスが帰った後で、包装を解く。中から現われたのは、三月がノエルから奪った刀のなれの果てだった。刀身が根元から折れてなくなっている。

「……あ……」

　おそるおそる手に取った瞬しゆん間かん、凄すさまじい寂せき寥りよう感かんが胸に突き刺さった。鼻がつんとして、涙なみだが溢あふれ出してきた。泣くわけにはいかないのに、そんな資格なんてないのに、どうしても止められなかった。ずっと押し込めていたものが、喉のどの奥からせり上がってくる。

「ノエル……」

　三月は見苦しく嗚お咽えつを漏もらしながら、彼女の名を呟つぶやいた。リリスにこれを託たくしたのは、彼女なのだろうか。そうかもしれない。違うかもしれない。

　三月は、刀の柄つかを胸に抱だいて目をきつく瞑つむった。脳裏に、次々と想い出が蘇よみがえる。

　たった三日なのに、彼女の姿ははっきりと心の中に焼付いている。

「…………」

　三月はノエルを殺そうとした。

　彼女の胸を突き刺したおぞましい感かん触しよくが、圧倒的な恐怖が、いまもこの手に残っている。

　卑ひ下げするな、とノエルは言った。だから、自責はしない。謝ろうとも思わない。

　自分は正しいことをした、精一杯やったんだと、開き直ったわけではない。自分は彼女を殺そうとした、そして彼女はそのまま死んだかもしれない。その事実と罪は、これから何をしようと生しよう涯がい消えない。償つぐなうことはできない。取り返しはつかない。

（僕は……）

　だから三み月つきは、そのすべてを自覚し、弁わきまえた上で、何もしないことにした。

（ノエルのことを忘れない）

　彼女と過ごした日々のことも、彼女を殺あやめようとしたことも、何もかもをこの胸に納めて、これからは生きていこう。その上で落ち込まず、自責せず、自棄やけになることもなく、いつもどおりの自分であろう。そう決めた。

　それが正しいことなのかどうかは、正直分からない。もしかしたら、もの凄すごく傲ごう慢まんで、子供じみた考えなのかもしれないし、他ほかの人に聞かせたら、問答無用で一刀両断されるような浅はかな思い込みなのかもしれない。綺き麗れい事ごとでごまかして自己弁護しているだけなのかもしれない。

（これで……いいのかな。本当に、いいのかな）

　ずっとずっと考え続けているけれども、分からない。

　簡単に悟さとれるようなものではないのだろうし、また簡単に悟ってはならないものだとも思う。何故なぜならこれは、今後三月が生きていく中で、何度も何度もノエルのことを思い出しては、迷い、悩み、考え続けていかなければならないことだからだ。少しずつでも悟っていかなければならないことだからだ。きっと生しよう涯がいをかけてでも。

「……ん……」

　彼女の刀をぎゅっと抱だき締め、涙なみだを拭ふいた。

　たった数日のうちに、あまりにも多くのことがあった。こんなに濃密な時間を過ごしたのは、人生で始めてかもしれない。それは戦いばかりではなく──恋愛でも。

《大好きです、ばか》

《不束ふつつか者ものですが……これからも、末永くよろしくお願いします》

　アリスのことを想う。色々あったけれど、よくないこともあったけれど……彼女が生きていて、本当によかった。すべてが終わったいまならば、素直にそう思える。

　あの時──海岸で、アリスが起きる前のこと。

《アリスを護まもってくれて、ありがとうね》

　三月に、ラミアはそう言ってくれた。けれど今回だって、決して三月が彼女を護ったわけじゃない。たまたま状況がそういうふうに流れただけのことだ。

（そう）

　自分がもっと強かったなら、もっと頭がよかったなら、もっと能力があったなら……

　他の方法や未来があったのかもしれない。

　いまという結果が上出来だとは、とてもいえなかった。

　だが、そんなもしもはない。自分は弱者で、弱者なりの行動を取って、弱者なりの結果がでた。それだけ。そうではない可能性を考えるのは、ただの驕おごりで、自己満足にすぎない。

　すでに結果は出た。過去は確定した。自分がよくやったとは絶対に思えない。それでも……

（よかった）

　彼女とこれからも一緒に生きていけることができて、嬉うれしい。とても、嬉しい。

　……正直に言うと恐い。追い詰められれば平気で人を殺せてしまう自分を、自覚してしまったから。

　黒々とした不安と恐怖が、いまも胸の中に凝こごっている。だけどそれらはぜんぶ、自ら進んで受け入れて、ずっと付き合っていかなきゃいけないものだった。

　そうやって、ずっと長いこと考え続けていて……

　ふと、一番強い想いが、浮かび上がってきた。

（アリスに……会いたいな）

　彼女に逢あったら、どうしよう。どんな顔で、どんな言葉をかけよう。

　なんだか、ずっと長いこと離ればなれになっていたみたいな気分だった。

　アリスはあれから毎日お見舞いに来てくれたし、最後に逢ってから、まだ一日も経たっていないはずなのに。もう我が慢まんできなくなってきている。彼女の声を聞いたのが、顔を見たのが、まるで遠い昔のことのように、懐なつかしく思えるのだ。

　ベッドに寝そべったまま、窓の外を見る。

　そろそろ彼女を乗せた飛行機が、日本へ発たつ時刻だったから。

　しかし……

「あれ……？」

　三み月つきは窓の下の中庭に、いるはずのない見知った顔ぶれが集まっているのを見付けた。

　誠人まこと、怜れい奈な、リリス──そして瞑めいまで。何やらこちらを見上げて騒いでいる様子だ。

「ええっ……噓うそでしょ」

　見間違いだろうかと、目を擦こする。

　そのとき、ばたんと勢いよく病室のドアが開かれた。びっくりしてそちらを見ると、そこには、いま一番逢いたかった人が立っていた。

「あ……アリス？　先に帰国するはずじゃ、なかったの？」

「……」

　アリスは無言で腕うでを組み、拗すねたような顔を作った。

「とりやめました。貴方あなたが退院するまで、私もこっちに残ります。怪け我がが治ったら、旅行をやり直しましょう。…………お邪じや魔ま虫たちも、一緒ですけど」

　きょとんと首を傾かしげる三月に、アリスは蔑さげすむような眼まな差ざしを向ける。

「あら、イヤなんですか？　あと一週間、一人寂しく寝ていたいというのなら、今すぐにでも帰国しますけど？」

　三月は目を丸くしたまま、ぶんぶんと首を振った。

「嫌いやなわけない──すごく、嬉しいよ？」

「そっ、そうですか……ふうん」

　どこか慌あわてたような感じで、アリスはベッド脇わきのパイプ椅い子すに腰こし掛かけ、キャビネットの上のバスケットから林檎リンゴを一つ手に取り、果物くだものナイフで剝むき始める。

　器用で手慣れた動作だった。

　薄うすい皮がくるくると、途と中ちゆうで切れることもなく剝はく離りしていく。綺き麗れいに皿に盛りつけ、さくりと爪つま楊よう枝じで刺す。

　そしてアリスは、楊枝に刺した林檎の欠片かけらを三月の口元に差し出した。

「ほら、三み月つきくん。あーんしてください」

　わずかに頰ほおを染めながら、悪戯いたずらっぽく言う。

　三月を照れさせてからかう腹積もりだったのだろう。実際、少し前までの三月なら、アリスの想像どおりの反応を見せたはずだ。

　しかし今日の彼には通用しなかった。幸せいっぱいに口をあける。

「あーん」

　ぱくりと林檎を口に入れ、しゃりしゃりと嚙かむ。

「美味おいしい」

　にっこりと微笑ほほえんだ。

「むぅ」

　そんな彼を見たアリスは、実に複雑な表情になったものだ。照れと恥じらいと喜びと怒りを、同時に表現しようとすれば、こんな顔になるかもしれない。

　彼女はしばし思案するようにこめかみを押さえ、おもむろに三月の頰ほおを引っ張った。

　むにーっと。

「痛いひやいよぅ、アリス」

「ふふん、それでこそ三月くんです」

　涙なみだ目めになる三月を眺ながめ、満足げに頷うなずくアリス。

　そんな彼女を、三月は涙に潤うるんだ瞳ひとみのままで見詰めた。

「……」

　彼女の顔を見ているだけで、温かい気持ちになる。ただそばにいるだけで、幸福を感じる。

　ようやく気付いた。いまさらながら、これなのだと分かった。

　これがきっと──

「そうだ。ねぇ三月くん」

「え？」

　アリスは三月の頰から指を離すや、唐とう突とつに頭を下げる。

「まだ御礼を言ってませんでしたね──ありがとうございました。私を、助けてくれて」

「アリス……どしたの、いきなり」

　殊しゆ勝しような声で紡つむがれた意外な台詞せりふに、三月は戸と惑まどう。

　続いてアリスは指を一本ぴんと立てて、恥ずかしそうに、こう口にした。

「えっと……ですね。つきましては……貴方あなたに、私から、ご褒ほう美びを上げようと思います」

「ご褒美？」

「そうです。要いりませんか？」

「ううんっ」

　要るに決まっていた。激しく首を振る三み月つき。

「で──何をくれるの？」

　期待を込めて明るい声で聞くと、

「ええ、その……本当に、今回だけ、特別なんですからね……」

　アリスは座ったまま脚を組み、靴くつを履はいたつま先を、見せつけるように床ゆかから僅わずかに浮かせる。まるで素直じゃない娘むすめが、遠回しに接せつ吻ぷんをねだるような、そんな恥ずかしそうな口調で、

「私の足、舐なめてもいいですよ……♡」

「…………………………」

　なんとも微び妙みような表情で黙り込む三月。

　せっかく少しは関係が進展したかなと思っていたのに。

　やっぱり、アリスはアリスのままだ。

　だけど……

　そんな彼女のことが、好きで好きでたまらない。意地悪されても、罵ば倒とうされても、殴なぐられても、たとえ踏みつけられたって……嫌きらいになんて絶対なれない。

　痛みさえ愛いとおしいくらい、アリスのことが好き。

　そんな、一風変わった。

　けれど、どうしようもない想い。




　これがきっと──僕の、恋愛なんだ。
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　あとがき




　こんにちは、伏ふし見みつかさです。

　おかげさまで無事、第四巻をお届けすることができました。

　一巻のあとがきで申し上げましたとおり、本シリーズは電撃ゲーム大賞への応募原稿を、大幅改稿してスタートしたものです。改稿にあたって、世界観・登場人物・ジャンル・その他諸々の総入れ替えを敢かん行こうし、ほぼ別物になっているのですが──。

　ここだけの話、今回は応募原稿のリメイクだったりします。

　もちろんそのままというわけにはいきませんが、シリーズの内容に沿った形で、ノートパソコンの奥底で眠ねむっていた登場人物やイベントシーンを一部復活させることができました。

　やったね。

　何度も編集部にお願いしていた甲か斐いがあったというものです。

　主人公が＝イコールヒロインでもあるというのが、デビュー前から今までずっと継続している本シリーズのコンセプトで、今作でもその点は変わりません。一巻、二巻ではアリス、三巻ではリリスがその役割を務めましたが、今回はまた別のキャラが主人公を務めています。

　アリスやリリスとは趣おもむきの違う主人公兼ヒロインを、どうか読んで確かめてみてください。

　ところで。

　前巻の短編集では一編ごとに少しずつ？　作風を変えてみたのです。いまできることを並べて、皆様の反応を窺うかがおうという（ちょっぴり姑こ息そくな）作戦であります。

　で。

　読者さまからのご意見ご感想を拝はい読どくしているうちに、自分なりに色々と得るものがありました。もうばっちり。ありがたいことです。

　これでどうだー！　とばかりに今後の作品に反映させていく所しよ存ぞんですので、ご期待ください。




　デビュー以来、担当編集様には毎回毎回、原稿の大直しでご迷めい惑わくをお掛けしています。

　今回は珍しく、本っっ当に珍しく、スムーズに入稿まで行きまして、拍ひよう子し抜けというか、非常にびっくりしたのを覚えております。いやあ、毎回こうでありたいものですね。

　担当編集様、イラストレーター様、その他関係者の方々、そして読者の皆様。

　まだまだいたらぬ筆者ですが、これからも見捨てず付き合ってやってください。





二〇〇七年五月　伏見つかさ









伏ふし見みつかさ

今回の著者近影は、夏の定番・ざるそば。ローカロリーで、しかも食べていると涼しくなるのが良い感じです。今作でデビュー一周年。心機一転、やる気全開で頑張っていきますので、どうかよろしく！
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シコルスキー

昭和57年生まれ、神奈川県在住の猫好きイラストレーター。ライトノベルの挿絵を中心にちょこちょこと活動中です。特に指定がないとおっぱいを大きく描いてしまう困った奴ですがどうぞよろしく！









電撃文庫





十じゅう三さん番ばん目めのアリス④











伏ふし見みつかさ








二〇十三年六月二十七日　配信
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